


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　CONTENTS






余話　プロローグは存在しない

一章　末弟は浮かれない

二章　捜査官に休みはない

三章　小者の出所に迎えはない

四章　少年少女に明日はない

五章　黒衣の娘は後悔しない

六章　他に生きる道はない

七章　ライバルは抜け目無い




間接章　警察は動けない



あとがき









[image: バッカーノ! 1935-A Deep Marble]
















　──俺おれ、おっきくなったらヒーローになるんだ！

　──ワイアット・アープや、ジェシー・ジェームズみたいにさ！

　──見てろよ、すっげえ強くなってやるからな！

　──そしたらよ……お前の事も、守ってやってもいいぜ？







　　　　　　　　　　──すごい！

　　　　　　　　　　──すごいね、かっこいいね、　　　　！

　　　　　　　　　　──　　　　　なら、きっとすっごくつよくなれるよ！

　　　　　　　　　　──やくそくだよ、　　　　！










前まえ口こう上じよう




「さあ、選択ギヤンブルの時間だ。

　賭かけは平等に見えて平等じゃない。

　結局は金を持ってる奴やつ、頭のいい奴が勝つようにできてるんだ。

　更さらに言うなら、最終的には胴どう元もとが勝つようにできてる。そういうもんさ。

　いまさら運の善よし悪あしとか言うなよ？

　本当に運のいい奴は、ギャンブルなんかしなくても充分潤うるおってるさ。

　潤ってるのに破は滅めつ願がん望ぼうだのスリルだのでギャンブルやる奴は、脳のう味み噌そ運が悪いだけだ。

　ともあれ、運の悪いお前に、こうしてギャンブルの時間が来たわけだ。




　で、お前は何を賭ける？

　金か？　命か？　矜恃プライドか？　家族か？　仲間か？　恋人か？

　気を付けて選べ。

　ルーレットの番号を選ぶ時よりも慎しん重ちようにだ。

　もう選択ギヤンブルの時間は始まってるんだ。

　何をチップにするのか、それがもう一つの賭けなんだからな。

　もう一いち度ど言う。

　選ぶ時は慎重にな。

　例えルーレットの目でドンピシャを当てたとしても──

　お前は、自分の都つ合ごうでその大事なもんを崖がけっぷちに立たせた事には変わりないんだ。

　一度チップにしたもんは、扱いが軽くなるぞ。お前自じ身しんが思ってるよりも遥かにな。

　二回目は、もっと気き軽がるにそれを賭けるだろうよ。

　三回目には、『負けて取られてもいいか』とまで思い始めるぜ。

　どんなに重い信しん念ねんだろうと、全財産だろうと、家族だろうと、自分自身の命だろうとな。




　さあ、運命ギヤンブルの時間だ。

　お前は一いつ体たい何を差し出すつもりなんだ？




　真まっ当とうな人生を悪あく魔まに掠かすめ取られた、賭け事ベタな不ふ死し者さんよ」













余話　プロローグは存在しない







２００３年　某月　どこかの片かた隅すみで




　──ロゼッタか。

　──再会を喜ぶべきか、初しよ対たい面めんの挨あい拶さつをするべきか迷うところだ。

　──いや、そもそも挨拶などという行こう為い自体が無む意味かもしれないな。




　──まあいい。




　──この出会いが偶ぐう然ぜんか、それともお前が望んだ必ひつ然ぜんかはどうでもいい。

　──だが、世せ間けん話ばなしをしたいというなら付き合おう。





⇔






　──１９３５年の事件？

　──ああ。もちろん覚えている。

　──中々に印いん象しよう深い事件だった。君は直接関かかわる事はできなかったようだが。

　──いや、回かい避ひした、というべきか。

　──だからこそ、君はあの事件の内容は一部しか見ていない筈はずだが。




　──後こう悔かいしているような顔だな。

　──今さらどう思おうと、我々は、取しゆ捨しや選択をした筈だ。

　──瓶の外に出る為に、敢あえて我々は不ふ完全にならねばならなかった。

　──私は『世界』を選択し、君は『未来』を選択した。

　──だが、我々は不完全になったが故ゆえに、それなりにこの世界を楽しんでいる。そうだろう？

　──まあいい。




　──もしも退たい屈くつを覚えたのならば、君は自分の力の届かぬ場所の出で来き事ごとをテレビや新聞で楽しむといいだろう。

　──私は、先の読めぬもの……人の創作物ぶつを楽しむ事にしている。

　──こればかりは、作者の心を読もうが、できあがる作品と同じになるとは限らないからな。




　──そうだな。１９３５年に起きたあの事件は、俺おれが隅すみ々ずみまで記き憶おくしている。

　──ロゼッタからすれば、過ぎ去った自分の知らぬ世界は物語のように思えるだろう。

　──なに？

　──そもそもあの事件の始まりはなんだったのか……か。面白い命めい題だいだ。

　──だが、あれに明確な『始まり』などない。

　──故に、あの事件を物語とするならば、プロローグなどというものは存在しない。

　──仮に存在するとするならば、それまでに起きていた事……

　──例えば、フィーロ達が不ふ死しの力を手に入れた不死の酒の騒そう動どう。

　──あるいは、フライング・プッシーフット号の事件や、ミストウォールの喧けん噪そう。

　──アルカトラズとシカゴで起こった事もそうだな。

　──だが、もっと昔……マイザー達が船の上で俺と出会った時。

　──いや、そもそも俺やお前が生まれた時……。

　──極きよく論ろんを言えば、世界の始まりそのものがプロローグだったと言えるかもしれないな。

　──茶ちや化かしているつもりはない。

　──実際、１９３５年の事件は、様さま々ざまな過去が絡み合う事で起こった事件だ。




　──この事件に始まりなどない、というのは解わかって貰もらえたか？

　──だが、敢あえて言うならば……そうだな。

　──私がゴシップ誌の新聞記者だとして、あの事件を新聞のコラムにしたとしよう。

　──その場合、フィーロの身に起こった災さい難なんから語るべきだろう。

　──何な故ぜフィーロなのか、だと？

　──ふむ、確かに、同じ時期に他の者にも災難や事件はあった。

　──非常に多くの者達が絡み合った事件だからな。

　──多くの者が何かの事件の中心であり、他た者しやの事件の蚊か帳やの外でもあった。

　──だが、まあ、フィーロを始まりとするのは、語りやすいというだけだ。

　──かつて、新聞記者の新しん米まい娘むすめ……おっと、今では歴史に名を残す名めい記者だが……。

　──キャロルという小こ娘むすめが、ギュスターヴの奴やつに語ったそうだ。

　──『フィーロ・プロシェンツォは、戯ぎ曲きよくや映画の主人公こうっぽい』とな。

　──全く、面白いものの見方をする。大たい成せいするわけだ。

　──華はながある、と言いたかったんだろうな。

　──確かにあいつには、人を引きつける華のようなものがある。

　──アイザックやミリアとはまた別べつ口くちのな。

　──む……ロゼッタはアイザック達を知っているか？　知らないなら後で説明しよう。

　──ふむ。そもそもフィーロを良く知らないのか。これは面めん倒どうな事になったな。

　──……。ああ、確かに、身み内うちの贔ひい屓き目めはあるだろうが……。

　──私はマルティージョ・ファミリーの『秘ひ書しよ』としてフィーロを買っている。

　──人に『悪あく魔ま』などと呼ばれる存在である立場から見てもだ。

　──そんな目で見るな。疑う気持ちも解わかるがな。




　──あいつは俺の短たん刀とう術じゆつの弟で子しだからな。

　──少しぐらいの贔屓目は大おお目めに見て貰もらうとしよう。













一章　末まつ弟ていは浮かれない







「ねえねえ、アイザック！」

「なんだい、ミリア！」

　摩ま天てん楼ろうの隙すき間まから青空が覗のぞく昼下がり、ＮＹの街まち中なかに暢のん気きなカップルの声が響ひびき渡る。

「あのねあのね、私、すっごいことに気付いたよ！」

「本当か！　ミリアは本当に凄すごいな！　俺おれは全ぜん然ぜん気付かなかったぜ！」

　彼らを知らない者は『なんだ、この馬ば鹿かっぽい連れん中ちゆうは』と訝いぶかしげな目を向けて通り過ぎていくのだが、ＮＹの街に住み、彼らの事をよく見かけている者達は、『ああ、今日きようもこいつらはいつも通りだな』と生なま暖あたたかい微笑ほほえみを浮かべて通り過ぎていく。

　中には『久しぶりに見たなあ』と呟つぶやく者もいたのだが──それもその筈はずであり、少し前まで、男の方は刑けい務む所しよに入っていて街に居なかったのだから。

　もっとも、その刑務所がかの有名な『アルカトラズ刑務所』だと言えば、多くの者、特に彼らを良く知る者なら知る者ほど、『何を馬鹿な』と一いつ笑しように付す事だろう。

　アルカトラズ刑けい務む所しよと言えば、全ぜん米べいの中でも凶きよう悪あく犯はんだけが集められる脱出不ふ可か能のうな監かん獄ごくの名であり、あの男は、そんな場所に入れられるような人間ではないと。

　ましてや、僅わずか数ヶ月で出て来て、あんなにも軽やかな会話を出来るわけがあるまいと。




　しかし、人々がどれだけ疑おうとも、真実がねじ曲げられる事はなかった。

　このカップルの男は、確かに『アルカトラズ帰り』なのである。

　アイザック・ディアンとミリア・ハーヴェント。

　彼らは全米を股またに掛けて奇き妙みような強ごう盗とうや窃せつ盗とうを繰り返してきたアウトローだ。

　盗ぬすんだ物がチョコレートから大だい富ふ豪ごうの遺い産さんまで様さま々ざまで、最終的な狙ねらいが解わからず多くの捜そう査さ官かんを混乱させてきた稀き代だいのトラブルメーカーなのである。

　そんな彼らも足を洗い、今では普通に日々を暮らしている。

　特とく殊しゆな司し法ほう取引によって綺き麗れいな身体からだになったアイザックは、ついでに見み逃のがして貰もらえたミリアと共に自由を満まん喫きつしていたのだが──

「で、凄すごい事ってのはなんだい、ミリア」

「うん！　あのね、アイザック！　私達、お金がもう無いよ？」

　自由という事は、即すなわち無む職しよくに他ならない。

「はっはっは、そうかそうか、そいつは凄いな！　……ええッ!?」

　慌あわててミリアの方を振り返り、目を丸くするアイザック。

　確かに慌てて当然のことなのだが、彼が焦あせる理由は、やはり常じよう人じんとは少しずれていた。

「お金が無いのは首が無いのと一いつ緒しよだってヤグルマの爺じいさんが言ってたぞ!?　な、なあ、ミリア！　俺おれ達たち、首から上が無くなっちゃうのか!?」

「スリーピーホロウだね！　ヘッドレス・ホースマンだね！」

　スリーピーホロウというのは、開かい拓たく時代からＮＹ北部で語られている首くび無なし騎き士しの民みん話わだ。

　作家のワシントン・アーヴィングが短たん編ぺん小説にした事で爆ばく発はつ的に広まり、今ではアメリカ東部で最もメジャーな部ぶ類るいに入る『伝説』である。

「も、もしかして、金が無いと首無し騎士が来て、俺達首が刎はねられちゃうのか!?」

「怖こわい！　ど、どうしようアイザック！」

「そういえばヤグルマの爺さんに聞いた事があるぞ……地じ獄ごくのサタンも金次し第だいって……。サタンに渡す賄わい賂ろが無いと、首を刎ねられるって事か……!?　あれ、前にもこんな話したことなかったっけっか？」

「何回もする程ほど、大事な話って事だよアイザック！」

　実際、彼らは資し産さんが無くなる度たびに同じような話をして、マフィアなどから金を奪うばっていたのだが──今は強盗から足を洗った身である為ため、そんな手を使おうという意見すら出なかった。

「うーん。仕事か……仕事って、何をすればいいんだ、ミリア？」

「えっと……お金を稼かせげばいいんじゃないかな、アイザック！」

　彼らはまともに働いた経験が殆ほとんど無く、アイザックがアルカトラズ内で仕事をしていた程てい度どである。数年前は二人で探たん鉱こう掘ほりをしていたが、あれはあくまで『地球からお宝を盗ぬすむ』という感覚であった為ため、仕事という認にん識しきはない。

　そもそも、誰だれかに雇やとわれたわけでもないので、周囲からも『趣しゆ味みで枯かれた坑こう道どうを掘っている』としか見られていなかったのだが。

「なるほど……お金を稼ぐ仕事をして給料を貰もらう……銀行屋やさんかな？」

「マネーゲームだね！　モノポリーだね！」

「でも、銀行屋さんって何すればいいんだ？　俺おれ、お金の計算とかできないぞ？」

　計算力りよくが必要という事はおぼろげなりとも理解していたようで、アイザックは銀行で何をすればいいのかと考える。

「銀行強ごう盗とうをやっつけるとかじゃないかな、アイザック」

「なるほど！　そいつはいいなミリア！　俺達は強盗には詳しいからな！　確か東とう洋ようのことわざで……えーと……『敵を知り己おのれを知り尽くせば、昨日きのうの敵も今日きようの友』って奴やつだ！」

「ノーサイドだね！　フレンドリーファイアだね！」

　彼ら自身のテンションだけを高める言葉を口にしながら、二人は颯さつ爽そうと手て近ぢかな銀行に足を向け──




　全ての銀行から平均30秒で追い出された彼らは、近ちか場ばにあった公園に入り、芝生しばふに座って語り合う。

「うーん。どこの銀行にも『間に合ってます』って言われちまったな」

「私達は間に合わなかったんだね」

「タイム・イズ・マネーってのは本当だったんだなあ」

「時間泥どろ棒ぼうさんに負けちゃったね……」

　ションボリとした雰ふん囲い気きで溜ため息いきを吐く二人が『仕事しなきゃ』と呟つぶやいているのを聞き、彼らを知る通りすがりの人々は、自らも疲れたように溜息を吐く。

　──『この年がら年ねん中じゆう幸せそうな二人ですら落ち込むとは、本当に今は辛つらい時代だ』と。




　全ぜん米べいで禁きん酒しゆ法ほうが廃はい止しされて、暫しばらくの時が経たつ。

　１９２９年、ウォール街から端たんを発した大だい恐きよう慌こうは、アメリカに、あるいは世界中に深い爪つめ痕あとを残し──あるいは、新たな爪で今も尚なお世界経けい済ざいと人々の生活を抉えぐり続けている状態だ。

　多くの人々は仕事を失い、行き場を失い裏うら稼か業ぎように足を踏み込む者も増える。

　裏うら組織も不ふ況きようの煽あおりを受けてはいたが、政府の無む能のうさを攻こう撃げきする事で民みん衆しゆうを自分達の味み方かたにつける事もあり、まさしく、不況の爪が街の表おもて側がわと裏側を引っかき回しているかのようだった。

　しかし、１９３３年に一つの転てん機きが訪れる。

　３月に就しゆう任にんしたフランクリン・ルーズベルト大だい統とう領りようは、その『爪つめ』を振るう怪かい物ぶつに、正面突とつ破ぱから搦からめ手まで、ありとあらゆる手段を使って立ち向かった。

　彼の就任直後、政府は全ての銀行を休業させ、徹てつ底てい的な内部調ちよう査さを行った。それは、アメリカ合がつ衆しゆう国こくが、恐きよう慌こうという怪かい物ぶつに向けて撃うち放った『宣せん戦せん布ふ告こく』と言えるだろう。

　そして、見えない怪物との長い闘たたかいが幕を開けた。

　禁きん酒しゆ法ほうの廃はい止し。

　金きん本ほん位い制せい廃止から管理通つう貨か制せいへの移い行こう。

　テネシー川流りゆう域いきのダム建設公こう共きよう事業の開始。

　ＣＣＣと呼ばれる市し民みん保ほ全ぜん部ぶ隊たいによって行われた、失しつ業ぎよう者しや達に対する職業訓くん練れん。

　更さらには、後に違い憲けん判はん決けつを受ける反則気ぎ味みな政せい策さくまで含め──俗ぞくに『ニューディール政せい策さく』と呼ばれる武ぶ器きを手に、アメリカは迫り来る不ふ況きようの爪と切り結ぶ。




　そして、この１９３５年の中なか頃ごろには、雇用促進局ＷＰＡと呼ばれる大だい規き模ぼな公共事業促そく進しん機き関かんが設置され、結果として数百万人の失業者が職を得る事になるのだが──

　今はまだ２月であり、後に仕事を得る筈はずの数百万人も、多くは無む職しよくという状態だ。

　爪を振るい続ける不況という名の怪物と、それに抗あらがい続けるアメリカ国家。

　後に第二次世界大たい戦せんという『世界の節ふし目め』が訪れるまで、その闘いは続いた。

　だからこそ、この時期は闘いの山やま場ば──巨きよ大だいな二つの力が鬩せめぎ合い、闇やみの中で藻も掻がく民みん衆しゆうに朝日が昇るかどうかという歴史の分け目だったと言えるかもしれない。

　１９３５年とは、そういう時代だった。




　もっとも──そんな時代の流れの中で、不況の爪つめ痕あとの上にいるという事にも気付かぬまま、風に吹かれてプカプカと流れる浮かれた根ね無なし草ぐさ達たちもいたのだが。

　そんな根無し草のカップルが、不況などどこ吹く風という空気で、ポジティブ笑顔を浮かべてみせる。

「よし、ミリア、決めたぞ！　仕事を探そう！」

「仕事探さがしの旅だね！　冒ぼう険けんの始まりだね！」

「とりあえず、知り合いの所を片かたっ端ぱしから回って、なんか仕事させて貰もらおう。やっぱり持つべき者は友達だな、ミリア！」

「昨日きのうの友達は、今日きようも明日あしたもずっと友達だね！」




　彼らのポジティブさが、如い何かなる結果をもたらすのか。

　それを知る者は、まだ誰だれも居なかった。

　少なくとも、この時点では。





⇔






同日　夜　ＮＹ某ぼう所しよ　地下カジノ




　それは、煌きらびやかな空間だった。

　ラスベガスがネオンサインに彩いろどられた桃とう源げん郷きようと化すのは、まだ数十年も先の事。

　アメリカ国内では未み曾ぞ有うの不ふ況きようが渦うず巻まき、件くだんのニューディール政せい策さくによって幾いく分ぶん人々の目に希望が映り始めようかというこの時代のアメリカにおいて、賭と博ばくは大だい部分の州で厳きびしく規き制せいされている場合が多かった。

　もっとも、21世紀に入っても大たい抵ていの州では規制されたままなのだが──そんな未来図ずを知るよしもなく、その特とく殊しゆな空間に足を踏み入れた者達は、揃そろって眼めを輝かせる。

　室内の華か美びな装そう飾しよくに対してではない。

　これから自分が足を踏み入れる領りよう域いき──すなわち、『ギャンブル』に対してだ。

　非ひ合法故ゆえの背はい徳とく感かんと、その結果がもたらす破は滅めつと成功の狭間はざまにいるスリルを前に、人々は己おのれの中に熱い情じよう動どうを湧わき上がらせた。

　ここは、カジノ。

　ギャンブルのギャンブルによるギャンブルの為ための場所。

　他に言葉は必要無ない。

　この空間ではギャンブルという一点だけが合い言葉であり、絶対の存在だ。

　成功者と敗者が生まれ、時に人生の全てをリセットする場所。

　公こう平へいと不ふ公平すら運次し第だいで入れ替わる、外の世界とは隔かく絶ぜつされた空間である。

　そして、カジノである以上、規き模ぼの大小など関係の無いことだ。

　ここはニューヨークの片かた隅すみにある小さな地下カジノ。

　当然ながら無む許きよ可かの違い法ほうカジノであり、内部に見られる客きやく層そうについても、品の良い空気は感じられない。

　しかし、時とき折おり金持ち風ふうの客層も見られ、さして広くも無い部屋は、なんとも言えない混こん沌とんとした雰ふん囲い気きに包まれていた。




　そんな空間の片かた隅すみで、なんとも退たい屈くつそうな目をしている青年が一人。

　まだ少年と言っても通じる童どう顔がんの持ち主だが、年ねん齢れいは既すでに二は十た歳ちを超えている。

　フィーロ・プロシェンツォ。

　まだ頼りなさげに思える程ほどの若さを持つ男だが、彼は非合法組そ織しきである『マルティージョ・ファミリー』の中でも一ひと角かどの地ち位いを築き上げている存在であり、実じつ質しつ的にこの地下カジノの責任者でもある。

　だが、彼の持つややこしい『特とく性せい』が、ますます年ねん齢れいと外がい見けんのギャップを広げ続け──彼の事を知らない者が、賭と場ばの中で右う往おう左さ往おうしているチンピラ気取りの少年と勘かん違ちがいする事じ態たいさえ引き起こしていた。

　もっとも、そんな印いん象しようを抱いて小こ遣づかい稼かせぎでも企たくらもうものなら、金だけではなく様さま々ざまな物を失うハメになるのだが。

　しかしながら、彼を良く知っている常じよう連れん客きやく達も、カジノの片かた隅すみに背を預けているフィーロの顔を見て、些いささか以前と違う視線を送っていた。

　理由は簡単だ。

　フィーロがここに顔を出すのは実に２ヶ月半ぶりであり、彼が不ふ在ざいの間、常連客達のコミュニティ内で一つの噂うわさが囁ささやかれていたからである。

　──『どうやら、フィーロ・プロシェンツォはＦＢＩに起き訴そされたらしい』

　カジノの責任者である青年が居なくなった事で、カジノ側も混こん乱らんしているのではないかと踏んだ彼らは、今なら稼げるのではと連れん日じつ通う形となった。

　皮ひ肉にくな事に、責任者がいなくなる事で過か去こ最高の稼ぎをあげたという結果に、当のフィーロは不ふ機き嫌げんを隠かくせない。

　常連客達はそんなフィーロの仏ぶつ頂ちよう面づらにも気付かず、『刑けい務む所しよに入れられたと聞いたのに、なんでこんなに早く戻って来たんだ？』と、複雑な視線をフィーロに送り続けていた。

　煌きらびやかな空間に僅わずかにピリピリとした緊きん張ちよう感かんが走り始めた頃──その空気を物ともせず、一人の男がフィーロに声を掛けてきた。

「何か、御お祝いわいの言葉でも必要ですか、フィーロ」

　実際の年ねん齢れいはフィーロとそう変わらないのだが、醸かもし出す雰ふん囲い気きの鋭さが、フィーロよりも年ねん季きの入った裏うら組織の人間という印いん象しようを周囲に与えている。

　ラック・ガンドール。

　程ほど近ちかい場所に縄なわ張ばりを構えるマフィア、『ガンドール・ファミリー』を取り仕切る三兄弟の末まつ弟ていだ。

「ラック。来てたのか。……御祝いって、なんのだよ」

「アルカトラズから無ぶ事じに戻った事と、今回の件について、マルティージョ・ファミリーから特に責任を問われなかった事。どちらでも構いませんよ」

　別べつ組織の幹かん部ぶである幼おさな馴な染じみの言葉に、フィーロは溜ため息いきを吐いた後、言葉を返した。

「相変わらず、耳が早ぇなぁ」

「我々のような小さい組織は、せめて耳ぐらいよくなければ生き残れませんからね」

「ま、どっちにしろこんな事に祝いなんかいらねえよ。惨みじめになるだけだ」

　肩を竦すくめるフィーロは、改めて地下カジノの中を眺ながめやる。

　バカラ台だいやＢＪのテーブル、あるいはルーレットといった王おう道どう的な遊ゆう技ぎ設備の周りには、表ひよう層そうだけ平へい静せいを保っている者達が瞳ひとみをぎらつかせており、フィーロ達の居る位置とは反対側がわの壁かべ際ぎわでは、リール式のスロットマシンの前で複数の人間が代わる代わる目を白しろ黒くろさせていた。

「おや、リバティ・ベルじゃないんですね」

　当時隆りゆう盛せいを極めつつあったスロットマシンとは違う機き種しゆである事に気付き、ラックは興きよう味み深ぶかげにそのマシンを睨ねめ付ける。

　するとフィーロは、博はく識しきな友人を出し抜けた事が嬉うれしいとでもいうかのように機き嫌げんを直し、少し誇らしげにそのマシンについて語り始めた。

「市し場じようにゃまだ出回ってないニューマシンだよ。殆ほとんど試し作品みたいなもんらしくてさ、ロニーさんがどっかから持ってきてくれたんだ」

「出しゆつ所しよ祝いわいとして、ですか？」

「皮ひ肉にくはよせって」

　再度溜ため息いきを吐きつつ、フィーロは一歩踏ふみ出した。

「中にオリジナルの楽がつ器きだかなんだかが仕込んであるらしくってさ。当たった時にまた派は手でな音を鳴らすんだこれが。それが耳みみ当たり良くてよ。大おお当あたりの音が鳴った時にゃ、店中の連れん中ちゆうが釣つられて拍はく手しゆする程ほどだ」

　そのままフィーロは、ゆっくりとカジノを横よこ切ぎっていく。

　ラックもそれに続きながら、フィーロの話に耳を傾けていたのだが──その途と中ちゆうで、ラックは気が付いた。

　フィーロの意識が、自分ではなく、別の一点に向けられているという事に。

「ま、それを見た周りの連中は、自分もそんな拍手を贈られたいってスロットに金を突っ込むし、当たった奴やつももう一度その快かい感かんを味わいたくて、増やした金をまたスロットに吸われるってわけさ」

「なるほど」

　相手が何をするつもりなのか察し、ラックは自然な形で相づちを打つ。

　それに合わせ、フィーロはラックの方を振り返り──

　視線の外で、ＢＪ台の裏にいた一人の男の手をガシリと握りこんだ。

「ぐぁっ！」

　後ろに回された男の腕の袖そで口ぐちから、バラバラとカードが零こぼれ落ちる。

「お客様、困りますね。当とう社しや交こう場じようはカードの持ち込みは禁きん止しとなっておりますが」

　慇いん懃ぎんに言いながら、捻ひねりあげた手に体重をかけていくフィーロ。

「お客様、３年前にも同じ手口をなさってましたね。出入り禁止にした筈はずですが？　まさか、３年も経たてば許されてるとでも思いましたか……っと」

　軋きしむ腕の痛みに耐えつつ、涙なみだ目めになったイカサマ男が叫ぶ。

「うるせえ！　て、手前てめえらだってどうせイカサマやってんだろうが！　マフィアのカジノなんて、裏じゃ──ぇっ……ぇっぉっ……こっ……ぽ」

　悲鳴混まじりの叫びは途と中ちゆうで消え入り、そのまま男は鼻と口から泡あわを吹いてゆっくりと意識を失った。

「マフィアじゃない。カモッラだ」

　ラックの視線の先では、いつのまにかフィーロの片手が男の喉のど元もとに回っており、喉のど仏ぼとけを押しつぶす形で親おや指ゆびが深ふか々ぶかと突き込まれている。

　その痛みを想そう像ぞうし、思わず自分の喉仏をさするラック。

　人々はその光こう景けいを前に息を呑み、カジノ内の時間が止まる。

　楽しみに水を差され、あるいは運の流れを止められた客達は、そのまま夢から覚めて店の外に出てしまうのではないか。

　ラックはそう考えたが──フィーロにとっては、この程てい度どの事態など手て慣なれたもののようで、男から手を離すとパン、と手を打ち鳴らして軽けい快かいな声を響ひびかせた。

「お騒さわがせしました！　お詫わびにアルヴェアーレ特とく製せいの蜂はち蜜みつ酒しゆを奢おごらせて頂きますので、どうぞこの後もごゆるりとお楽しみ下さい」
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　倒れた男を部ぶ下かに運ばせながら、爽さわやかに笑うカジノの支配人にん。

「今しがたの手て品じな師しに金を毟むしり取られたという方は、５分以い内ないに名乗り出て下さい。その男の財さい布ふの中なか身みと相談して、返せるだけの額がくは保証させて頂きます！」

　冗じよう談だん交まじりの言葉。

　あまり巧うまい冗談ではなかったが、直前の緊きん張ちようが解けた事もあってか、客の半分ほどがクスクスと笑いだす。

　普ふ段だんと全く違う口く調ちようで大声を出すフィーロを見て感かん心しんしていたラックに、当の幼おさな馴な染じみは普ふ段だん通りの口調で言った。

「悪いなラック。騒さわがせちまった」

　フィーロは店内が落ち着いた事を確かく認にんすると、そのまま裏の事務所へと足を向ける。

　その後に続きながら、ラックは苦く笑しよう混まじりに小こ声ごえを出した。

「……なんだか、ここに来る度たびに毎まい回かい同じ光こう景けいを見ているような気がしますね」

「うちが大おお手て組織じゃねえからって舐なめるバカが多いって事さ。押し通しちまえば警察に訴えられねえし、小さい組織相あい手てなら逃げ切れるだろうってな」

　そして、別べつ室しつに入りドアを閉めた所で、ラックは冗談交じりに問う。

「で、実際イカサマはしてないんですか？」

「する必要がないだろ。何もしなくても胴どう元もとが勝つ仕組みだからな」

　実際の所、地下カジノなどに対して『店側がイカサマをする』というイメージを持つ者は、アメリカ国内ではさほど多くない。イカサマの噂うわさが立った地下カジノに寄りつく者などいる筈はずもなく、より公こう正せいさを感じさせるカジノへと客きやく足あしが流れているからだ。

　実際、フィーロのカジノでは水すい晶しようや硝子ガラス製のダイスを使用している上、ルーレットに関しても、玉を放った後でもベットをする事ができるシステムだ。

　しかし──

「……まあ、勝ちすぎる奴やつがいたら、カードゲームを勧める事はあるけどな」

　フィーロは暗に後ろ暗い点があると含みを持たせて告げた後、僅わずかに顔を曇らせて続けた。

「つっても、前にアイザックが勝ちすぎてた時にカード勧めたら、ディーラーが大ポカやらかしやがってさ、大おお損ぞんだぜ全く」

　疲れた顔で首を振るフィーロは、友人に対して更さらに愚ぐ痴ちを零こぼす。

「禁きん酒しゆ法ほうが終わって、闇やみ酒さか場ばだった『蜂の巣アルヴエアーレ』は今じゃ堂どう々どうと経営できる人にん気きの店だってのに、ここは相変わらず物ぶつ騒そうな連れん中ちゆうの溜たまり場だからな」

　決してその状況を不満には思っていないのだが、フィーロはやや自じ嘲ちよう気ぎ味みにカジノについて語り始めた。

「ニュージャージーじゃ５年も前にカジノが合ごう法ほう化かしたってのに、ニューヨークじゃ欠片かけらもそんな流れになりそうもねえ。どうなってんだ」

「いい事じゃないですか。合法じゃないからこそ、貴方あなたの懐ふところが暖まるんですよフィーロ」

　ラックはそんな友人の愚ぐ痴ちを小さく笑って受け流し、軽い調子で窘たしなめる。

「それとも、ウォール街の猛も者さやミリオネア・ロウの資し産さん家か達が堂どう々どうと造ったカジノに、経営で勝てる自信があると？」

「……いや、まあ、そんな自信無ないんだけどな？」

　少しだけ考えた後、フィーロは自分に縄なわ張ばり争いの駆かけ引きはできても、公こう正せいな商売競きよう争そうなどできはしないと再さい確かく認にんした。

　そして、ばつの悪さを誤ご魔ま化かすかのように話の筋すじをずらしていく。

「どのみち、非ひ合ごう法ほうなままじゃエドワードの野や郎ろうがいつ踏み込んでくるかと思うと、気の緩む暇ひまもねえさ。もちろん、俺おれは望んでこっち側にいるから文もん句くはないけどな」

「エドワードですか……彼、捜そう査さ局きよくでそこそこ顔が知られてるそうですね」

「捜そう査さ官かんが顔を知られてちゃ世せ話わねえなあ」

　この場にいない司し法ほう側の人間を肴さかなに、フィーロは酒でも飲もうと事務所の棚たなに手を伸ばした。

　しかし、ラックはそんな彼に、やや真剣な目つきで問いかける。

「本ほん題だいに入りますが……この２ヶ月、何があったんですか」

「……なんだよ。俺の出しゆつ所しよ祝いわいじゃなかったのか？」

「何も聞かずそうするつもりでしたが、やはり少し様よう子すがおかしいものですから」

「そうか？」

　惚とぼけようとするフィーロに、ラックはさらに言葉を続けた。

「普ふ段だんの貴方あなたなら、さっきのようなイカサマ師しは部ぶ下かに目め配くばせして終わりの筈はずです。自分から相手を痛めつけるとは、妙みようにピリピリしてるんじゃありませんか。まるで、何かに警けい戒かいしているかのようです」

「……」

　沈ちん黙もくするフィーロ。

　だが、ラックは構わず口を開いた。

「貴方個こ人じんに関わる事なら、部ぶ外がい者しやである私はそっとしておくのが正しいのかもしれません。ですが、私も近い場所で活動する組織を預かる身の上ですからね。もしも我々に危き害がいが及ぶような事じ態たいがあるなら、友人や兄弟分ぶんの関係を抜きにして、貴方に問い詰める必要がある」

「……相変わらず、ちゃんと組織のトップらしいよ、お前は」

「言ったでしょう。小さな組織だからこそ、耳と鼻だけは鈍らせるわけにはいかないんですよ」

　ニヤリと笑いながら答えるラックだが、その目の光には鋭さを残している。

　フィーロは諦あきらめたようにもう一度溜ため息いきを吐き出し、少しずつ語り始めた。

「解わかったよ。……っつっても、怒らないで聞けよ。俺も、何が起こるかってのはハッキリ理解してないんだ。だが、何かが起こりそう……ってのは確かなんだよ」

「というと？」

「この２ヶ月に起こった事を、軽く話しておく必要があるな」

　そう言ったフィーロだが、やはりラックの目から見ると歯は切ぎれが悪い。

「あー……俺おれも理解しきれてない所があるし、俺の個人的な恥はじになる部分は飛ばすが、そこは勘かん弁べんしてくれ。それで事じ態たいが理解できなくなるって事は無いはずだ」

「ええ、かまいませんよ」

「そうだな……どっから話すかって言ったら……そう、エドワードの野や郎ろうに引っ張られた俺が、取とり調しらべ室しつで虫の好かねえ不ふ死し者しやに会った所からだな」

　不死者。

　その単語を聞いた途と端たん、ラックの纏まとっていた空気が研とぎ澄すまされる。

　これまで気き楽らくに聞いていたわけではない。

　あくまでマフィア組織のトップとして、真剣に話を聞き入れるつもりだったのだが、『不死者』という単たん語ごが出た以上は、別の側面からも警けい戒かいする必要があったのだ。

　何しろ、フィーロ・プロシェンツォも、ラック・ガンドールも──

　彼ら自身が『不死者』という、通常の人間とは異なる特とく性せいを持ち合わせているのだから。

　更さらに、ラックには一つの懸け念ねんがあった。

　不死者絡みという事ならば、例え一いつ見けん無関係だとしても、東部で指ゆび折おりのマフィア組織であるルノラータ・ファミリーが絡んでくる可能性を視野に入れねばならない。

「なるほど。余よ所その縄張りシマの店に足を運んだかいがありました」

　ラックは事務所の壁に背を預け、自然と周囲を見渡した。

　フィーロもそれは同じ事で、事務所に他に誰だれもいない事を確かく認にんし、更さらには窓から見えるカジノ内の様よう子すにも意識を向ける。

　そして、やや声のトーンを落として話を続けようとした時──




　事務所とは反対側がわ、地上に続く階段付ふ近きん──つまりはカジノの入口から、一人の男が降りてくるのが目に映った。

　一いつ瞬しゆん言葉を止め、フィーロは遠とお目めに男の顔を確かく認にんする。




　──初めての客だな。




　場所が場所なだけに、新しい顔ぶれには自然と警戒心しんが働いた。

　無む論ろん、完全招しよう待たい制せいではない以上、どうしても新しい顔ぶれは多い。

　その全てに一応の警戒を見せるのは、カジノの責任者としてフィーロが持つ最さい低てい限げんの心こころ構がまえだった。

　もっとも、タイミングがタイミングだけに、警戒心は些いささか強く働いていたのだが。

　しかし、特に怪あやしい動きをしているわけでもないので、事務所の窓から僅わずかにその男を警けい戒かいしながらフィーロはラックへの説明を続ける事にした。




　フィーロは知らなかった。

　初めて見る顔であるその男も、自分と不ふ死し者しやを取り巻く『事件』に足を踏み入れた──正確には、数年前から足を踏み入れていたパズルピースの一つであるという事を。




　彼の名は──













二章　捜そう査さ官かんに休みはない







数日前まえ　ＮＹ某ぼう所しよ　ヴィクターの捜査本ほん部ぶ




「解わからない、じゃねえんだよ。解らない、じゃよ」




　マンハッタンの外れにある、真ま新あたらしい倉庫群ぐんの一つ。

　倉庫の片かた隅すみに簡かん易い的に机が並べられ、その上に通信機きや書類などが乱らん雑ざつに積み上がっている。

　その簡かん素そ極きわまりない『捜査本部』の中で、眼鏡めがねをかけた男が苛いら立だたしげな声を上げていた。

「年末にヒューイの野や郎ろうが刑けい務む所しよから消えて、もう何週間だ？　お前らは無む能のうか？　ああそうだ、お前らは無能だ！　ついでに言うなら俺おれも無能だ。なんせあのテロリストの行動の足がかりを何一つ掴つかめてねえんだからな！」

　こめかみをひくつかせながら部ぶ下かと自分自じ身しんを平等に叱咤しつたしている男──ヴィクター・タルボットに、部下の一人であるビルがこめかみを掻かきながらのんびりと答える。

「あー……。まあ、ヒューイ・ラフォレットへの苛いら立だちは解わかりますが、話を続けて下さいませんか、副ふく室しつ長ちようどの」

「……ああ、そうだな。悪かった」

　存ぞん外がい素直に謝り、司法局捜査部内ＤＯＩに存在する特とく殊しゆな部ぶ署しよの副室長であるヴィクターは、改めて倉庫内ないを見渡した。

　そこには以前からの部ぶ下かであるビルやドナルドが並んでおり、もはや新しん入いりとは呼べない風ふう格かくを持ったエドワード・ノアの顔も見受けられる。

　１９３３年に捜Ｂ査Ｏ局Ｉから捜そう査さ部ぶへと組織名めいが変わったものの、ヴィクターと部ぶ下か達たちの立ち位置は変わっていない。今年の７月には連邦捜査局ＦＢＩへと更さらに名前が変わるという噂うわさも聞いたが、恐らくヴィクター達の特殊性せいに変化はないだろう。

　長年連つれ添った部下達の周りには複数の見み慣なれぬ顔ぶれがあり、緊きん張ちようした面おも持もちでヴィクターの顔や資料の束たばに視線を送っていた。

　彼らはこの部署の新入り──つまりは、テロリストであるヒューイ・ラフォレットの脱だつ獄ごくを受けて増ぞう員いんされた捜査官達たちである。

　何しろ扱うものが『不ふ死し者しや』などという既き成せい概がい念ねんを打ち壊こわす代しろ物ものであり、自然と思し想そうや人格は厳きびしく選せん別べつされていた。

　だが、問題はそれだけはない。

「念ねんの為ために聞いとくけどよ、新入り連れん中ちゆうはどこまで理解してんだ？」

「あー……理解、と言いますと？」

「よし、質問だ。そこの新入り、俺おれ達たちの敵は誰だれだ？」

　突とつ然ぜん話を振られた新入りの一人が、一いつ瞬しゆんの迷いもなく答えを返す。

「国家に仇あだなすものです」

「ちっ……正解だ」

　何な故ぜか舌した打うちをするヴィクターだが、彼の性格を知るエドワードはその舌打ちの意味を理解していた。

　──本当は新入りが『ヒューイ・ラフォレットです』とか答えた所で『全ぜん然ぜん違う馬ば鹿かめ』と言って優ゆう位いに立ちたかったんだろうな。

　妙みような所で小こ物ものっぽさを振りかざすクセのある上じよう司しに心しん中ちゆうで溜ため息いきを吐くエドワード。

　そんな部下の気も知らず、ヴィクターは淡たん々たんと講こう義ぎを続けていった。

「俺達の敵は、不死の酒に関わるもの全てというわけじゃねえ。不死者だろうが悪あく魔まだろうが、利用できる物は身み内うちに引き込んで国家の為ために働かせろ。もっとも、『不ふ老ろう不死』なんてもんを手に入れた連中に労働を期待するだけ無む駄だだがな」

　人は死ぬために生きるとは良く言うが、永えい遠えんの命を得た者は『いつかやればいい』という怠なまけ心を抱いた際、その『いつか』に期限が無い為、次し第だいに怠けていくものだとヴィクターは予測していた。

　実際、彼の知る不ふ死し者しやの中にも、死というタイムリミットを失った事で堕だ落らくし、無む気き力りよくな塊かたまりとなった挙あげ句くに姿すがたを消した者が数名いる。

　もっとも、彼らは自分の意志で失しつ踪そうしたわけではなく──全てセラード・クェーツという男の手によって『喰われて』しまったのだが。




　不死者。

　それは文字通り、生から死へと流れる不ふ可か逆ぎやくの懸けん河がから逃のがれ、永えい遠えんという時を過ごす権利を得た者達だ。

　錬れん金きん術じゆつ師し達によって造られた『不死の酒』によって、彼らは老いる事も無く、切り刻まれようと、燃やされようと、磨すり潰つぶされようと、あるいは酸さんによって溶かされようと、如い何かなる惨さん劇げきからも完全に回かい生せいする身体からだを手に入れたのである。

　ヴィクター達に不死の酒をもたらした『悪あく魔ま』が言うには、死ぬ方法が一つだけあるという。

　生きる事に飽あき、永遠というものが絶ぜつ望ぼう以外の何物でもなくなった場合の措そ置ちだと。

　不死者同どう士しに限り、互いを殺す事ができる。

　殺す、というよりも、相手を自分の内側に取り込む──即すなわち、『喰う』事ができるのである。

　相手の頭に右手を乗せ強く喰いたいと願う。

　ただそれだけのまじないで、溶よう岩がんに落ちようとも首を刎はねようとも死ぬ事の無い不死者達が、呆あつ気け無なくこの世から消え去ってしまうのである。

　長い時をかけて溜ため込み続けた知識の全てを、自分を喰らった相手に引き継がせて。




　そうした不死者に対する前ぜん提てい知識は当然持もっているものと仮か定ていし、ヴィクターは更さらに言葉を続けていった。

「テロリストやマフィアにとっちゃ、永遠の命に興きよう味みなんざなかったとしても、『倒れない手て駒ごま』には興味津しん々しんだろうよ。お前らは、そういう反はん社会勢せい力りよく、あるいは敵てき対たい国家のスパイにも目を光らせる必要があるわけだ。スパイは特にだ。例えば重要機き密みつを握った人間に『不死の酒』を呑ませて喰っちまえば……機密の全てを手に入れる事ができるんだからな」

「その場合は、不死者本ほん人にんがスパイという仕事についているという事ですか？」

「その通りだ。不死者ってのを常じよう識しきで測ろうとするな。死ななくなった上に何百年も生きてるような連れん中ちゆうだ。小説の吸きゆう血けつ鬼きみてえに、人間とはズレた常識を持ってるつもりで考えろ。特に、怠惰にならなかった連中はな」

　ヒューイの顔を思い出し、歯は噛がみをしながら語るヴィクター。

「セラード・クェーツの名前は頭にとっくに叩たたき込んであるだろう？　あの爺じいさんは強ごう欲よくでな。金も権けん力りよくも全部欲ほしがるタイプだったが……知識も人ひと一倍欲ほしがってたよ。錬金術師ってのは知識を無む限げんに欲しがる奴やつが多いからな。ただ『知りたい』ってだけで仲間を喰う奴やつだっているって事だ」

　その言葉を聞いて、新しん入いり達は神しん妙みように頷うなずいたが、一つの疑ぎ念ねんが湧わき上がった様よう子すだった。

　しかし、それを口に出すのは憚はばかられていたようで、察したドナルドが声をあげる。

「ヴィクター副ふく室しつ長ちようにもそうした欲があるのか、気になっているという顔だな」

　すると、それに続けて、ビルが言った。

「あー……まあ、解わかりますよ。パッと見、独どく占せん欲よく強そうですからねえ、副室長」

「……」

　黙だまり込んでこめかみをひくつかせるヴィクター。

　新入り達は、彼と目を合わせないように視線を逸そらした。

「……安心しろヒヨッコ共。口で信じて貰もらうしかねえが、生せい来らいの学者肌はだの俺おれとしては、確かに知識欲よくはある。だが、セラードみてぇに他人の脳のう味み噌そ喰ってまで欲しい知識なんざねぇさ」

　苛いら立だちをなんとか呑み込み、ヴィクターは舌した打うち混じりに言う。

「俺は、他人のおこぼれが大だい嫌きらいなんでな」

　ヴィクターはそのまま資料を眺ながめ直し、新入り達に言葉を続けた。

「不ふ老ろう不ふ死し？　他人を喰う力？　そんなもんが無くても、人は真しん理りって奴に辿たどり着ける」

　およそ新入り達への講こう義ぎというには程ほど遠とおい調子だったが、新しく部ぶ署しよに配はい属ぞくされた捜そう査さ官かん達は真ま面じ目めに聞いている。

　恐らくは、何らかの方法で既すでに実感しているのだろう。

　不死者が御お伽とぎ噺ばなしや妄もう想そう、あるいは何らかのカモフラージュなどではなく、実際にこの世に存在しているのだという事を。

「お前らが着てる背広は不死者が造ったもんか？　履はいてる靴くつはどうだ？　お前らが腰に差してる拳けん銃じゆうを設計したコルト社の設計士しが不ふ死じ身みだなんて噂うわさ聞きいた事あるか？」

「あー……恐れながら、私とドナルドはＳ＆Ｗ社の拳銃ですが」

「話の腰を折るんじゃねえ」

　ビルに対して青あお筋すじを立てた後、ヴィクターは懐ふところから拳銃を取り出し、机の上に置く。

「いいか、不死者は拳銃で殺せねえが、動きは止められる。頭に当てりゃ再生するまでは意識も奪うばえる。だが、不死者じゃねえ敵……マフィアだのテロリストだのは、頭を撃うち抜きゃ死ぬ代わりに、俺らよりもずっと撃ち合いに慣れてると考えろ」

　そして、机き上じようの拳銃を見下ろしながら、朗ろう々ろうと語り始めた。

「俺達の持てる最大の武ぶ器きは銃じゃねえ。国家の為ために戦ってるって事だ。お前らの正義はアメリカが肯こう定ていする。まともに仕事するなら俺も肯定してやろう。国のバックアップも、他の捜査官並みにはできると思え。拳銃だって、そのうち自じ腹ばらじゃなく支し給きゆうされるようになる」

　余よ計けいな話も付け加えつつ、ヴィクターは更さらに言う。

「まあ、マフィアの賄わい賂ろで腐ふ敗はいした連れん中ちゆうはここにはいないようになってる筈はずだが……これからも、お前らが正義で在り続ける事を祈ってるぜ」




「お前らが欲を出して『不ふ死し者しや』になるのは別に止めやしねえが……せいぜい、国家の敵にだけはならないように気を付けろ」





⇔






10分後




　一ひと通とおりの『講こう習しゆう』を終えたヴィクター達は、とりあえずの現状を纏まとめる作業に移い行こうした。

　倉そう庫この壁に打ち付けた黒こく板ばんに、チョークで文字を刻んでいく。

「それじゃ、簡単にお前らが見張るゴミためについて解説するか」




　最初に刻まれた文字は、『マルティージョ・ファミリー』。

「さて、とにもかくにも、こいつらからは目を離すな。マフィア……いや、連れん中ちゆうは自分の事をカモッラなんてヌカしてたが、まあ、犯はん罪ざい組織のゴミ連中にゃ変わらねえ。ニューヨークのリトルイタリーとチャイナタウンの一部を縄なわ張ばりにしてる小せぇ組織だ。警けい戒かいに値あたいしねえ」

　鼻で笑った後、急に真剣な顔になって言うヴィクター。

「組織幹かん部ぶに『不死者』が紛まぎれ込んでる、っつー事を除けばな」

　同時に、黒板の横に下げられたコルクボードに何枚かの写真を貼はり付けていく。

「こいつがボスのモルサ・マルティージョ。ナポリからの移い民みんだそうだが、これと言ってナポリ時代に不死者と関わってた様よう子すはない。だが……」

　老ろう齢れいのボスの次に貼られた眼鏡めがねの若者の写真を見て、ヴィクターは自分の眼鏡をクイ、とかけ直した。

「同じイタリア……ナポリに近いロットヴァレンティーノの出身って事で、このマイザー・アヴァーロと意い気き投とう合ごうした可能性は高い」

　ロットヴァレンティーノ。

　マイザー・アヴァーロ。

　二つの固こ有ゆう名詞が出た事で、新しん入いり達の間に緊きん張ちようが走る。

　その二つの固有名詞は、事じ前ぜんに渡されていた資料の中に散さん見けんする事ができたからだ。

　出現頻ひん度どの多さだけ見ても、十分に頭に叩たたき込む理由であるが──実際に資料を読むと、その地ち名めいと人じん名めいが自分達に関わる全てのものの始まりであると言って良いものだった。

　ロットヴァレンティーノ市は、今でこそ単なる観かん光こう名所と化しているが、かつては欧おう州しゆう各地から多くの錬れん金きん術じゆつ師し達たちが集まった『研究都と市し』だったのだという。

　マイザーという男は、そんな街に住む貴き族ぞくの長男だったようで、如い何かなる経けい緯いか、錬金術を学んで土地を離れたのである。

　他にも、多くの錬金術師達がロットヴァレンティーノの街に集つどい、マイザーと共にアメリカへと向かう船──アドウェナ・アウィス号へと乗り込んだのだ。

　後にテロリストとなるヒューイ・ラフォレットや、捜そう査さ局きよくの一員となるヴィクター・タルボットも、共にマイザーの元に集つどった乗船メンバーの一員である。

　そういう意味では、マイザーという男はヴィクターにとって最も因いん縁ねん深ぶかいと言えた。

「マイザーが不ふ死しの知識を他にばらまいたかどうかは、完全には把は握あくしきれてねえ。ただ、どういう経緯かは分からねえが、セラード・クェーツが造った不死の酒を入にゆう手しゆしたのは確かだ。で、その酒を造ったセラード・クェーツは……」

　そこでヴィクターは新たな写真を貼はる。

　薄い黄き緑みどり色いろのスーツを纏まとった、十代半なかばから後半にしか見えない童どう顔がんの青年だ。

「この、フィーロ・プロシェンツォに喰われた……ってわけだ」

「何な故ぜ、そんな若わか造ぞうが不死に？　マイザーが呑ませたのですか？」

　当然といえば当然の疑問に対し、ヴィクターは肩を竦すくめつつ首を振る。

「さあな。詳しい経緯は俺おれにも解わからん。ファミリーの中で他に何人が呑んでるのかもな。重要なのはどうして不死者になったか、じゃねえ。そいつがこれから何をするつもりなのかって事だ。……まあ、フィーロは一度こっちの手て駒ごまにしてるが、だからって警けい戒かいの手を緩める必要はねえからな」

　次に貼られた写真は、茶ちや色いろい髪かみの毛をやや短めに切った、男おとこ物もののスーツを纏まとう女。

「で、この女がフィーロの下げ僕ぼくって奴やつだ。元はセラードの爺じいさんの造った人形……ホムンクルスって奴なんだが、資料に付ふ記きしといたから説明は省はぶくぞ。重要なのは、こいつはあらゆる格かく闘とう技ぎの知識を脳のう味み噌その中に飼かってやがるって事だ。女だと思って甘く見たら首ぃへし折られるから気を付けろ」

　冗じよう談だんとも本ほん気きとも取れる言葉を吐いた後ヴィクターは次々と幹かん部ぶ達の写真を貼っては説明を繰り返していく。ロニー・スキアートやカンシチロウ・ヤグルマと言った重じゆう要よう幹部から、比ひ較かく的てき下したっ端ぱであるペッチョとランディに到るまで、隠かくし撮どりの写真なども含めて次々とコルクボードに情報を押し止め続けた。

　まるで、自分達に調べられぬ事などないと誇こ示じするかのように。




　ところが──

　そんな場の空気をあっさりと壊こわす『声』が、倉そう庫こ内ないに響ひびき渡る。




「なるほど、よく調べている」




　声は倉そう庫この上方から放たれたように聞こえ、内部に居た捜そう査さ員いん達たちは全員天てん井じように目を向けた。

　しかし、そこにはなんの変へん哲てつもない倉庫の天井が見えるだけで、特に異常な様よう子すはない。

　首を傾かしげながら、捜査員達が視線を水平に戻した瞬しゆん間かん、彼らは見た。

「表面的なものばかりとはいえ、実に丁てい寧ねいな仕事をしたものだ。賞しよう賛さんに値あたいするな」

　と呟つぶやきながら、コルクボードの前で、そこに貼はられた資料をマジマジと観察する男の姿すがたを。

「のあぉぁっ!?」

　大おお声ごえを上げたのは、一番近ちかい位置にいたヴィクターだった。

　直前まで誰だれも居なかったにも関わらず、突とつ然ぜん目の前に見知らぬ男がいたのだから、情なさけない声を上げたのも無む理りからぬ話だろう。

「て、てめぇ……!?」

「安心しろ。丸まる腰ごしだ。この場で下へ手たに銃じゆう撃げき戦せんなどやれば同士討うちになるぞ。そうなっては流石さすがに罪ざい悪あく感かんを抱くというものだが……まあいい」

　何人かが腰の武ぶ装そうに手を伸ばしたのを見て、男は醒さめた調子でそう言った。

　そこで、捜査員達はすぐに気付く。

　突然この場に現れた男の顔を、自分達はつい数分前まえ、コルクボード上の写真で見ていると。

「ロニー……スキアート」

　呻うめくように絞しぼり出されたヴィクターの言葉に、ロニーと呼ばれた男は帽ぼう子しを脱ぎながら淡たん々たんと言葉を放つ。

「ふむ。このまま放っておこうとも思ったが、訂てい正せいする事が一つあってな。我らが頭領カーボ・ソチエタの経けい歴れきについてだが、三枚目の十二行目めの部分を見ろ。頭領の名前がマルサ・マルティージョになっているぞ。綴つづりには気を付けた方がいい。マルサ・マルティージョという名前の人物がいたら冤えん罪ざいの元になるだろう？」

　なんとも巫ふ山ざ戯けた言葉を言い放つ男だが、何な故ぜか逆らう気が起きず、見み習ならい達は資料の該がい当とう箇か所しよを捲めくってしまう。

　すると、そこには確かにアルファベットの綴りのミスがあった。

　この場に現れたばかりの男がそれを指し摘てきするという事は、資料が外部に漏もれていたという事実を示しており、倉庫内の緊きん張ちようが一いち段だん階かい引き上げられる。

　そもそも、目の前の男をどう処理すべきか。

　いつでも銃を抜き放てる姿し勢せいを取りながら、捜査官達は自然と現場の指し揮き官かんに意識を向けた。

　当の指揮官──ヴィクターは、そんな新しん入いり達を手で制する。

「落ち着け、お前ら。こいつが変な真ま似ねしねえ限りは、銃には触るな」

　そして、相手の顔をじっくりと値ね踏ぶみした後、唐とう突とつに顔を歪ゆがめた。

「思い出したぞ……てめえ、去年俺おれを脅おどした手て品じな師しだな」

　２ヶ月程ほど前まえ、フィーロ・プロシェンツォを手て駒ごまとしてアルカトラズ送りにした後、ヴィクターはマルティージョ・ファミリーに赴おもむいた。

　そこで一ひと悶もん着ちやくあった際、カンシチロウ・ヤグルマに転ばされた後、この奇き妙みような男に奇妙なものを見せられたのである。

　ヴィクターはそれを手品と判はん断だんしていたが、いくら同じＮＹ市内に住まう者とは言え、このタイミングでこの場に現れたという事は手品では片付けられない。

　部ぶ下かを制しつつも、敵てき意いを剥むき出しにして睨にらみ付けるヴィクターだが、ロニーの方は少し表情を曇くもらせ、溜ため息いきを吐き出した。

「写真まで用意して、今まで気付いていなかったのか……私の顔はそんなに印いん象しようが薄いか？」

　ロニーにとっては本ほん心しんだったのだが、ヴィクターから見れば挑ちよう発はつしているとしか思えぬ物もの言いいである。しかしながら、ヴィクターはその言葉に対して怒る事なく皮ひ肉にくを返す。

「ああ、手前てめえの資料だけは薄っぺらだからな。マルティージョ・ファミリーで手前が関わってる事に関しちゃいくらでも用意できるが、手前の過去は全く謎なぞだ。というか、もういい。不ふ法ほう侵しん入にゆうの罪で手前を逮たい捕ほした後でじっくりと聞いてやる」

「それは困るな。私の過去をじっくりと語れば、最低でも数年はかかる。私の不ふ在ざいによって被こうむる当社の被ひ害がいを補ほ填てんしてくれるというのならば考えない事もないが？」

　ロニーが『当社』と言ったのは、マルティージョ・ファミリーが現在、表おもて向むきはレストランの経けい営えい会社という形を取っている為ためだとヴィクターは知っていた。この大だい不ふ況きようの中でうまく参さん入にゆうできたのも、もぐり酒さか場ば時代に築いたコネなどを巧うまく回しているからだろう。

「手前に拒きよ否ひ権けんがあると思うか？」

　当然の言葉を返すヴィクターに、ロニーはふむ、と顎あごに手をやり──

「私がいつ、不法侵入したというのかな？」

「あぁ？　何を馬ば鹿かな……」

　馬鹿なことを、と言いかけた所で、異い変へんは起こった。

　突とつ然ぜん倉そう庫この中に風が吹き込み、机の上に置かれていた資料の束たばが舞い上がる。

　紙はそのまま煙えん幕まくのようにヴィクター達の視し界かいを覆おおい尽くすが、それは一いつ瞬しゆんの事だった。

　次の瞬しゆん間かん、開けた視界の中で捜そう査さ官かん達たちが見たものは──

　窓の外、倉庫の裏うら道みちに立っているロニー・スキアートの姿すがただった。

「……あ？」

　思わず声を漏もらすヴィクター。

　ビルやドナルドは平へい静せいを保っているが、エドワードは驚きに目を見開いており、新しん入いり達にいたっては疑問を整理すらできない状況だ。

　窓の外にいつの間にかロニーが移動している。

　これだけでも十分に不ふ思し議ぎな事だと言えるのだが──

「えー……その、あそこに窓ってありましたっけ……？」

　というビルの一言が、新しん入いり達の背せ筋すじを一いつ斉せいに凍らせた。

　だが、ヴィクターはその不ふ可か解かいな状況に対して返って冷れい静せいになり、鋭い目つきで窓の外に問いかける。

「何をしやがった」

「手て品じな……で手を打たないか？」

　無む表情でそんな提案をするロニーに、ヴィクターは何も言葉を返せない。

　そんな彼の答えを待たず、マルティージョ・ファミリーの秘書キアマトーレである男は、倉そう庫こ内ないにいる新入りの捜そう査さ官かん達たちに対して口を開いた。

「まあいい。新入り諸しよ君くん。君達が踏み込んだのは、こういう世界だ」

　不思議な事に、ロニーの声は閉じた窓ガラス越しにも関わらず、ハッキリと倉庫内全ぜん体たいに響ひびき渡った。

　まるで、頭の中に直接語かたりかけられているかのように。




「こちら側へようこそ、と歓かん迎げいすべきか、ここで処理すべきか迷う所だな。……まあいい」
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２分後




　ロニー・スキアートが姿すがたを消した後、混乱から立ち直った捜査本ほん部ぶ内ない。

　窓は予備のコルクボードで覆おおい隠かくされ、散らばった書類も全て回かい収しゆうされている。

　あれほどの埒らち外がいな現げん象しようを見せられて僅わずか１２０秒で落ち着いたのは、彼らが優ゆう秀しゆうな捜査官だという事が一つ。もう一つは、『不ふ死し』という常じよう識しき外がいの存在に関わっているという自覚がそれほどしっかり構こう築ちくされていたという事だろう。

　ヴィクターはそれを感心しつつも、口では憎にくまれ口を叩たたく。

「まだまだだな。新入りは５秒で落ち着けるようにしとけ。俺おれぐらいになると、あの程てい度どの手品じゃ最初から焦あせる事もないがな」

　そんな強がりと共に再開された会議で次に呈てい示じされたのは、小さい子供の写真だ。

「チェスワフ・メイエル。俺と同じ船に乗ってアメリカに来た不死者だ。どういうわけか知らねえが、今はこいつもマルティージョ・ファミリーに身を寄せてるわけだが……どうも、こいつも色々と胡う散さん臭くさいわけだ」

　そのままチェスの写真を黒こく板ばんに運び、セロハンテープで貼はり付ける。まだ発明されて５年のセロハンテープではあるが、画かつ期き的てきな発明として世界中に広まり、大だい不ふ況きようの中で景けい気きの良さを感じさせた。

「そうそう。このセロハンテープだって、不ふ死し者しやじゃねえ。人間様さまが作ったもんだ。さっきみたいな手て品じな師しにビビる必要はねえんだ。当然、このチェスワフって子供にもな」

　元々錬れん金きん術じゆつ師しであるヴィクターは、セロハンテープを見て『なんで俺おれがこれを作れなかった』と心しん底そこ悔くやしがったのだが、そんな悔しさはもう忘れたとばかりにテープを活用している。

　彼のそうしたポジティブな一面は、先せん刻こくの一件で凍り付いた新しん入いり捜そう査さ官かん達たちの心を徐じよ々じよにほぐしていったのだが──

　次に貼られた二枚の写真を見て、新入り達の心は再び強ばった。

「この小こ僧ぞう、数年前まえまでこいつと繋つながりがあったらしい。直接じゃないにしろ、こいつの息が掛かった連れん中ちゆうと色々と連れん絡らくを取ってたって事が解わかってる」

　写真の一枚は、眼鏡めがねをかけた老ろう齢れいの男──バルトロ・ルノラータ。

　言わずとしれた、東部で五本の指に入る組織『ルノラータ・ファミリー』の首しゆ領りようである男だ。

「そして、このバルトロは、こいつと裏で繋つながってる。不死者絡がらみとは限らねえがな」

　もう一枚の写真に写っていたのは、柔にゆう和わな笑顔が特とく徴ちよう的な初しよ老ろうの男──カル・マイブリッジだった。

　やはり、言わずとしれた有名人であり、シカゴに存在する複ふく合ごう企業体たい『ネブラ』の創そう設せつ者しやにして現げん会長でもある傑けつ物ぶつである。

「更さらにだ、不死者絡みでバルトロとネブラの関係を調べてたら、もう一つの顔が浮かんできた」

　忌いま々いましげな声と共に追加された写真に写っていた男は、マンフレッド・ベリアム。

　上じよう院いん議ぎ員いんであるその男の写真がこの場に出て来た事で、捜査官達の間に流れる空気が一ひと際きわ強く張り詰めた。

　ヴィクターはそんな空気に満足げに頷うなずくと、黒板に貼られたチェスの写真をコツコツと指で叩たたく。

「どうだ？　こんなガキの外がい見けんした不死者一人ひとりをつついただけで、もうこれだけの大ごとだ。この部ぶ署しよがどんな戦せん場じようのど真まん中なかに立ってるのか、そろそろ理解できたか？」

　新入り達の無む言ごんは、肯こう定ていに等しかった。

　そんな彼らに、ヴィクターは更さらに続ける。




「こんな純じゆん真しん無む垢くな面つらしたガキが、一いつ体たい今、どんな悪わる巧だくみしてやがんのか解わかったもんじゃねえ」
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同どう時じ刻こく　ＮＹ　リトルイタリー某ぼう所しよ　レストラン『蜂の巣アルヴエアーレ』




「で、今度は何を企たくらんでんだ、チェス坊ぼうよう」

「俺おれらも一枚噛かませろよ」

　異常に痩やせた男と太った男が、酒場の隅すみにいる少年に問いかける。

　すると、まだ10歳さい前後にしか見えない外がい見けんの少年──チェスワフ・メイエルはニヤリと笑いながら口を開いた。

「ええとね、次はさ、フィーロお兄にいちゃんがシャワー浴びてる間に着替えを隠かくして、探してる間にエニスお姉ねえちゃんに着替えを届けて貰もらおうって考えてるんだけど」

　チェスの口から紡つむがれた企たくらみの内容に、店内にいた男達がゲラゲラと笑いだす。

「そいつぁいい！　あいつ、顔真まっ赤かにして窓開あけて部屋から飛び出すぞ！」

「いやあ、窓開ける余よ裕ゆうなんてねぇよ。ガラス割って飛び出すぜ絶対」

　ウブな仲間への下らない悪戯いたずらを計画している少年と、それに乗っている裏うら組織の幹かん部ぶ達たち。

　そんな平和としか言えない状況の中、レストランの入口から、一人の男が顔を出した。

「あれ、ロニーさん。どこに言ってたんですか？」

　悪戯小こ僧ぞうから礼れい儀ぎ正しい少年へと早変わりしたチェスに対し、ロニーは無む表情のまま答える。

「うむ……書類に不ふ備びがあってな。修正してきた」

「ロニーさんが間違えるなんて珍めずらしいね」

「いや、私のミスというわけでは……まあいい。誰だれにでもミスはある」

　ロニーはチェス達のいるテーブル側のカウンター席に腰こし掛かけ、独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「せめて、これから暫しばらくの間はミスをしないようにしたいものだ」

「？　なんの話？」

　首を傾かしげるチェスの頭を左手でポンと撫なでながら、ロニーは僅わずかに微笑ほほえんで見せる。

　そして、チェスにとっては冗じよう談だんとしか思えない言葉を口にした。




「なに、流石さすがの俺おれも、時間を巻き戻す事はできないからな。誰も死ななければ良いと思っているだけだ」
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同時刻　ＮＹ某所　ヴィクターの捜そう査さ本ほん部ぶ




　黙だまり込む新しん入いり達を確かく認にんした後、ヴィクターは改めて本ほん題だいに入る。

　彼はバルトロの写真の下に一枚の写真を貼はった。

　写真に書かれたメモには『ベグ・ガロット』という名が記されている。

「こいつはベグ。バルトロの子こ飼がいの不ふ死し者しやだが、今じゃ薬をばらまく小こ悪あく党とうに過ぎねえ。もちろん国家の敵だが、大それた絵え図ずを書く奴やつじゃない。とはいえ、油ゆ断だんはすんじゃねえぞ？」

　話を聞きながら、エドワードは『ヴィクターさんが一いち番ばん油断しそうなんだがな』と思ったが、敢あえて口には出さなかった。上じよう司しの欠点を補うのも自分達の仕事の一つだと割り切り、エドワードは黒こく板ばんとコルクボードに纏まとめられていく情報に注ちゆう視しする。

　そこに纏められたのは、いくつかのグループに分かれた『現状』だった。







①ヒューイ・ラフォレット

　この会議の話題の中心であり、全ての元げん凶きようとでも言うべき男だ。

『幽霊レムレース』、『妖怪ラルウア』、『リズム』、『タイム』、『シャム』、『ヒルトン』。

　様さま々ざまなテロ部ぶ隊たいを手て駒ごまとして操あやつり、各地でテロを計画していた『不ふ死し者しや』の一人。

　つい先日までアルカトラズ刑けい務む所しよの『図面に無い特別房ぼう』に監かん禁きんしていたのだが、『ヒルトン』の特とく殊しゆな力と不死者ならではの特とく性せいを利用して脱だつ獄ごくを成功させ、現在は行方ゆくえ不ふ明めいとなっている。シカゴでの目もく撃げき情報を最後に、完全に姿すがたをくらましている状態だ。

『シャム』『ヒルトン』と呼ばれる特殊な情報網もうを持ち、アルカトラズに潜せん入にゆうさせていたフィーロからの情報によると、そのネットワークを遮しや断だんする事は非常に困こん難なんであると判はん断だんせざるを得ない。

　よって、こちらの情報も相手にある程てい度ど漏もれる事を覚かく悟ごした上で、如い何かにして裏を掻かくかという事が重要になるだろう。




②マルティージョ・ファミリー

　彼らの重要性は、先せん刻こく詳しく説明された通りだ。

　ただし、先刻までとは違って、ロニー・スキアートの写真にインクで太く『要よう注ちゆう意い人物』と書き足されていたのだが。




③ガンドール・ファミリー

　マルティージョ・ファミリーとの交流があり、不死者絡がらみの事件にもいくつか関わっていると噂うわさされているＮＹのマフィア組織。何より、『ガンドールのボスは不ふ死じ身みらしい』という裏社会の噂は、見過ごせぬ重要情じよう報ほうとして取り上げられた。

　キース、ベルガ、ラックの三兄弟が最高幹かん部ぶとして組織を切り盛りしており、小さい縄なわ張ばりながらも大だい組織の傘さん下かにつく事こと無なく、独どく立りつ形態を守り続けている奇き妙みような組織である。

　日本刀とうを持ったサルーンガールや、鋏はさみを常に持ち歩いている男も目もく撃げきされており、通常のマフィアとは違う、妙みような空気を纏まとっているのは確かだった。




④ルノラータ・ファミリー

　チェスワフやベグの一件だけではなく、ガンドール・ファミリーとトラブルを起こした過去などもあり、様さま々ざまな方向からの調査が進められている。敷しき地ち内ないで巨きよ大だいな熊くまを飼し育いくしているという噂うわさもあり、何かとトラブルの種たねを多く持つ組織だ。

『暴ぼう力りよく』という点に特とつ化かするならば、不ふ死し者しやに関連する組織の中でもトップクラスの力を持ち、他の部ぶ署しよと協力して情報収しゆう集しゆうに当たる必要があるだろう。

　ただし、他た部署と方向性がかち合った場合には、当とう部署は不死者絡がらみの行動を優ゆう先せんさせるというのがヴィクターの方針だった。




⑤複ふく合ごう企き業ぎよう『ネブラ』

　カル・マイブリッジによって設立された企業だが、遊ゆう園えん地ちの遊ゆう具ぐ製作やイベントの企き画かくを行う零れい細さい企業に過ぎなかった。

　しかしながら、現在は実に多た角かく的な経営を行う世界的企業へと成長を遂とげており、食料品販はん売ばい、化か学がく工業、鉄てつ工こう業ぎよう、保険、最近では出版や銃じゆう器き類るいの開発にまで手を出している。

　ＮＹの『ミストウォール』で１９３３年に不死者絡みの事件が起こり──ヴィクター達としては俄にわかに信じたくない事だったが、千人を超す従じゆう業ぎよう員いんが、『傷は再生するが、老いは止められない不完全な不死』という状態に陥おちいっていると推すい測そくされていた。

　なお、１９３１年に起きた『幽霊レムレース』による『フライング・プッシーフット号占せん拠きよ事件』についても無む関係ではなく、その舞台となった列車そのものがネブラの所しよ有ゆう物ぶつなのである。

　更さらには、つい２ヶ月前にシカゴで起こった事件にも深く関わっているとみられ、現在重じゆう点てん的てきに調査が進められている。




⑥マンフレッド・ベリアム上じよう院いん議ぎ員いん

　上院議員の中でも実力者の部ぶ類るいに入り、政治力りよくを抜きにした経済力も持ち合わせ、子こ飼がいの私し兵へいを持っている。元々ヒューイ・ラフォレットの部ぶ下かだったスパイクという男を雇やとっているという情報もあり、ベリアムとの繋つながりも警けい戒かいされていた。

　その情報が真実だとするならば、ヒューイはかつて妻と娘を人質としたテロリストの一員を身内に引き入れたという事でもあり、十分に警戒に値あたいする人間だと言える。

　ただし、相手の立場が立場である為ため、調査は慎しん重ちようを期きす必要がある。

　ネブラとは懇こん意いにしており、『フライング・プッシーフット号占せん拠きよ事件』のもみ消しにおいて、政治的な立場から働きかけている。




⑦ＮＹの不ふ良りよう集団

　ジャグジー・スプロットという少年が率ひきいる、不良の少年少女達たち。

　一いつ見けんすると不ふ死し者しやとなんの関わりもないように思えるが、先せん述じゆつのシカゴで起こった事件、並びに『ミストウォール』に関する事件、さらには１９３１年に起きた大陸横おう断だん列車『フライング・プッシーフット号』でも彼らの姿すがたが目もく撃げきされており、十分な警けい戒かい対たい象しようとなっている。また、彼らは何な故ぜかミリオネア・ロウにあるジェノアード家の別べつ荘そうの管理を任まかされているようで、そこを拠きよ点てんとして活動しているようだ。

　資し産さん家かであるジェノアード家との関連は、現げん在ざい調査中ちゆうである。




⑧ルッソ・ファミリー

　ネブラと繋つながりがあったと思われるシカゴの組織。

　現在はボスであるプラチド・ルッソも行方ゆくえ不ふ明めいとなっている状態であり、事実上壊かい滅めつしたと言っても良い状態だ。

　プラチドの息子むすこ夫婦は既すでに他た界かいしており、孫まごのリカルド・ルッソも行方不明となっている。子こ飼がいだった若いチンピラ達も揃そろってシカゴから姿すがたを消しているらしい。

　そして、ルッソ姓せいを持つ関係者がもう一人。




「この、ラッド・ルッソって野や郎ろうは、組織を受け継ぐ気はあるのか？」

　ヴィクターの問いに、ビルがこめかみを掻かきながら答えた。

「んー……、なんとも言えませんね。相当な危き険けん人物なのは確かですが」

　プラチドの甥おいであり、ルッソ・ファミリーお抱えの殺し屋と言われているラッド・ルッソ。証しよう拠こが無い為ため殺人での起き訴そはできなかったものの、１９３１年に大陸横断列車『フライング・プッシーフット』を襲しゆう撃げきした罪で囚とらわれている。

　もっとも、その事件自じ体たいが闇やみに葬ほうむられている為ため、別の余よ罪ざいも寄せ集めてなんとか刑けい務む所しよに入れたというのが真しん相そうなのだが。

　ラッド本ほん人にんの殺人の証拠だけは掴つかめなかった為、僅わずか数年の刑けい期きで済まされる形となった。

　ところが、ここからがヴィクター達の引っかかる点である。

　どうもこのラッド・ルッソという男はヒューイ・ラフォレットに執しゆう着ちやくしているようで、周囲の囚しゆう人じん達たちにヒューイを殺すと漏もらしていた事もあるそうだ。

「あー……確かに、我々が線せん路ろ上じようで彼を確かく保ほした時も、ヒューイ・ラフォレットの事を気にしてましたからねぇ」

「この殺し屋とヒューイの間に、なんの因いん果ががある？　直接会あった事はねえ筈はずだが……自分達の列車強ごう盗とうを邪じや魔ました幽霊レムレースの連れん中ちゆうの親おや玉だまが憎にくいって事か？　仲間も死んでるみたいだからな」

　そこまで言って、ヴィクターはラッドの写真に『要よう監かん視し』と書かれたメモ紙を貼はり付けた。

「ともかくだ。こいつは明日あした、刑けい務む所しよを出る」

　衝しよう撃げき的てきな言葉に、捜そう査さ員いん達たちは互いに顔を見合わせる。

「ヒューイに接せつ触しよくを試みる可能性もあるし、逆にヒューイが自分を殺そうとするこいつに興きよう味みをもって接触してくるかもしれねえからよ。明日、お前らのうち何人かで監視に回れ」

　ふむ、と息を漏もらし、ヴィクターは思い出したように告げた。

「それでなくともコイツは殺し屋だ。不ふ死し者しや絡がらみじゃなくても、なんかやらかさねえように見張っとけ。ただし、できるだけ俺おれらの身み分ぶんは隠かくしてな」

　ヴィクターはそこで一いち度ど話を打ち切ろうとしたのだが、横からドナルドが口を挟む。

「失礼、ヴィクター副ふく室しつ長ちよう。もう一つ資料に追つい記きすべき情報が」

「なんだ？」

「明日、もう一人……その男と同じ刑務所から出しゆつ所しよする関係者がいます」

「……？　誰だれだ？」

　心こころ当あたりがないヴィクターは、不満げに尋たずねた。

　自分の知らない情報があった事が気に食わないのだろう。そんな上じよう司しを器うつわを小さいとは思わず、情報収しゆう集しゆうに熱心な人間だと前向きにとらえたドナルドは、淡たん々たんと情報を口にする。

「ええ、ラッド・ルッソと同じ日に出所するのは偶ぐう然ぜんなのですが……」




　数分後ご。

　情報を聞き終えたヴィクターは、暫しばし考えていた。

　今の情報にあった『もう一人の出所者』が、果たしてこの先のヒューイの実験に何か関わりを持つのだろうかと。

　もちろん、全ての可能性を視し野やに入れる必要はある。

　だが、残念な事に捜査官かんの数は有限だ。

　暫し考えた後、ヴィクターはその男を敢あえて軽けい視しする事にした。

「……流石さすがに、もうヒューイもそいつに絡んだりはしないだろ。だが、最初の３日だけは監視をつけとけ」




「そいつの護衛も兼ねてな」













三章　小こ者ものの出しゆつ所しよに迎えはない







翌よく日じつ　ニュージャージー州某ぼう市し　警察署しよ前まえ




「月並みな言葉だし、お前らにゃ言っても無む駄だかもしれんが……二度とこんな所に戻ってくるんじゃないぞ」

　霧きり雨さめがシトシトと周囲の空気を濡ぬらす中、刑けい務む所しよから近ちか場ばの警察署まで送り届けた刑けい務む官かんの言葉に、二人の囚しゆう人じんはそれぞれの言葉を返した。

「……そう祈ってるよ」

　肩を竦すくめながら言ったのは、まだ若い男だ。

　金きん色いろの髪かみを黒く染そめているのか、髪の根ね元もとの方が明るいという特とく徴ちようを持った男であり、どことなく暗い空気を漂わせている。もっとも、男は外に出るなりすぐに帽ぼう子しを被かぶってしまった為ため、一いつ見けんすると通常の黒くろ髪かみにしか見えないだろう。

　一方、健康的な顔かお色いろをした精せい悍かんな男は、左手をダラリとぶら下げつつ、皮ひ肉にくと挑ちよう発はつが混じり合ったような言葉を吐き出した。

「ああ、あんたの世せ話わにはならねえかもな。次に俺おれがなんかやらかしたとしたら、確実に絞こう首しゆ台だいのある刑けい務む所しよ行きだろうからよ」

　そんな別れの挨あい拶さつも終わり、警けい察さつ署しよに背を向ける二人の男。

　刑けい期きを終えた二人はこれで晴れて自由の身であり、懲ちよう役えき中ちゆうに稼かせいだ一ひと握にぎりの金を元に、新たなる人生を歩み始める手て筈はずとなっていたのだが──

　灰色の空から滲にじみ出る霧きり雨さめは、とても二人の前ぜん途とを祝福しているようには見えなかった。

「で、あんたはこれからどうするつもりだ？」

　問いかけたのは、一目で義ぎ手しゆと解る左腕をぶら下げた、健康的な方の男だ。

　髪かみ染ぞめ男はその義手をチラリと見た後、キョロキョロと周囲を見回し、答える。

「いや……当ては無いけどな」

　妙みように背後を気にする男を不ふ思し議ぎに思ったものの、精せい悍かんな男は更さらに世せ間けん話ばなしを続けた。

「あんた、刑務所ん中で見た事ない面つらだな」

「……気のせいだろ。俺はずっと前から、お前の面をよく見てたよ」

「そうか？　嘘うそつくなよ。俺の面をずっと前から見てたって事は、お前さんも『アルカトラズ』に居たって事になるぜ？」

　アルカトラズ。

　その単たん語ごが出た瞬しゆん間かん、髪染め男の表情が固まった。

　──こいつ……『島』帰りか。

　一般受じゆ刑けい者しやにとっては、それは恐きよう怖ふの対たい象しようである。刑務所の中でも更さらに問題を起こした凶きよう悪あく犯はんが入れられる孤こ島とうの刑務所。すなわち、目の前の男はそこに入れられるようなタイプの囚しゆう人じんだと言う事だ。

「……。悪かったよ。嘘をついた。ちょっと色々事じ情じようがあってな」

「いやいや、気にしてねえさ。誰だれだって後ろ暗い過去はあるもんだ。あんな場所に居たんなら尚なお更さらよ。まあ、同じ日に出たのも何かの縁えんだ。分かれ道までは仲良くやろうじゃねえか」

　存ぞん外がい爽さわやかな空気を纏まといながら、精悍な男はゆっくりと左手を持ち上げる。

　握あく手しゆの為ために差し出されたその手を見て、髪染め男は驚いたように目を開いた。

　その手は鋼こう鉄てつ製せいの無ぶ骨こつな義手であり、霧雨に濡ぬれた手が鈍く輝いている。




「俺はラッドだ。ラッド・ルッソ。よろしくな」





⇔






　警察署の窓から去りゆく二人を見送り、刑務官が小さく溜ため息いきを吐き出した。

「しかしまあ……あいつらが同じ日に娑しや婆ばに出るたぁな」

　何かの運命のようなものを感じるが、刑けい務む官かんはそれを大した事ではないと考えていた。

　彼は、ラッド・ルッソの過去を詳しく知らないし、髪かみ染ぞめ男の事情も認にん識しきしてはいたものの、そこまで詳しくは知らされていなかった。

「まあ、同じ特とく徴ちようがある、ってだけだがな」

　それ以降は興きよう味みが無くなったとでも言うように、刑務官は窓の外から顔を逸そらし、自分の仕事に戻るべく帰り支度じたくを始める。

　だから、彼がそれを目もく撃げきする事はなかった。




　ラッド・ルッソに左手を差し出された髪染め男が──

　怯おびえた顔で濡ぬれた地面に尻しり餅もちをつき、そのまま道の端はしまで後あと退ずさったという光こう景けいを。





⇔






「おいおい、どうしたよ。なんか怖こわがらせたか、俺おれ？」

「る、る、ルッソだと……？」

　男の言葉を聞き、ラッドは『あぁ』、と納なつ得とくし、笑いながら尻餅をつく相手を見下ろした。

　恐らく、目の前まえの男はルッソ・ファミリーの事を知っているのだろう。あるいは、自分に対する噂うわさまで知っているのかもしれない。

　──にしても、少しビビリ過ぎじゃねえか？

　確かにマフィア組織の一員というだけで恐れられる事はあるだろうが、ここまで露ろ骨こつに怯えられるのは珍めずらしい経験だった。

　──面白ぇ。なんだこいつ。

　そこで初めて深い興きよう味みを持ったラッドは、腕を組んで相手を見み据すえ、薄く笑いながら相手の反応を待つ事にする。

「そ、そうか、お前……俺を殺しに来たんだな？」

「あぁ？」

「まさか、こんな形で殺し屋を送ってくるとは思わなかったぜ……。糞くそっ！　刑務所と警察にいくら握らせやがった！」

　妙みような事を叫びながら、バタバタと足を蠢うごめかせる髪染め男。

「解わかった、何でもする！　金ならいくらでも払う！　だから殺さないでくれ！　俺にゃ、会わなきゃいけない奴やつがいるんだ！　……い、いや、いねえ！　会わなきゃいけない奴なんかいねえんだって！　今のは間違いだ！　と、とにかく、今さら俺を殺したって、どうにもならねえんだ！　俺に渡せる情報ならなんでもやるから、勘かん弁べんしてくれ！」

　自ら墓ぼ穴けつを掘り続ける男は、ついに道みち端ばたの酒場の壁にまで辿たどり着き、怯おびえながら手を壁に当てて全身を震わせ立ち上がる。

　憐あわれとも言える姿すがたを楽しげに見ていたラッドだったが──

　ふと、気付く。

　手をばたつかせる男から感じる、妙みような違い和わ感かんに。

　そして、その違和感の正体に気付いた瞬しゆん間かん、ラッドは顔に貼はり付けた笑えみを更さらに歪ゆがませた。




「おいおい、落ち着けよ。落ち着かないと死ぬぜ？」

　ラッドは右手で相手の襟えり首くびを掴つかみ、引き上げる。

　と、まるで空の紙かみ箱ばこのように、髪かみ染ぞめ男の身体からだが軽かる々がると宙に持ち上げられた。

　圧あつ倒とう的な力。

　純じゆん粋すいな怪かい力りきだけを実感して、僅わずか一秒で髪染め男は悟さとる。

　──逃げられない。

　──俺おれは、ここで死ぬ。

　絶望的な確信から、膝ひざをガクガクと震わせる男。

「た、頼む。命だけは、見み逃のがしちゃくれねえか。なあ、俺にできる事ならなんでもするからよ！」

「解わかった解った、気にすんな！」

　そんな彼の肩をバンバンと叩たたきながら、ラッドは男の怯えや命いのち乞ごいを全く無む視しし、自分の問いを口をした。

「お前、迎えはいるのか？」

「む、迎え？　そんなもん……いねえよ。居る筈はずねえだろ」

「だよな。アンタがマフィアの大おお物ものだのなんだのなら、警けい察さつ署しよを出た瞬しゆん間かんに高級車が止まってお出迎えって寸すん法ぽうだろうしな」

　クク、と笑い、ラッドは男の肩に慣れ慣れしく腕を絡ませる。

「なに、俺なんざルッソ・ファミリーの中じゃ小こ者ものだよ。ボスからはすっかり厄やつ介かい者ものの穀ごく潰つぶし扱いってわけさ。なあ？　同じルッソ・ファミリーからウザがられてるもん同どう士し、仲良くしようじゃねえか」

「……」

「で、改めて聞くが……あんた、名前はなんだ？」

　至し極ごく単純な事を尋たずねたラッドだが、男はその答えを要するのに暫しばし時間をかけたあと、ゆっくりと固こ有ゆう名詞を口にした。




「俺は……────」




　男は、隠かくす事こと無なく本ほん名みようを名乗る。

　偽ぎ名めいを名乗る、という手もあったのだろう。

　だが、男は敢あえてそれをしなかった。

　目の前に現れた『力』を前に、嘘うそも真実もさして差は無いだろうと理解してしまったからだ。

　そして、そうした圧あつ倒とう的な力に対して、僅わずかでも抗あらがおうという勇気を、男は欠片かけらも持ち合わせていなかった。

　男の名前を聞いたラッドは、暫しばし思し案あんを続け、言う。

「覚えが無ぇな」

「……？」

「良かったな。アンタがルッソ・ファミリーに対して何をやらかしたのかは知らねえが、とりあえず俺おれに殺される心配はねえってわけだ」

「……そう、か」

　自分の命は助かったらしい。

　そう感じた男は、安あん堵どして溜ため息いきを吐き出した。

「じゃあ、すまねえけど、放っておいちゃくれねえか……？　見み逃のがしてくれた事には感謝してるが、あんたと一いつ緒しよにいると、ルッソ・ファミリーの連れん中ちゆうと鉢はち合あわせするかもしれないからな」

　男の声には明らかに怯おびえがあり、話してる間もキョロキョロと周囲に視線を動かしている。

「いいねぇ。その、いつ自分が死ぬか解わからねえって怯えてる感じ。自分が如い何かに死にやすいかを理解してる目だ。フーの奴やつを思い出すぜ」

「誰フーって、ＷＨＯ誰だよ」

「フーはフーさ。俺のダチだ。アイツもあんたに負けず劣らず臆おく病びような奴でな」

「そうか……友達がいるってのは羨うらやましいな」

　皮肉ではなく、怯えながらも本気で羨みながら下を向く髪かみ染ぞめ男。

　だが、ようやく恐きよう怖ふが薄れてきたのか、少しだけ平へい静せいさを取り戻し、ラッドに尋たずねた。

「そいつは迎えに来ないのか？」

「ああ、生きてるか死んでるかも解らねえからなぁ……。あの列車に乗ってた仲間は殆ほとんど死んじまうか、捕つかまって俺とは別の刑けい務む所しよ行きだったっぽいしよ」

「列車？」

「フライング・プッシーフットって知ってるか？　どうもあの事件自じ体たい、無かった事にされたっぽいが……お前さん、なんか噂うわさとか知ってるか？」

「フライング……プッシーフット？」

　ルッソという名前を聞いた時ほどではないが、明らかに男の顔かお色いろが変化した。

「何か知ってそうだな」

「……い、いや」

　だが、彼はすぐにラッドから目を逸そらし、独ひとり言ごとのように呟つぶやきを漏もらす。

「俺おれは、何も……」

「さっき、『渡せる情報はなんでも渡すから助けてくれ』って言ってたよなぁ？」

「……」

　──駄だ目めだ。

　男の頭を、諦てい念ねんが支配した。

　痛い目に遭あったわけではない。

　男が何か脅おどしをかけたわけでもない。

　だが、かつて死の狭間に陥った事のある彼は、本ほん能のう的てきに理解した。

　目の前の男からは、その時の死と同じ匂においがすると。

　自分のような小こ者ものが、逆らって良い相手ではない。

　そんな自分の本ほん能のうが導き出した答えに対し、男の理り性せいは飼かいならされた犬の様ように頭を垂たれた。

「……解わかった、話す、話すよ。くそ、なんだって放っておいてくれないんだ」

「いやあ、あんたの事を知る必要があると思ってな」

「？」

　訝いぶかしむ男の肩に腕を回し、まるで長なが年ねんの友人であるかのような態度で笑いかけるラッド。

　彼は、楽しそうに楽しそうに笑いながら、男の耳みみ元もとで囁ささやいた。

「俺ら、見み張はられてるぜ」

「……ッ！」

「おっと、キョロつくな？　首はそのままだ。いいな？」

　肩を組みながら歩き続け、警けい察さつ署しよが見えなくなるように、適当な曲がり角を左さ折せつした。

「車の中に二人、街まち角かどで立ち話してるフリしてた連れん中ちゆうが三人。最低でも五人だな。もしかしたら、もっと凄すご腕うでの見張りがいるかもな」

「なんで……そんな事が解わかる？」

「一応は、叔お父じ貴きの頼みで汚よごれ役を引き受けてやってたからよぉ。嫌いやでもそういう事にゃ鋭くなるのさ」

　──叔父貴って誰だれだ。プラチドの事か？

　疑問に思うものの、それを口には出せない。

　髪かみ染ぞめ男は、横にいるラッドと謎なぞの監かん視し者しや達たちの双そう方ほうに対して強い恐きよう怖ふを感じ、呼吸を荒げながら足を踏み出し続ける。

「そこで、だ。あの覗のぞき魔ま共どもが、俺の事を見張ってんのか、それともアンタ目め当あてなのか、それだけ確かく認にんしときてぇと思ってなぁ」

　更さらに足を運び、人ひと通どおりの無い道の奥へ奥へと進んでいく。

　そして、完全に人の気け配はいが消えた所で立ち止まると、ラッドは男の肩から手を離した。

「まあでも、あれだな。歩きながら思ったよ。痛つう感かんしたね。時間は人を変えちまうってよ。人間、長く人を殺さねえとこんなにも丸くなっちまうもんかって。こんな事なら、やっぱフィーロに止められても無む理り矢や理りあの小こ娘むすめを殴なぐり殺しときゃ良かったかもな」

「……？」

　──フィーロ？　誰だれだ？

　──小娘を殴り殺すって、いや、洒落しやれにならないだろう。

　男は思う。

　自分の本ほん能のうは、果てしなく鈍どん感かんなのではないだろうかと。

　ラッドという男に対して先せん刻こく感じ取った驚きよう異いの中で、『狂きよう気き』という項こう目もくについて欠片かけらも計算できていなかったのではないかと。

「正直、覗のぞき屋どもの目め当あてが俺おれだろうとお前だろうと、そんなんどっちでも良かったわ」

「え？」

　そしてラッドは、近ちか場ばに転がっていた煉れん瓦がの欠片を拾い上げる。

　握り混むには適当な大きさのそれを手に取ったラッドは、それを手の中で弄もてあそび始めた。

　次の瞬しゆん間かん、黒い自動車が曲がり角かどからゆっくりと顔を出す。

　運転席は見えない。だが、髪かみ染ぞめ男も、その車の動きを見て確かく信しんした。

　あれは、たまたま通りかかったカタギの車などではなく、確実にこちらを見み張はっている動きであると。

「まずいな。一いつ旦たん酒場かどこかに入って撒まこう」

　──あんな運転の仕方をするようじゃ、多分まだ尾び行こうの素人しろうとだ。

　──あれなら、人ひと混ごみに紛まぎれればなんとかなる。

　その人混みでラッドとも別れ、そちらに目を引きつけられれば一いつ石せき二に鳥ちようだ。

　髪染め男はそんな打だ算さんを頭の中に打ち立てたのだが──

「霧きり雨さめだが、傘かさを差せば誤ご魔ま化かせるかも……おい。……おい？」

　ラッドの耳には、男の提案など欠片も届いてはいないと気付く。

　男がラッドの方を向いた時、彼は既すでに野球のピッチャーのように大きく腕を振りかぶっていたからだ。




「とりあえずぶちのめして、それから直接聞きくか殺すかすりゃいいだけだよなぁ……っとぉ！」




　信じられない速度で投げられた煉瓦片へんは、勢い良く車の窓硝子ガラスを叩たたき割り──

　その破は壊かい音おんが、この小さな街での馬ば鹿か騒さわぎの合あい図ずとなった。





⇔






ニュージャージー州某ぼう市し　警けい察さつ署しよ前まえ




「悲しい……悲しい話をしよう……」

　霧きり雨さめが降りしきる街の中で、灰色の空に似に合あう声が響ひびき渡る。

「ラッドの兄あに貴きがついさっき、イコールほぼ今！　既すでに出発した後だそうだ！　……そんな悲しい話があるなんて、俺おれは聞いていない！　姉ねえさんだって教えてくれなかった……馬ば鹿かな……これが人じん類るいの限界だというのか？　人生とはこんなにも苦しいものだったのか！」

「いやあの、とりあえず探しに行きませんか？　そのへんの酒場にいるかもしれませんし、駅に向かって歩いてるならすぐ追いつけますよ」

　呆あきれたような声が響き渡るが、悲しみを唱うたう叫びは止まらない。

「ああ……何な故ぜ、人と人はすれ違うのか？　それは、人が結局は孤こ独どくだからだ……個人という殻からに閉じこもって、人と人との間には空気だの水だの雨だの壁だのという障しよう害がいが立ち塞ふさがる！　くそ、いっそ俺がラッドの兄あに貴きだったら、ラッドの兄貴とすれ違う事は無かったのに！　こんな悲しい話があるか！」

　わけの分からない叫びを続ける若い男を前に、道行く者達は目を合わさぬように傘かさで顔を隠かくし、遠とお回まわりに現げん場ばを過ぎ去っていく。

　だが、人々は、演えん説ぜつの内容に恐きよう怖ふを感じたわけではない。

　警察署の前に止められた車の上に立ち上がって叫んでいるという光こう景けいそのものに不ぶ気き味みさを感じていたのである。

　どうやら車は男の仲間の所しよ有ゆう物ぶつらしく、運転席せきでは帽ぼう子しを被かぶった男が疲れ切ったようにハンドルに突つっ伏ぷしていた。

　車の周りには数人の不ふ良りようっぽい仲間達たちが立っており、傘も差さずに車の屋根に昇った男の演説を聴きき続けていた。

　演説をしている男の年は、20代前半といったところだろうか。

　男の纏まとう作業服ふくは、通つう常じようではありえない程ほどに鮮あざやかな青に彩いろどられ、霧雨に覆おおわれた街の中でもクッキリとその姿すがたを浮き上がらせている。

　そして、男の持つ最大の特とく徴ちようは、手の中で弄もてあそぶ巨きよ大だいなレンチだった。

　大おお柄がらとは言えない青年の手に握られているレンチは女性の腕ぐらいの大きさがあり、工こう具ぐというよりも中ちゆう世せいの戦せん士しが使っていたメイスといった雰ふん囲い気きである。

　艶つやのあるブロンドの髪かみを振り乱し、その下から澱よどんだ色の瞳ひとみを覗のぞかせ、男は尚なおも叫び続ける。

「ユンユンが言うには、人間は無む意い識しきで繋つながっているという……馬鹿な……何故無意識なんだ……意識がある時に繋つながっていないと意味がないじゃないか！　東とう洋ようでは座ざ禅ぜんとやらで無の境きよう地ちに達するというが……なるほど、東洋人じんはそうやって融ゆう合ごうするのか……あのセンジュカンノンというのは、人間が五百人融合した姿すがた……五百人……五百人!?　凄すごいな東洋人！」

　そこまで言った所で、男はレンチをグルグルと回しだし、その異い常じような手さばきは腕そのものの数が増えたように周囲の者に錯さつ覚かくさせる。

　まるで当の千せん手じゆ観かん音のんにでもなったかのような状態になったところで、物もの憂うげだった顔にパア、と光が灯ともった。

　もっとも、瞳ひとみの色は虚うつろに歪ゆがんだままだったのだが。

「楽しい……楽しい話をしよう！　凄い、凄いぞシャフト！　東洋の神しん秘ぴを俺おれは悟さとったぞ！　五百人も融合した上で、手だけをうまく分ぶん裂れつさせる……足を分裂させる意味はあまりないが、手は何本あっても困らない！　ユンユンの共通無む意い識しきは実に合ごう理り的てきなんだな！」

　独どく特とく過ぎる思し考こう回かい路ろで導き出した答えを世界の真しん理りのように叫ぶ男に対し、シャフトと呼ばれた運転席せきの青年が、窓から顔を出して声を上げる。

「いやあの、どこから突っ込んで良いのか解わからないんですが……。まあ、まず、共通無意識ってそんな『人と人はテレパシーで繋がってる』みたいな単純な話じゃないっていうか……そもそも、ユンユンってもしかして心しん理り学者のユングの事ですか？　会ったことある筈はずないでしょグラハムさん？　会った事も無い人をニックネームで呼ぶってどうかと思いますよ？」

　至し極ごく最もな指し摘てきだったのだが、男──グラハム・スペクターは、その指摘の中からも新たな興こう奮ふんの種たねを抜き取ったようだ。

「ニックネーム……それだ！　互いに一つになるには、まず名前からだ！　よし、これから俺の渾名あだなはシャフトで、ラッドの兄あに貴きの渾名はグラハムだ！　そしてお前の渾名はラッドの兄貴だ！　凄すごい、凄いシステムだ。俺は古い世界を終わらせて新しい世界を生み出してしまったかもしれないぞ！」

「もしもーし。戻って来て下さいグラハムさーん。グラハムさーん！」

「乾かん杯ぱいだシャフト！　いや違う、シャフトは俺だ！　乾杯だラッドの兄貴！　さあ早くすれ違ったグラハムの兄貴を探そう！　あれ、でもグラハムは俺の本ほん名みようだ！　そうか、俺はここにいたんだ……つまり、俺と俺はすれ違ってなんかいなかった！　俺はここにいてもいいのか!?」

「よくないですよ。とっととラッドさんを探しに行きましょう」

　シャフトは呆あきれつつも、根こん気きよくグラハムに語りかけ続ける。

　彼らは元々シカゴを根ね城じろにしていた不ふ良りよう集団であり、ラッド・ルッソの弟おとうと分ぶんであるグラハム・スペクターが取り纏まとめている。

　しかしながら、彼の性格が性格な為ため、メンバーである不良達はいつも振り回されてしまい、その度たびにサブリーダー的立たち場ばのシャフトが場を収めるという事が日常茶さ飯はん事じだ。

　もっとも、シャフトが名前の通りに軸じくになろうと努力しても、エンジンであるグラハムの回転力りよくが凄すさまじ過ぎて心が折られるケースが殆ほとんどなのだが。

　そして、今日きようもグラハムの脳のう味み噌そはフルスロットルであり、シャフトの言葉を聞きいれる様よう子すは見られない。

「ラッドの兄あに貴きがラッドの兄貴を探しに行こうと言い出してるな……なるほど！　これが自分探しの旅という奴やつか！　安心しろシャフトいやさラッドの兄貴！　俺おれの第二の渾名あだなをラッドの兄貴にすれば、自分探さがしの旅は晴れて────」

「ああああ、もう駄だ目めだ。この人は前から駄目だけど今日も駄目だ……」

　いつも通りの流れに、再び頭を抱えてハンドルに突つっ伏ぷすシャフト。




　しかしながら──

　この日は、些いささか事情が違っていた。

「グラハム君」

　と、透すき通る声が木魂こだまする。

　それはまるで、周囲の霧きり雨さめが声をあげているかのような、シットリと優しく、それでいてこちらの心にじわりと染しみいる声だった。

「雨に濡ぬれると……風邪を引くわ。……車の中に入りなさい」

　柔らかい笑顔。

　車の後部座ざ席せきに座っていた、若い女だ。

「……うす、ありがとうございます、ルーア姐ねえさん」

　グラハムは素直に頷うなずくと、いそいそと車から降り、助手席せきのドアを開けて乗り込んだ。

「……なんでグラハムさん、ルーアさんには素す直なおなんですか」

「いや……なんかルーア姐さん見てると、俺だけハイテンションになってるのが申もうし訳わけなくて……ああ、駄目だ俺は……空気が読めないダメダメダメ人間なんだ……」

　まるで糸の切れた人形のように、顔に両手を当てて助手席で丸くなるグラハム。

　そんな彼に、後部座席から声がかかる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。私、グラハム君の元気のいいところ……羨うらやましいですから」

「いやあのすいませんルーアさん、それ追い打ちにしかなってないんで止めてあげて下さい」

「まあ……ごめんなさい……」

　優しげな声だが、まるで消えかけた幽ゆう鬼きが喋しやべっているかのように、消え入りそうな声だ。

　しかし、やはり彼女の声はこちらの心に強く響ひびく。

　声こそ小さいが、彼女なりにきちんとこちらに対して誠せい意いを持って呟つぶやかれた言葉という事だろう。

　シャフトはそう考えながら、ミラー越しに改めて後部座席の女性を見た。

　ルーア・クライン。

　今日きよう刑けい務む所しよを出しゆつ所しよしたラッド・ルッソの婚こん約やく者しやであり、殺さつ人じん鬼きであるラッドが『最後に殺す相手』と公こう言げんしている女性だ。

　確かに彼女は美しく、湖みずうみの中で眠る御お伽とぎ噺ばなしの姫ひめのような印いん象しようを持っている。

　あまりにもか弱く感じられるその女性だが、シャフトは知っていた。

　彼女には、彼女なりの強さがある。

　それは弱さにも直ちよつ結けつしているのだが──

　──この人、大たい抵ていの事は『受け入れる』んだよな。

　グラハムの異い常じような言げん動どうを見ても、彼女は平へい然ぜんとしていた。

　それでいて自分のペースを保ち続ける為ため、グラハムはどうもこの女性を苦にが手てとしているらしい。『ルーア姐ねえさんを見ると自分が空気を読めてない事に気付く』と良く言っているのだが、それは自分達を相手にしている時も気付いて欲しいものだとシャフトは思う。

　だが、確かにこのルーアという女性は些いささか特とく殊しゆだという事にも気付いていた。

　婚約者が殺人鬼だろうが、マフィアに監かん禁きんされようが──彼女は、そんなあらゆる負の要素を全て平びよう等どうに受け止めている。

　元々は自殺志し願がん者しやだったそうだが、そんな彼女に死を考えさせる程ほどの悲ひ劇げきとはなんだったのだろうかと不ふ思し議ぎに思う程だ。

　自じ暴ぼう自じ棄きになっているのとはまた違う。

　彼女は、全てを受け入れた上で、それに正面から相あい対たいする事ができるのだ。

　シャフトが何気なくルーア本ほん人にんをそう賞しよう賛さんした時、彼女はゆっくりと首を振った。

　──「私にも……怖こわい事はあるわ……。あの列車で気付いたの……」

　──「怪かい物ぶつ……『線路の影をなぞるものレイルトレーサー』……」

　──「怪物が怖いんじゃないの……ラッドが……その怪物に殺されるのが怖かったの……」

　お熱い事だ、とシャフトは思ったが、彼女にそこまで思わせるラッド・ルッソもまた異常なのだろうと思った。

　自殺志願者と殺人鬼。コメディの題だい材ざいになりそうな組み合わせだが──二人の関係を笑う者が居れば、次の瞬しゆん間かんには生まれて来た事を後こう悔かいするハメになるだろう。

　ともあれ、落ち込むグラハムというのもそれはそれで調子が狂うので、シャフトは早くこのルーアという女性をラッド・ルッソと引き合わせ、現在の本ほん拠きよ地ちであるＮＹに帰ろうと考えていた。

「じゃあ、とりあえず駅の方に車を出しますよ。ラッドさんも、まさか歩いてＮＹまで帰るとは言わないでしょうし」

「……甘い……甘いぞシャフト。ラッドの兄あに貴きは確かに歩いて帰るなんて真ま似ねはしないだろう……だが、兄貴は俺おれよりもぶっ飛んだ人だからな。俺達の想そう像ぞうもしない帰り方をしているかもしれないぞ……」

　顔を両手で覆おおったままブツブツと呟つぶやくグラハム。

「ハイハイ。今いま頃ごろ空でも飛んでるかもしれませんね」

　シャフトはそれを赤あか子ごをあやすように宥なだめつつ、車のエンジンをかけた。

　周りにいた仲間達は列車を使ってここまで来たようで、それぞれが駅に向かって歩き始める。

　そして、シャフトも警けい察さつ署しよから駅に向かう形で大おお通どおりを走り始め──




　僅わずか十数秒後ごに、異い変へんに気付く。




　道の先の角かどから一台の車が現れ、蛇だ行こうしながらこちらに向かって走ってくる。

「なんだおい、危ないなあ。酔よっ払ぱらい運て……ん？」

　そして、シャフトは気付く。

　向かってくる車のフロントガラスは大たい破はしており、車の屋根に、何かがしがみついていると。

　そのしがみついている『何か』が、見知った顔の人間であると気付き──シャフトは露ろ骨こつに顔面を歪ゆがませた。




　車の屋根に左腕うでの義ぎ手しゆを突き刺している男──ラッド・ルッソは、右手で細ほそ身みの男の襟えり首くびを掴つかんで持ち上げている。

　運転手は自分の横に突き刺さった鉄の腕にパニックを起こしているようで、助手席せきの男と共に、怒ど声せいを上げながら懐ふところの拳けん銃じゆうを抜き放とうとしたのだが──

　次の瞬しゆん間かん、腕が唐とう突とつに引き抜かれた。

　何が起こったのか確かく認にんしようとした次の瞬間、車は派は手でに民みん家かの塀へいへとツッコミ、衝しよう撃げきで乗じよう員いん達は意識を失う結果となった。




　自分達のすぐ傍そばで起こった事故を呆ぼう然ぜんと眺ながめていたシャフトだが──

　塀にぶつかる寸すん前ぜんに飛び降りていたラッドが、右手で男を一人引ひき摺ずりながらこちらに向かって近づいてくる。

　そして、運転席を覗のぞき込みながら言った。

「よう、ヒッチハイクしてえんだが、席に空あきは──」

　ラッドはそこで後部座ざ席せきに目を向け、呼吸を止めた。

「……ルーア？」

　──あ、気付いてくれた。

　信じられないようなものを見るラッドの顔を見て、シャフトは無む言ごんで安あん堵どする。

　──良かった、ていうか、シャフト俺の顔は覚えててくれなかったんだな。

「……ラッド？」

　ルーアの方も、あまりに突とつ然ぜんの再会に驚いているようだったが──シャフトとしては、そのまま感動の再会をさせている暇ひまもない。

　一体今の事故はどういう事なのか、引き摺ずっている男はなんなのか、聞きたい事は山ほどあったが、今はとりあえずラッドを乗せてこの場から逃げる事が先せん決けつだろうと判はん断だんするシャフト。

「はいはい、ラッドさんもルーアさんも、とりあえず挨あい拶さつは後って事で！　警察が来る前にずらか……ろ……う？」

　言いかけた所で、シャフトは自分の視し界かいにとんでもないものが映っているのが見えた。

　いつの間にか助手席せきから降りていたグラハムが、巨きよ大だいなレンチをラッドに向かって振り下ろそうとしていたのである。

　──なにしてんだこの人は!?




「ラッドの兄貴ぃぃぃぃいいいいいいいいッ！」

　叫び声と共に振り下ろされる、巨きよ大だいなレンチ。

　だが、ラッドは直前で振り返り、引き摺っていた男から手を離すと、右手でそのレンチをガシリと受け止めた。

　ギチギチとレンチが震える中、ラッドはレンチを持つ青年の顔を見て、驚きと共に笑う。

「おお……おおおお！　グラハム坊ぼうやじゃねえか！　久しぶりだなぁ、おい！」
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「楽しい……楽しい話をしよう……！　本当にラッドの兄あに貴きだ！　今の必ひつ殺さつの一いち撃げきを片腕うでで軽々と受け止めるとは、やっぱり本ほん物もののラッドの兄貴だぜ！」

「おいおい、人ひと違ちがいだったら死人が出てたぜ」

　朗ほがらかに笑いながら、ラッドは右腕をグイと引き、そのまま道の真まん中なかで身体からだを捻ひねる。

　グラハムもレンチを離す事はなく、結果として、クルクルと回り始めたラッドの怪かい力りきで、ジャイアントスイングのように振り回されるグラハム。

「ハハハ！　すごい、凄すごいぞ！　やっぱりラッドの兄貴は凄い、なあシャフト！」

「シャフト……？　ああ、思い出した！　シャフトだシャフト！　その運転席せきの奴やつな！」

　ラッドは笑ったまま更さらに数すう回転した後、ポイとグラハムを投げ放った。

　そのまま道路脇わきの平ひら屋やの屋根まで投げ飛ばされたグラハムだが、クルクルと器き用ように回転しながら着ちやく地ちし、レンチを高々と振り上げ雄叫おたけびを上げ始める。

　──……サーカスか、ここは……。

　心しん底そこ呆あきれたシャフトだが、相変わらずのラッドの腕わん力りよくに改めて怖おそれを抱く。

　異い常じよう過ぎる光こう景けいを前に、大おお通どおりを歩いていた人々は腰を抜かしていたのだが──ゆっくりと後部座ざ席せきから降りたルーアだけは、普ふ段だんと何も変わる事なく落ち着き払っていた。

　ラッドが無ぶ事じに帰るとなんの疑いもなく信じていた彼女は、やはり全てを受け入れた。

　目の前で起こった異い様ような光景にも、ラッドが刑けい務む所しよに入っても何なに一つ反省していなさそうな事も含め──ルーアは、やはり全てを受け入れたのである。

　まるで、一日ぶりの再会であるかのような調子で、彼女はか弱い微笑ほほえみと共に口を開いた。

「お帰りなさい、ラッド」

「待たせたな、ルーア」

　ラッドはルーアを固く抱きしめ、その身体が幻まぼろしではないと実感する。

　両者の内面さえ考えなければ、美しい再会のシーンと言えたのだが、シャフトとしては早くこの場から逃げ出したい気持ちで一いつ杯ぱいだった。




　と、そんなシャフトの視し界かいに、再び青い作業着ぎが。

　いつの間にか屋根から降りてきていたグラハムが、地面に倒れている男をレンチでつつく。

「なあ、ラッドの兄貴。こいつは一体どこの誰だれだ？」

「ん？　……ああ！　すっかり忘れてたぜ！　俺おれの新しいダチだ。一いつ緒しよに出しゆつ所しよした仲でよ。すっかり意い気き投とう合ごうしちまった」

「その割には、白しろ目め向いて気き絶ぜつしてますけど……」

　シャフトはとりあえず男を車の空あいたスペースにでも積み込もうと、運転席から降りて顔を眺ながめた。

　──ん？

　そこで、シャフトは気付く。

　男の顔には肌はだ色いろの化け粧しようがされており、それが雨や衝しよう撃げきで流れ落ちかけていたという事に。

　化粧の下からは、薄い火傷やけどの痕あとが現れており、疵きず痕あとも合わせて考えると、過去に爆ばく発はつか何かに巻き込まれたのかもしれない。

　更さらに言うならば、この男の右手は、どうやら義手のようだ。

　ラッドの左腕うでのような無ぶ骨こつなものではないが、よく見ると明らかに義ぎ手しゆと解わかる代しろ物ものである。

　覚えのあるような無いような顔の男を見て、シャフトは暫しばし動きを止めていたのだが──

　そんな彼の後ろで、グラハムがストレートに問いかけた。

「で、こいつは何て名前なんだ、ラッドの兄あに貴き」

　ラッドは、その問いにあっさりと答える。

　吐き出された名は、シャフトの『知識』の中にあるものだった。

　もっとも、シャフトもその名前を聞いてすぐに思い出す事はできず、完全に思い出すのは暫しばし後の事だったのだが。

「ああ、こいつは、ネイダーさ。ネイダー・シャズクール」




「どうやらプラチドの叔お父じ貴きの敵らしいからよ、俺おれが匿かくまってやる事にした」













四章　少年少女に明日はない







　時間は、再び『新しん入いりへの講こう義ぎ』の場へと巻き戻る。




　ネイダー・シャズクール。

　元々はヒューイ・ラフォレットの子こ飼がい組織である『幽霊レムレース』の一員であり、若くしてそこそこの地ち位いを任せられていた男だったらしい。

　ところが、彼は『フライング・プッシーフット占せん拠きよ事件』の直前に『幽霊レムレース』を裏うら切ぎろうとした。ヒューイが逮たい捕ほされた後のリーダーであるグース・パーキンスを始し末まつし、仲間と共にルッソ・ファミリーの傘さん下かに下る腹づもりだったのである。

　しかし、密みつ告こくによって作戦は破は綻たん。

　彼は裏切り者として右腕を切り落とされた上に、不ふ要ようとなった『幽霊レムレース』のアジトと共に爆ばく破はされ、共に処しよ刑けいされた裏切り者達と瓦が礫れきの中へと消える──筈はずだった。

　爆発の最さい中ちゆう、ネイダーは数名の仲間の死体を盾たてにする事で辛かろうじて生き延びたらしい。

　もっとも、そのままではとても助からない怪け我がを負っていたのだが、たまたま通りかかった医い者しやが爆ばく発はつを見かけたらしく、奇き跡せき的に救助されたらしい。

　その後、『幽霊レムレース』を追うヴィクターの部ぶ下か達たちと取引をし、無む罪ざいとなったのである。

　ところが、話はそれでは終わらなかった。

　故こ郷きようで父親のトウモロコシ畑を継ぐと言って姿すがたを消したネイダー。

　そんな彼が、数日後ご、再び捜そう査さ局きよくを訪れたのである。




　自分は何者かに命を狙ねらわれている。

　刑けい務む所しよの中で構わないから、保ほ護ごして欲しい、と。




「で、そいつを『保護』してやるって仏ほとけ心ごころ出した結果、俺おれ達の金を使って刑務所の中で３年も世せ話わしてやってたってわけか。ああ、そういやそんな報告もあったな。そうかそうか。あいつがネイダーが」

　ようやくハッキリと情報を思い出したようで、ヴィクターは肩を竦すくめながら話を続ける。

「とりあえず３年も匿かくまってやったから、説せつ得とくして追い出した……ってわけか。なるほどな」

「あー……ラッドと出しゆつ所しよが被かぶったのは、完全に偶ぐう然ぜんのようですね」

　ビルから更さらに報告書を渡され、暫しばらく読みふけっていたヴィクターだが、

「まあ、そんなネイダーだかサイダーだかいうザコはおいといてだ」

　と、もはや彼の事など眼がん中ちゆうに無いとでも言うかのように大きく息を吐き出し、心しん機き一いつ転てん、七番目に纏まとめた組織に話を戻した。

「さて。このＮＹの不ふ良りよう集団だが……こいつらには一つ、重要な特とく異い点てんがある」

「特異点、とは？」

　新しん入いりが訝いぶかしげに尋たずねる。

　確かに彼らは多くの事件に関わっているが、背後に組織だったものは見られず、ヒューイ・ラフォレットの『実験体たい』というようにも見えない。

「今は監かん視ししているだけで手をだしちゃいねえが……こいつらと一いつ緒しよに行動してる女が問題だ」

　ヴィクターは忌いま々いましげに告げると、一枚の写真を黒こく板ばんに貼はりだした。

　資料で既すでに見ていた写真だが、改めて見るその姿に、新入りの──特に若い男達は息を呑む。

　遠とお目めに撮とられた写真越ごしでも解わかる、黒くろ髪かみ金きん眼がんの美しい女だ。

　艶つややかな黒髪と、金に見える鮮あざやかな黄き色いろい光こう彩さいの瞳ひとみの組み合わせ。

　それは正まさしく、全ての事件の元げん凶きようであるヒューイ・ラフォレットの持つ特とく徴ちようと一いつ致ちしていた。

　シャーネ・ラフォレット。

　ヒューイの娘むすめである彼女は、長く『幽霊レムレース』の一員として、少女とは思えぬ行動力りよくで工こう作さく活動を行っていた存在だ。

　フライング・プッシーフットの事件から４年。

　顔かお色いろ一つ変えずに人間を切り刻んでいた少女が成長した今、如い何かなる恐ろしい女になっているのかと捜そう査さ員いん達たちは気にしていたのだが、それが不ふ良りよう少年達と行動を共にしていると言われ、頭の中がクエスチョンマークに満たされる。

「事じ前ぜんに渡された資料には、彼女の事は書いてありませんでしたが……」

「というか、どうやってこの写真を撮とったので？」

　口くち々ぐちに尋たずねる新しん入いり達に、ヴィクターは眼鏡めがねの位置を直して言った。

「この女がヒューイ傘さん下かの別べつ組織と繋つながる可能性を考えてな、泳がせてたのさ。だが、泳がせっぱなしで結局ヒューイは脱だつ獄ごくしちまった！　なんだそりゃ！　馬ば鹿かか！」

「んー……正直、３年も泳がせたのは、３００年生きてらっしゃる貴方あなたらしい気の長さだと思いますよ？　ちなみに写真は、不良集団が何かの記念に写した写真のネガを使って焼き増ししたものです」

　皮ひ肉にくを込めたフォローをしたビルに背を向けながら、ヴィクターはしみじみと天てん井じようを仰あおぎ、語り出す。

「焼き増しか……いい時代になったもんだ。写真が出来たばっかの頃はそんな事は不ふ可能だった。だが、偉い大だいなるタルボット……かの有名なネガポジ……タルボ手法を造り上げたウィリアム・ヘンリー・フォックス・タルボットのおかげでこうして同じ写真を共きよう有ゆうできるようになったってわけだ。お前ら、タルボットに感謝しろよ」

「あー……名みよう字じが偶ぐう然ぜん同じってだけで、親しん戚せきでもなんでもありませんでしたよね？」

　ビルのツッコミを頑がんとして無む視ししつつ、ヴィクターは話をシャーネに戻した。

「ヒューイ・ラフォレット。あいつは娘むすめを娘だなんて思っちゃいない。せいぜい。替えの利かない実じつ験けん道具程てい度どだ。あいつが今度やらかすつもりの実験に必要なら回かい収しゆうに来るだろうし、必要ないなら、顔を見にすら来ないだろう」

　ヴィクターはそこまで言って、バン、と黒こく板ばんを叩たたく。

「だが、娘からすりゃ話は別だ。シャーネ・ラフォレットにとってヒューイは絶対的な存在だ。信しん仰こうの対たい象しようと言ってもいいだろう」

　彼女に対して事前に集まっている情報は少ないが、その情報を分ぶん析せきする限りでは、かなりの『狂きよう信しん者しや』とみていいだろう。逆に言うと、何な故ぜヒューイを彼女が助けようとしなかったのかが疑問ではあるのだが──これについては、『アルカトラズのどこに囚とらわれているのか特とく定ていできず、行動に移せなかったのだろう』と判はん断だんされた。

「しかし……シャムとヒルトンって情報源げんがあるのに、知らなかった筈はずはないんだがな。ヒューイの部ぶ下か共どもも一いち枚まい岩いわじゃないって事か」

「それと一つ、気になる事が」

「なんだ？」

　突とつ然ぜん話に入って来たドナルドに、ヴィクターが続きを促うながす。

　すると、ドナルドはシャーネの写真の一部を指さした。

　そこにあったのは、シャーネの肩に掛けられた男の手である。

「この、シャーネの隣となりに居て肩に手を掛けている男……時とき折おりシャーネと接せつ触しよくしているようなのですが、身み元もとが分かりません」

「……ヒューイの関係者か？」

「それすらも良く解わからないのです。シャーネが不ふ良りよう集団から離れて街で行動する時は、大たい抵ていこの男が同どう行こうしています。身元を調べましたが、何なに一つ情報が出て来ません。不良少年達たちには『フェリックス』と呼ばれているようですが、本ほん名みようかどうかも不ふ明めいです。部ぶ下かに何度か尾び行こうさせましたが、常に撒まかれてしまい、住居すらハッキリしていません」

「……なんて無む能のうな部下共どもだ、と言いたい所だが、ドナルド、お前の部下がそんなにマヌケじゃねえ事は知ってる。って事はだ、そいつは間違いなく『何か』のプロって事だな」

　少し考え、ヴィクターは独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「ＮＹのフェリックスっつったら……『便べん利り屋や』フェリックスだが……」

　唐とう突とつに出て来た言葉に、エドワードが反応する。

「御ご存ぞん知じなのですか？」

「……いや、違うな。ＮＹで活動してるって噂うわさの、殺しから夜よ逃にげの手伝いまでなんでもやる『便利屋』と過去に接せつ触しよくした事があるが……俺おれが会ったのは女だった。偽ぎ名めいだったってわけさ」

「なるほど……」

「まあ、たまたま名前が同じだけだろ。すまねえな。惑まどわせる事を言った」

　ヴィクターはそのままシャーネの写真に視線を移し、彼女の隣で不ふ敵てきに笑っている男の顔を観察した。

「特に特とく徴ちようもねえ面つらだな。マフィアっぽくもねえが……運び屋か何かかもしれねえ。シャーネとどういう関係なのか、調べておく必要があるな」

「あー……恋こい人びとなのでは？」

　写真を見て真まっ先さきに想そう像ぞうできる事を、そのまま口にするビル。

　だが、そんなビルの意見をヴィクターは鼻で笑う。

「いるわけねえだろ！　親父おやじ以外はゴミにしか見えねえって女だぞ！　一いつ見けんそう見えるのは、シャーネがこの男を何かのカモフラージュに利用してるんだろうよ。本当にこの……ええと、髪かみは何色だこいつ？」

　白しろ黒くろ写真である為ため、色はハッキリと解らない。

　そこで、その男を遠とお目めに見た事があるドナルドが答える。

「かなり目立つ赤あか毛げですね」

「そうか。この赤毛野や郎ろうがシャーネの恋人だったら、本部ビルから飛び降りて『不ふ死し者しや』の再さい生せい能力を直ちよくで見せてやるよ」

　余よ計けいな事を次々と口にするヴィクターに、ビルが呆あきれたように溜ため息いきを吐き出した。

「あー……調子に乗ってそういう約束はしない方がいいと思いますよ。んー……部ぶ外がい者しやに目もく撃げきされても困るんで、ここの面子めんつに酒でも奢おごって下さい」

「おお、ロマネコンティの最高級ラ・ターシュを全員に呑ませてやらぁ」

　ヴィクターは嘲ちよう笑しようしながら言ったあと、ふと素すに戻り、一ひと言ことだけ釘くぎを刺す。

「最高級ワインが飲みたいからって、捏ねつ造ぞうだけはすんじゃねえぞ、お前ら」




　場の緊きん張ちようを和なごませる冗じよう談だんを言う余よ裕ゆうがあるヴィクター。

　彼は、結けつ局きよく気付く事ができなかった。

　画が質しつの粗あらい白しろ黒くろ写真から気付けというのも無む理りな話ではあったのだが──

　男に触れられているシャーネの頬ほおが、撮さつ影えい時じ、僅わずかに紅こう潮ちようしていたという事に。





⇔






翌よく日じつ　ＮＹ　ミリオネア・ロウ




　マンハッタンの中でも、成功者達たちだけが集まる高こう級きゆう住宅街がい。

　セントラルパークに程ほど近ちかい、マンハッタンの中でも特に環かん境きようの良い区く画かくだ。

　そんな爽さわやかな風が吹き抜ける豪ごう邸てい通どおりの中の一いつ軒けんから、空気を完全に無む視しする弱々しい悲鳴が響ひびき渡る。




「うっ……ひぐ……。だ、だからさ、呑んだらダメだってばみんなぁ！」

　悲鳴の主ぬしは、ジャグジー・スプロット。

　彼の涙なみだ声ごえに、やはり豪邸通りには似に付つかわしくない、粗そ野やな不ふ良りよう少年達の声が返された。

「なんで駄だ目めなんだよ」

「そうだそうだ！　せっかくの貰もらいもんなのによ！」

「イブ嬢じようちゃんからの貰いもんだぞ！」

「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁー」

　周囲から響く批ひ難なんの声に、赤あか子ごを抱きかかえるようにワインの箱を抱きしめる刺青いれずみ顔がおの青年。

　３年と２ヶ月ほど前、大陸横おう断だん鉄道『フライング・プッシーフット』の中で起こった怪かい事件。その中心の一人であり、列車内ないを跋ばつ扈こする黒くろ服ふくのテロリスト集団と白しろ服ふくの殺さつ人じん鬼き集団の間を立ち回り、見事に『列車強ごう盗とう』を成功させた男である。

　しかしながら、彼の涙は演技でもなんでもなく、実際に周囲の仲間達の怒ど声せいに怯おびえている状態だった。

　ことの起こりは10分前。

　彼らが間ま借がりしている別べつ荘そうの持ち主であるジェノアード家当とう主しゆ、イブ・ジェノアードから、『祖そ父ふの代から懇こん意いにしているイタリアの富ふ豪ごうから、高級ワインを何本も頂いただいたので』と、お裾すそ分わけという形でジャグジー達の家に三本届とどけられたのである。

　さっそく飲もうという形でヨウンがコルク抜きを取り出した所で、ジャグジーが「ちょ、ちょっと待ってよ！」と箱を奪うばい、部屋の隅すみに丸まったのである。

「今すぐ呑まないでおこうよ、ね？」

　と言い出すジャグジーに、高級ワインの味とやらを楽しみにしていた不ふ良りよう集団は、一いつ斉せいに批ひ難なんの声を浴びせかけ──リーダーである青年は僅わずか数秒で涙を流し始めてしまったのだ。




「解わかった、解ったからとりあえず落ち着けジャグジー。そしてみんなも落ち着け。な？」

　元々バーテンダーであるヨウンの言葉に、とりあえず怒ど声せいを収める不良少年達たち。

　それを確かく認にんした後、ヨウンが一歩ジャグジーに近づき、溜ため息いき混まじりに問いかけた。

「で？　どうして呑んじゃいけないんだ？　飯めし時どきまで取っておく気か？」

「え、い、いや、ええと……」

「どうするつもりなんだ？」

　問い詰めるヨウンに、ジャグジーは恐おそる恐る答えを返す。




「ええと……高く買ってくれる人を探そうと思って」




　結果として、先せん刻こくの数すう倍ばいの怒ど号ごうが部屋の中に飛び交う事となった。

「はああああああああああああああ!?」

「おいおい、俺おれはとうとう耳がどうかしちまったみてえだぜ！」

「今のジャグジーの言い方だと、まるでその酒を『売る』って言ったように聞こえたぜ！」

「まさかよ！」

「ありえねえって！」

「世せ話わになってる人から貰もらった差し入れを……売る……？」

「おいおい、聞き間違いに決まってるだろ？　俺達のジャグジーが、そんな恩おん知しらずの守しゆ銭せん奴どに見えるってのか？」

「もし本当にそんな事を言ってたら、俺ぁがっかりだね！」

「失しつ望ぼうだな」

「俺達はジャグジーの事を買いかぶっていたようだ」

「あれあれー？　ジャグジー、もう43秒も黙だまり込んでますよー？」

「ヒャッハァ」

「ひゃはー」

　口くち々ぐちに批ひ難なんの言葉を紡つむぎ出す仲間達たちに、ジャグジーは暫しばしプルプルと震えていたのだが──

「わ、わ、解わかってるよ！　そんなこと！　僕がどれだけ最低かって、そんなの、僕が一いち番ばん解ってるよぉ！　うぐっ……ひぐっ……」

　泣きながら自分に対して怒るという器き用ようなマネをするジャグジーだが、その気き迫はくに、不ふ良りよう少年達は一いつ旦たん黙だまり込む。

　この状態から更さらに一歩進すすむと、ジャグジーの『キレ泣き』状態になると解っていたからだ。

　ジャグジーはとことんまで追い詰められると、泣きながらとんでもない行動をしでかす事がある。以前に彼らがその『キレ泣き』を見たのは、ジャグジーが泣き叫びながらトミーガンを持ってルッソ・ファミリーの違い法ほう賭と博ばく場じようを襲おそった時だった。

　その行動の結果としてシカゴから逃げる事となり、こうしてＮＹで新しい人生を歩むこととなったのである。

「……解った、解ったから落ち着こうぜ、ジャグジー」

「俺らもちょっと言い過ぎた。ジャグジーは最低なんかじゃねえ。せいぜい下の下ぐらいだ」

「あんま変わらなくね？」「黙だまってろ！」

「ヒャッハァ！」「ひゃー」

　冷ひや汗あせを掻かきながらも基本的にノリを変えない仲間達に呆あきれながら、ヨウンは再度溜ため息いきを吐いてジャグジーに尋たずねる。

「いいから泣くなジャグジー。順を追って話せ」

　ヨウンが冷静なのは、ジャグジーが人からのもらい物を単なる私し欲よくで売るような人間ではないという事を理解しているからだ。そもそも周囲の不良達もそれは理解している筈はずなのだが、恐らくワインを飲みたいという気持ちとジャグジーへの嗜し虐ぎやく心しんが上回ったのだろう。

　と、ヨウンがそんな分ぶん析せきをしていると、ジャグジーがシャックリを交えながら、ゆっくりと重要な言葉を吐き出した。

「実は……ひぐっ……お金、お金さ……うぐっ……もう、無いんだ」

　お金が無い。

　その単純極きわまりない一言は、単純故ゆえに、即そく座ざに不良少年達の間に動どう揺ようを走らせる。

　ヨウンがあからさまに顔を曇らせながら、更さらにジャグジーに問う。

「無い？　なんかに使ったのか？」

「ち、違うよ！　不ふ景けい気きだから……ひっく……街の人達の仕事も、減って、さ、自然と僕達の請うけ負ってた細かい仕事も減っていって……」

　徐じよ々じよに声のトーンを落としながら。ジャグジーは最後に泣き声すら潜ひそめ、仲間達から顔を逸そらしつつ、結論を口にした。




「……マルティージョさんへの上じよう納のう金きんが……今月……払えなさそうなんだ……ひぐっ……」





⇔






同どう邸てい宅たく２Ｆ　寝室




　複ふく数すう存在する客室の中で、女性陣じんが寝室として利用している部屋。

　そこの主あるじであるニースは、階下からの怒ど声せいと泣き声を聞きつつ、敢あえて何もせずにベッドの上に寛くつろいでいた。

　すると、部屋にノックの音が響ひびき渡り、少し遅れて入って来たニックが口を開く。

「姐あねさん、なんだか、また下でジャグジーが泣かされてるみたいっすよ」

「ええ、そうみたいですね」

「なんだか、金がどうこう騒さわいでましたけど……」

　話半はん分ぶんで首を傾かしげるニックに、ニースは軽い苦く笑しようを浮かべて答えた。

「マルティージョ・ファミリーへの上納金が払えないって話でしょうね」

「ええっ!?　ちょ、姐さん、それ、ヤバくねえっすか！」

　彼らは、基本的にはイブ・ジェノアード家の居い候そうろうをしている不ふ良りよう集団である。

　基本的にヨウンとファンがハウスキーパー代を受け取っているものの、当然ながらそれだけで大おお人にん数ずうの不良達の飲み食いをまかなえるわけもない。

　そこで、彼らはちょっとした裏うら仕事などをして小こ遣づかい稼かせぎをしていたのだが──マルティージョ・ファミリーとガンドール・ファミリーの縄なわ張ばり内で勝かつ手てに仕事をしていたため、双そう方ほうの組織に眼めをつけられてしまったのだ。

　紆う余よ曲きよく折せつを経て、結局マルティージョ・ファミリーに一いつ定てい額がくの上納金を納める事で話はついたのだが──

「ここ暫しばらく、不ふ景けい気きのせいで実み入いりが大だい分ぶ減へっていたんです。禁きん酒しゆ法ほうが終わって闇やみ酒場が表おもてに出て来てから、裏稼か業ぎようも不ふ況きようの煽あおりを直接受うけるようになりましたからね」

「なりましたからね、って……どうするんですか姐さん。払えないなんて事になったら、あのおっかねえ手て品じな師しに何される事か……」

　ニックの言う『おっかねえ手品師』というのは、マルティージョ・ファミリーの幹かん部ぶであるロニー・スキアートの事なのだが、１９３３年に起きたとある事件以い来らい、不良集団は彼の事を『何がなんだかサッパリ理解できないが、恐ろしい真ま似ねをする手品師』として認にん識しきしている。幸いにも丸く収まったが、上納金を払えないとなると、何をされるか解わかったものではない。

　かなり切せつ羽ぱ詰つまった状況の筈はずなのだが、ニースは特に焦あせった様よう子すを見せていない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。いざとなれば、私がなんとかしますから」

「なんとかって、どうやって」

「……辛つらいですけど、自分の身を切り売りする覚かく悟ごはできています」

　衝しよう撃げき的な言葉に、ニックが慌あわてて止めに入った。

「なぁっ!?　そりゃいけねぇ！　それだけはいけねえよ姐あねさん！　自分が好きで行くならともかく、ギャング絡みでそんな仕事しちまったら弱みにつけ込まれて抜け出せなく……」

「？　何を言ってるんですか、ニックさん」

「え？」

　眉まゆを顰ひそめるニックに、ニースは首を傾かしげながら問う。

「私はただ、手持ちの爆ばく弾だんを売ろうとしただけですけど……」

「ええっ!?　だ、だって、身を切り売りって……」

「爆弾は私の身体からだの一部……いえ、もう子供のようなものなんです！」

「子供を爆ばく発はつさせないでください！」

　勢いで言葉を返したものの、ニックはちょっとした違い和わ感かんに気が付いた。

「えーと……姐さん。そんな、金かね不ぶ足そくを解かい消しようできる程ほどの爆弾、どこにあるんすか？」

　ニースが常に爆ばく薬やくの類たぐいを身につけているのは知っているが、それを売り払った所で二に束そく三さん文もんにしかならないだろう。

　嫌いやな予よ感かんが背中を走るが、ニックはあえてニースにそれを尋たずねた。

　──おいおい、そういえば、この部屋にあるクローゼットやけにデカいけどよ……。ニースの姐さん、そんなに服を揃そろえるタイプじゃねえよな。

　──ま、まさか……。まさかだよな。

　クローゼットを睨にらみ付けたまま冷ひや汗あせを掻かくニックを余よ所そに、ニースは眼めを輝かせながらベッドから立ち上がると──

　そのベッドに敷しかれたシーツを薄うす手でのマットごと勢い良く引き剥はがした。




「ぎゃあぁ!?」




　思わず悲鳴を上げて壁かべ際ぎわにまで下がるニック。

　彼の視線の先、すなわちベッドの下には、ありとあらゆる種類の爆弾がひしめき合っていたからだ。

「なっ……なな、なんてことしてんですか姐さん！」

　するとニースは悲しげに眼を逸そらし、少しだけ反省しながら答える。

「……ごめんなさい、ニックさん。……たしかにこんな保ほ存ぞん方法は火か薬やくを傷めるんですけど……でも、私は……私は爆弾の上で寝たいっていう誘ゆう惑わくに負けてしまったんです！」

「いや、保ほ存ぞん方法は問題じゃねえっすよ！　ああいや保存場ば所しよは問題なんですけどね!?」

　混乱しながらも辛かろうじて理り性せいを保ち、ニースに抗こう議ぎの声をあげるニック。

「かっ……勝かつ手てにこっちの想そう像ぞうを超えねえでくださいよ姐あねさん！　俺おれはてっきりクローゼットに入れてるもんとばかり……っ！」

「あそこにはチャイニーさんやメロディさん、シャーネさんやレイル君の服も入ってるんですから無む理りですよ。それに、クローゼットは爆ばく弾だんじゃなくて服をしまうものですよ？」

「解わかってますよそんなこたぁ！」

　ニックは頭を抱えながら常じよう識しき的てきな指し摘てきを続ける。

「つーか、火事になったら一いつ瞬しゆんで粉こな々ごなじゃないっすか！　姐さんが！　真まっ先さきに！」

「私が……この子達たちの手で粉こな々ごなに……？」

『その瞬しゆん間かん』を想そう像ぞうし、自分の死に方と向き合ったニースは、俯うつむいて僅わずかに頬ほおを赤らめる。

「なんで頬を赤らめてんすか！　おかしいでしょ姐さん！」

　ニース・ホーリーストーンは基本的には常識人じんだ。

　あくまで不ふ良りよう少年少女の集団の中においての常識ではあるが、普ふ段だんは暴ぼう走そうする仲間達や混乱するジャグジーを諫いさめる役割を担になっている。

　ところが彼女は、不良集団の中で一番の常識破やぶりになるという側面も持っている。

　爆ばく弾だん。

　人間が造り出した絶対的な破は壊かい威い力りよくを持つ道具。

　ニースは爆ばく発はつの衝しよう撃げきに、閃せん光こうに、破壊音おんに、焦こげた火か薬やくの匂においに悦えつ楽らくを感じる生きつ粋すいの爆弾魔まであり、爆弾に関する事に対してだけは頭のネジが緩むという特とく殊しゆな性格をしている。

　彼女の幼おさな馴な染じみであるジャグジーほどではないが、長なが年ねんニースを見て来たニックとしては解りきっていた筈はずの性せい癖へきなのだが──実際に爆弾の山を目の前にすると、やはり平へい静せいではいられない。

「まさか、まだこんなに持ってたなんて……。ジャグジーにはこの事は？」

「言ったりしたら、ジャグジー、この家から飛び出すでしょう？」

「俺おれも飛び出したいぐらいなんですけどね？」

　ようやく落ち着きを取り戻したニックに、マットを直しながらニースが問いかける。

「ところで、どうしたんですかニックさん？　何か用があったんじゃないですか？　ジャグジーが泣いてる事を伝えに来ただけとは思えませんけど」

「え？　あ、ああ！　そうそう！　そうですよ姐さん！　ジャックの野や郎ろうを止めて下さい！」

「ジャックさん？　どうかしたんですか？」

　ジャック。

　ニックと同じぐらい付き合いの長い、不良集団の中でも古ふる株かぶの一人だ。

　一いつ体たい彼が何をしようとしているというのか。ニースがそう尋たずねるよりも先に、ニックはその答えを叫ぶ。




「あの野や郎ろう、死ぬつもりなんですよ！」





⇔






数分後ご　ジェノアード邸てい　別室




「止めるんじゃねえよ。俺おれは本ほん気きだ」

　天てん井じようから釣つり下げられた、布ぬのきれ入りのボクシングバッグ。

　布きれの代わりに砂が詰め込まれる事が多い日本では、サンドバッグと呼ばれている代しろ物ものだ。

　それをリズミカルに叩たたきながら、不ふ良りよう少年の一人であるジャックが背後に立つ仲間達たちに答えを返す。

「どうしてもやるんですか、ジャックさん」

　ニースの重い言葉に、ジャックは見向きもせず言った。

「ああ、あのラッド・ルッソって野郎は、この手でぶちのめさねえと気がすまねえ」




　ラッド・ルッソと不良少年達には、とある因いん縁ねんがあった。

　もちろん、ルッソ・ファミリーと敵てき対たいしていたジャグジー達なので、因縁は最初からあったと言えるのだが──

　フライング・プッシーフット号の事件において、別の因縁が発生する事となる。

　黒くろ服ふく達に人ひと質じちに取られていたジャックを、ラッド・ルッソが気まぐれで叩たたきのめし、瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負わせたのだ。

　列車に医い者しやが乗り合わせていたから助かったものの、そのまま放置されたら死んでいたかもしれない。

　ジャグジーもラッドに対して「償つぐなわせる」と断だん言げんして敵対は確定となったのだが──

　不ふ思し議ぎな事に、ラッドを含めた白しろ服ふく達は、列車から消えてしまった。

　列車の中にいたという『線路の影をなぞるものレイルトレーサー』に殺されたのかと思っていたが、そこから更さらに話はややこしい事となる。

「そうなんだけどよ、せっかくグラハムさんが、間まを取り持ってくれるっつってんだしよ……」

　ラッドの弟おとうと分ぶんであるグラハム・スペクターは、とある事件を切っ掛けにジャグジー達の事を気に入り、色々と面めん倒どうを見てくれていた。

　彼が言うには、ラッド・ルッソは警察の手で逮たい捕ほされていたというのである。

　丁ちよう度ど今日きようで刑けい期きが終わるらしく、彼の婚こん約やく者しやである女性と共に迎えに行くと言っていた。今頃はニュージャージ州で合流している事だろう。

　グラハムはルッソ・ファミリーとジャグジー一いち味みの因いん縁ねんを知っている為ため、『よし解わかった、俺おれがお前らを仲間としてラッドの兄あに貴きに紹しよう介かいしよう。大だい丈じよう夫ぶ、ラッドの兄あに貴きは一いち度ど仲間と認めた奴やつは殺さない。多分。少なくともこれまでは！』と、お互いの仲ちゆう介かい役やくをやると言いだしたのだ。

　しかし、どうやらジャックはそれに納なつ得とくしていないようだ。

「いくらグラハムさんの兄貴分ぶんだからって、それはそれ、これはこれだろうが！　俺はなぁ、あの列車の中で殺されかけた事を一日だって忘れた事はねえんだぞ！」

　いきりたつジャックの叫びに、ニースが言葉を続ける。

「確かに、ジャックさんの気持ちも解わかります。正直、グラハムさんが間まを取り持ってくれるとはいえ、私もあのラッドという人と関わりを持つのは気が進みませんから」

「だったら、なんで止める？」

「関わりを持つのが嫌いやだと言っているでしょう？　友ゆう人じん関係だろうと、敵てき対たい関係だろうとです」

　ぐうの音ねも出ない正せい論ろんに、ジャックはボクシングバッグに拳こぶしを押しつけ、言った。

「……だったら、ニースやジャグジーには迷めい惑わくかけねえよ。俺とニックでやる」

「なんで俺を混ぜんだよ！」

「ちっ……お前だってあの場にいたのに、なんでお前だけ無む傷きずなんだよ……」

「やっかみかよ！」

　ニックの叫びに、ジャックは楽しげな笑えみを浮かべつつ答える。

「冗じよう談だんだ。俺一人ひとりでやってやるさ」

「なんだ、冗談かよ……。って、いやいや、ジャックよお、どうせならラッドへの復ふく讐しゆうも冗談にしとけって！　つぅかよ、あんなイカれた野や郎ろうに手前てめえが勝てるわけねえだろ？　な？」

　実際、最初の一いち撃げきを食らったとはいえ、ジャックはラッドに手も足も出なかった。

　正直な話、素人しろうとが数年トレーニングを続けたとしても、勝利が盤ばん石じやくになるとは思えない。

　その上、ジャックがボクシングバッグを叩たたき始めたのは、『ラッド・ルッソが出しゆつ所しよする』と聞いた僅わずか数日前まえからである。

「勝てる勝てねえの問題じゃねえ。あいつは俺のプライドをズタズタにしやがったんだぞ！　ここで前に進まなきゃ、俺はもう拳こぶしを握れねえんだよ！」

「ボクサーみたいにカッコイイこと言うのは構わねえけどな。列車強ごう盗とうに入った先で、通りすがりの殺さつ人じん鬼きにぶん殴なぐられたんで復ふく讐しゆうします……って言っちまうとなあ……」

「う、うるせえ！」

　昔から喧けん嘩かっぱやい所があったジャックの行動は、確かに彼らしいと言えばそれまでなのだが、彼らしいからと言って見み過すごせる事じ態たいでもなかった。

「ニックさん、ジャグジーとドニーさん、ヨウンさんとファンさんを呼んできて下さい」

「え？　うっす」

　返事をして、部屋を後にするニック。

　その背を見送りながら、ジャックは眉まゆを顰ひそめて問いかけた。

「お、おい、なんだよ。力尽ずくで俺おれを縛しばり上げる気じゃねえだろうな」

「だったらジャグジーは役に立たないから呼びませんよ」

　さりげなく酷ひどい事を言いつつ、ニースは溜ため息いきを吐いた後、ゆっくりと口を開く。

「あの列車に乗ってた仲間です。シャーネさんも呼びたいんですけど、彼女とラッドの関係を考えると、ややこしい事になりそうですから」

　ニースの脳のう裏りに浮かぶのは、屋根の上でラッド・ルッソと壮そう絶ぜつな殺し合いをしているシャーネの姿すがただった。

　二人の間にどのような因いん縁ねんがあるのか、敢あえてシャーネには聞いていない。

　しかし、ニースは、数日前まえにラッド・ルッソの名前が話題に上った瞬しゆん間かんからシャーネの様よう子すがおかしいと気付いていた。

　──ジャックさんだけじゃなくて、シャーネさんとも後で話し会う必要がありますね。

　──……グラハムさん達が、ラッド・ルッソを連れてくる前に。

　そう決意しつつ、ニースはジャックに語り続ける。

「いいですか。私達はあの列車強ごう盗とうに関しては一いち蓮れん托たく生しようだと言った筈はずです。それは、列車を降りた後でも変わりません」

「……」

「だから、貴方あなたがどうしても復ふく讐しゆうするというなら、私達もそれに協力します。恐らく全員返かえり討うちに遭あう可能性もあるでしょう。せっかく築いたグラハムさんとジャグジーの友ゆう情じよう関係もご破は算さんになるでしょうね」

「い、いや、だから、俺のことなんて……」

　眼めを逸そらして言い淀よどむジャックを遮さえぎり、ニースはキッパリと言い放った。

「放っておける筈ないでしょう？　私も、みんなも……ましてやジャグジーが」

「う……」

　ジャグジーの顔を思い出し、ジャックはばつが悪そうに下を向く。

「最初はどんなに反対しても、ジャグジーは貴方の復讐に最後には付き合うでしょう。例え、グラハムさんに不ふ義ぎ理りになったとしても、自分の命が危なくなるとしても」

「……だから、どうするってんだよ」

「みんなで話し合うんですよ。あの時の列車に乗ったメンバーで、これからどうするか」

「……汚きたねぇよ、姐あねさん。んなこと言われたら、俺は引かざるを得ないじゃねえか」

　ニースを柔らかく罵ののしりつつ、ジャックはボクシングバッグをボスリと叩たたく。

　そんな彼に、ニースはいつの間にか片手に握りこんでいた爆ばく弾だんを指で弄もてあそびながら、優しい微笑ほほえみを向けて見せた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ジャック。もしもあのラッドという男が、グラハムさんの仲ちゆう介かいも虚むなしく私達に敵てき対たいするようなら……貴方あなたよりも先に、私が手を出しますから」

　笑顔の裏うら側がわにあるニースの心は、主に二つ。

　仲間の為ためには汚よごれ役も厭いとわないという決意と、単純に『何かを爆ばく破はできるチャンスができて嬉うれしい』という爆ばく弾だん魔まの欲よく望ぼうだ。

　それを知ってるジャックは、苦く笑しようしながら呟つぶやいた。

「逆に大丈夫じゃねえよ……」

　ジャックの表情から殺さつ気きが薄れるのを感じ取り、ニースはこれでジャグジー達と話し合えば問題ないと安あん堵どしたのだが──

　部屋に戻って来たニックが、別の問題を運んできた。

「姐あねさん、ジャグジー、レイルとかと出かけたってよ」

「出かけた？　どこにですか？」

　先せん刻こくあんなにも泣いていたジャグジーが、一体どこに出かけたというのか。

「いや、それがよ。アイザックさん達が来たらしくってよ」

　ニックの表情には、混乱と不安が入り交じっている。

「なんでも、モルサっつー人の所に仕事貰もらいにいくとかなんとか言ってたらしいんだが……モルサってどっかで聞いた事あるけど、誰だれだったっけか？」

　その言葉を聞いて、ニースはビキリと固まり、手にしていた爆弾を取り落とした。

「うおぉっ!?」

「それは……」

　ジャックが地面に落ちる寸すん前ぜんに爆弾をキャッチしたのと、ニースが冷ひや汗あせを掻かきながらニックの疑問に答えるのは全く同時の事だった。




「多分……マルティージョ・ファミリーの……ボスの人だと思います」





⇔






数分前まえ　ジェノアード邸てい　玄げん関かん




「おーっす！　ジャグジー！　元気だったか？　どうした泣きそうな顔して？」

「雀すずめの涙だね！　鬼おにの目にも涙だね！」

　玄関を開けて現れたのは、ジャグジー達にとっては恩人でもある二人組だった。

「ところでミリア、雀と鬼オーガがなんで泣いてるんだ？」

「親子の再会とかかなあ」

「なるほど！　雀すずめと鬼おには親子だったのか！　確かに、東とう洋ようの秘ひ境きようじゃトンビがタカを生むらしいからな……雀と鬼が親子でもおかしくないってわけだ。良かったなあ、再会できて！」

　ウンウンと一人で納なつ得とくしながら、アイザックは憔しよう悴すいしているジャグジーに問う。

「で、ジャグジーは誰だれと再会したんだ？」

「えっ？　し、したっていうか……一応明日あした、ある人と再会する予定はあるんですけど……」

　ジャグジーにとっても、ラッド・ルッソという男は鬼き門もんである。

　もしも会ってしまい、ジャックが復ふく讐しゆうをするなどと言いだした日には、自分もジャックを助けないわけにはいかない。

　それ故ゆえ、ラッドと会わなければ会わないに越したことはないのだ。

　──うう。そもそも、僕、あの人に『いつか絶対償つぐなわせる』って、とんでもない事を……。

　──お、覚えてたらどうしよう……。

　不安が積み重なり、再び泣きそうになるジャグジー。

　アイザック達はそんな彼の表情を覗のぞき込み、再び大きく頷うなずいた。

「泣くほど嬉うれしい人と再会するんだなあ。良かったじゃねえか」

「みんなでお祝いだね！」

「おお、パーっとやろうぜ！」

「金は天てん下かの回り物だね！　マネー・ローリングだね！」

　空気の読めない事を朗ほがらかに言うアイザック達。

「それを言うならマネーロンダリングじゃ……。と、とにかくごめんなさいアイザックさん、ミリアさん！　僕達、そんなお金がもう無いんです……」

　このままでは本当にパーティーの準備をされかねないと思ったジャグジーは、あっさりと自分達たちの懐ふところ事情を打ち明けた。

「なに、お金がない？　そりゃ丁ちよう度ど良かった！　俺おれ達も無いぜ！」

「お揃そろいだね！」

「ちっとも良くないですよ……」

　二人の天てん然ねん加か減げんが羨うらやましく、ジャグジーは大きく溜ため息いきを吐き出した。

「でもどうしよう……このままじゃ本当にマルティージョ・ファミリーに払うお金が……」

　自じ虐ぎやく気ぎ味みに呟つぶやいた独ひとり言ごとを聞き逃のがさず、アイザックがジャグジーに問いかける。

「マルティージョ？　なんだよジャグジー、マルティージョさん達にお金でも借りてるのか？」

「えっ？　あ、い、いや、まあ、そんな所です」

　上じよう納のう金きんだなんだという話に二人を巻き込んではならないと、オブラートに包んで誤ご魔ま化かすジャグジーだったが、アイザックは笑いながら言った。

「そっかー、俺達、ジャグジーに何か仕事はないかって聞こうと思ったんだけど、ジャグジー達も俺達と一いつ緒しよだったのか……」

「就しゆう職しよく難なん民みんだね！　ニューディール政策だね！」

「ニューディールさんも大変だな！」

　果たしてニューディール政策の意味を分かって言っているのかいないのか、ミリアとアイザックは神しん妙みような顔をした後、パア、と明るい顔になってジャグジーの腕を掴つかむ。

「じゃあ、行こうぜ！」

「え？　い、行くってどこへ？」

　キョトンとしたまま引っ張られるジャグジーに、アイザックは自信満まん々まんに声をあげた。

「モルサっていう、レストランのオーナーと知り合いなんだ！　あのおっちゃんもマルティージョの人らしいから、借金を待って貰もらうように頼もうぜ！」

「もしかしたら、仕事をくれるかもしれないね！」

「おお、そしたら俺おれらも仕事貰えるかな？」

「わあ、私達、お金持ちになれるね！」
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　勝かつ手てに話を進めるアイザック達に引き摺ずられながら、ジャグジーは思う。

　──ええっ!?　マルティージョの人!?

　──そ、そういえば、アイザックさん達、あのロニーって人とも知り合いだったみたいだけど……。

「で、でもアイザックさん。そんな事したら、アイザックさん達にも迷めい惑わくが掛かっちゃうんじゃないですか？　いくら知り合いだからって、僕なんかを連れて行ってお金の相談なんかしたら、怒られますよ……」

　当然と言えば当然の不安を口にするジャグジーだが、アイザックとミリアは互いに顔を見合わせ、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ、言った。

「なんでだ？　ジャグジー達が何か仕事すれば、借金も返して貰もらえるからモルサのおっちゃんも喜ぶぞ？」

「ハッピーマネーだね！　マネーエンドだね！」

　アイザックは本ほん気きでなんの不安も抱いていないようで、ミリアの言葉に到ってはもはや意味すらよく解わからない。

「で、でも……」

　ジャグジーは、やはり及および腰ごしになっていたのだが──

「いいんじゃないのぉ、ジャグジー。せっかく話ができるチャンスなんだからさぁ」

　と、高い子供の声が響ひびき渡る。

　視線を向けると、そこにはまだ10歳さい前後と思おぼしき子供の姿すがたがあった。

　顔面から足の爪つま先さきまで、無む数すうの縫ほう合ごう痕あとが線せん路ろのように走っており、初めて見た者は身体からだをキャンバスとして何かの絵を描いているのかと勘かん違ちがいする事だろう。

　そんな特とく殊しゆな外がい見けんをした──一見すると少年なのだが──少女は、ジャグジーに向かって無む邪じや気きな調子で語り続けた。

　眼めは無む表情なのか、口くち元もとは縫合痕に引っ張られて笑っているように見えた。

「レイル君？　う、うん……それは、その通りかもしれないけど……」

「でも、ジャグジーだけじゃ不安だから……僕もついていくよ」

　本ほん心しんを欠片かけらも表おもてに出さぬまま、少女──レイルは、とことことジャグジーの後ろにつく。

「おいおい。レイルが行くなら、ニースの姐あねさんとかも呼んでみんなで……」

　不ふ良りよう少年の一人がそんな事を言うが、レイルはフルフルと首を振り、答えた。




「みんなで行ったら警けい戒かいされちゃうよ。僕みたいな子供が一いつ緒しよの方が、相手も優しくしてくれるかもしれないよ？　こんな傷だらけの僕で良ければねぇ。ハハっ！」





⇔






20分後　レストランバー『蜂の巣アルヴエアーレ』　個室




「はっ……ははっはははははははっ……はっ、初めましてててて……ひ……ぁ……」

　過か呼吸を起こしかけるジャグジーの前で、その男は悠ゆう然ぜんと問いかける。

「……大だい丈じよう夫ぶか？　坊主ぼうず」

「はっははっ、はい！」

　カタカタと震えるジャグジーとは対たい照しよう的てきに、円えん卓たくを挟んで部屋の奥に座っている男は実に落ち着いている。

　その泰たい然ぜん自じ若じやくたる態度が、彼がこの部屋の主人であり、同時にこの建物の『王』である事を如によ実じつに表していた。

　年ねん齢れいは50～60歳さいといったところだろうか。

　薄い白髪しらが交まじりの髪かみをキッチリと纏まとめたその男は、ふむ、と頷うなずくと、震え続けるジャグジーの横に座るアイザックとミリアに問いかけた。

「で、アイザック。改まった話があるそうだが、この坊やは誰だれだ？」

「いやー、こいつは俺おれ達たちの友達でジャグジーっていうんだ　それがさ、ジャグジー、マルティージョの誰かに金を借りているらしいんだけど、払えなくなっちゃったらしくってさ」

「金きん欠けつだね！　ゴールドバニッシュだね！」

「だから、こいつに何か仕事を紹しよう介かいして欲しいってわけさ！　ついでに俺らにも！」

　単純極きわまりない回答。

　先ほど自分が説明した通りの事とはいえ、事実と少し異なる内容にジャグジーは刺青いれずみの入った顔面をこれまでにないほど青くした。

「ほう……。金をねぇ……」

　指を組んだ両手を円卓の上に置き、重おも々おもしい声を出す壮そう年ねん男性。

「まあ、まずは自じ己こ紹しよう介かいをしておこう。モルサ・マルティージョだ」

　名前を聞いて、ジャグジーは改めて背せ筋すじをビクリと震わせた。

　──そ、そうだった。思い出した、思い出したよ！

　──も、モルサって……マルティージョ・ファミリーのボスの名前じゃないか！

　──あ、アイザックさん達って、どうしてそんなエライ人と!?

　──っていうか、こ、これ、僕、死んじゃうよね？

　──れ、レイル君は個室の外で待ってるとか言うし……。

　──た、助けてー。助けて誰かー！

　今にも卒そつ倒とうしそうな所をなけなしの気力で踏みとどまり、消え入るような声で答える。

「じゃ、ジャグジー……スプロット、です」

「そうか。よろしく、ジャグジー。私の家族……フィーロの恩おん人じんであるアイザック達の友人なら、マルティージョ・ファミリーの友人でもある」

「は、はあ」

　──恩人って……何やったんだろう。アイザックさん達。

　不ふ思し議ぎに思うジャグジーだが、モルサの声で現実に引き戻される。

「しかし、返せん額の借金をするのは感心せんな。一体ファミリーの誰だれに借りたのかね？」

　穏おだやかだが、部へ屋や全体にのしかかる重みを感じさせる声だった。

　すると──モルサの背後に立っていた男が声を上げる。

　ジャグジーの緊きん張ちようの原因の半分を担になっている男、ロニー・スキアートだ。

「頭領。敢あえて言うなら、私という事になります」

「ロニー。お前が？」

「彼は、我々の縄なわ張ばりで活動をしている不ふ良りよう達たちのリーダーです。一昨年おととし、一いつ定てい額がくの上じよう納のう金きんを納める事で話をつけたのですが……この不ふ況きようです。稼かせぎが減って支払いがキツくなったものかと」

　淡たん々たんと語られる正確な事情を前に、ジャグジーは申もうし訳わけ無さそうに顔を俯うつむかせる。

　そんな彼に、事情を把は握あくしたモルサは語りかけた。

「なるほど。それで仕事を探している、というわけか」

　モルサの声に合わせ、ロニーが眼めを伏せ謝しや罪ざいする。

「申し訳ありません、私が対応すべき話なのに、頭領の耳を汚けがしてしまいました」

　──あああああ。謝ってる!?　あのロニーっていう怖こわい人が謝ってる！

　──や、やや、やっぱりこのモルサって人、物もの凄すごく怖い人なんだ！

「そう言うなロニー。汚れてるのは俺おれ達の仕事そのものだろう。街の若い連れん中ちゆうの面つらを見れただけでも貴き重ちような体験だと思う事にするさ」

「頭領がそう仰おつしやるのでしたら」

　一歩下さがるロニーを余よ所そに、モルサは再びジャグジーに対して口を開く。

「さて……とはいえ、上納金ってもんは、なあなあで済ませていいもんじゃない……ってのは解わかるな、ジャグジー・スプロット」

「ひっ!?　は、はい！」

「で、どうする気かな？　君きみ達たちの中で、誰だれがどういう落とし前を……」

「僕です」

　あっさりと──

　それまで涙なみだ目めだった男が、モルサの言葉を遮さえぎり、あまりにもあっさりと答えた。

「全部の責任は僕にあります。だから、僕が全部償つぐないますから、み、みんなには……手を出さないで……ください……。な、なるべく、死にたくはない……ですけど……」

　言葉の後半は再び涙なみだ声ごえになっていたが、モルサは一いつ瞬しゆんだけ、ジャグジーの眼に強い決意を感じ取っていた。

「ふむ……」

　少し表情を変え、興きよう味み深ぶかげにジャグジーの顔を見るモルサ。

　彼とジャグジーのやり取りを眺ながめながら、アイザックとミリアはヒソヒソとささめき合う。

「なんだか難しい話してるなあ、ミリア」

「きっと、政治の話だね！」

　二人の会話を耳にしたモルサは、相そう好ごうを崩くずして楽しげに言った。

「ああ、政治の話さ。ジャグジー君は将しよう来らい政治家かになるかもな」

「ええっ!?」

　唐とう突とつな話の流れに、ジャグジーが驚きの声を上げる。

　眼めを白しろ黒くろさせている彼に、アイザックとミリアが賞しよう賛さんの声をあげる。

「おお、そりゃすげえな！　ジャグジーは友達が多いから大だい統とう領りようになれるかもな」

「エイブラハム・リンカーンだね！　ジェームズ・ガーフィールドだね！　ウィリアム・マッキンリーだね！」

「そ、そんな、僕なんて……はは……」

　緊きん張ちようがほぐれた事と、悪い気はしない事が合わさったのか、思わず口くち元もとを緩ませるジャグジーだったが──

「……全員、暗あん殺さつされた大統領だな」

　というロニーの一言によって、再び顔を青くして震える結果となった。

　だが、モルサはそんなジャグジーに、和わ楽らくの色を浮かべてみせる。

「いいだろう。上じよう納のう金きんを受け取っているからには、お前達を庇ひ護ごする義務がある。それは不ふ況きように対しても同じ事だ」

「えっ？　そ、それじゃあ……」

「お前達に、仕事をやろう。巧うまくすれば、上納金半はん年とし分ぶんは稼かせげる仕事だ」

「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます！」

　慌あわてて礼を言った後で、ジャグジーは急に不安になった。

　──あ、あれ。でも、そんなに儲もうかるギャングの仕事ってなんだろう？

　──ま、まさか……鉄てつ砲ぽう玉だまとか……。死体処しよ理りとか……。暗あん殺さつ!?

　想そう像ぞうすればするほどに物ぶつ騒そうな方向に思し考こうが流れていく。

　そんな彼の不安を感じ取ったのか、モルサは笑いながら話を続けた。

「坊主ぼうず、そう構えるな。腐くさっても俺おれはカモッラだ。ファミリー以外の人間に無む茶ちやをさせる真ま似ねはしないさ。……まあ、別の意味で無茶な仕事かもしれないが」

「何をさせるおつもりです？　頭領」

　ロニーの問いかけに、モルサは若々しくニヤリと笑う。

「来週、『アレ』があるだろう」

「……なるほど。その仕事を彼らに？」

『アレ』と言われただけで、ロニーは全て得とく心しんしたとばかりに頷うなずいた。

「????????」

　事情が掴つかめてないジャグジーは、不安げな眼を室内に泳がせる。

　そんな彼に、ロニーが淡たん々たんと問いかける。

「ジャグジー・スプロット。ポーカーのルールは知っているか？」

「え？　いや、まあ……みんなとたまにやりますから……」

「ルーレットの経験は？　クラップスは？　ブラックジャックは？　スロットはどうだ？」

「え？　いや……殆ほとんど無いです……カジノとか怖こわいから……」

「ふむ……、まあいい。運はいい方か？」

「最悪の方だと思います。あ、でも……悪あく運うんは強い……のかな」

「タキシードやドレスは持ってるか？　できるなら、不ふ良りよう集団全ぜん員いん分ぶんだ」

「そ、そんなのあったら、売ってお金にしてます……」

「ふむ……ならば、それは俺が仕立てよう」

　矢や継つぎ早ばやにされる質問に、ジャグジーは流されるまま答え続けた。

　そんな問もん答どうが暫しばし続いた後──

　ロニーは、少し迷った後、モルサに対して頷うなずいた。

「まあ、大だい丈じよう夫ぶでしょう。何しろ、我々のファミリーの人間ではないというのが素晴らしい」

「だが、信頼できる相手じゃなければ務つとまらん仕事だ」

「ですが、頭領は信頼なさったのでしょう？」

「まあ、この坊主ぼうずだけだがな。リーダーを見れば仲間の質しつも解わかるというもんだ」

　話についていけないジャグジーは、黙だまってそのやりとりを聞いていたのだが、やがて我が慢まんできなくなったようで、おずおずと尋たずねかける。

「あ、あの……それで、僕らは何をすればいいんですか？」

「なに、簡単な事だ」

　対するモルサの答えは、シンプル極まりないものだった。




「……ギャンブルだよ」





⇔






数分前　『蜂の巣アルヴエアーレ』　カウンター席




　元々はハチミツの密みつ造ぞう酒しゆを出す闇やみ酒場だった『蜂の巣アルヴエアーレ』。

　禁きん酒しゆ法ほうの廃はい止し後ご、堂どう々どうと看かん板ばんを出した現在も、そのコンセプトは変わらない。

　ハチミツの甘い匂においが、木製のテーブルや床に染しみついている独どく特とくな空間。

　淡あわい白はく熱ねつ電球の灯あかりが料理に使われている蜂はち蜜みつを黄こ金がね色いろに輝かせ、広い室内をまるで海かい賊ぞく船せんの宝たから物もの部屋のように彩いろどっている。

　甘い匂においの濃さに悪わる酔よいする客もたまにいるが、多くの者はその匂いも料理の一つとして鼻び腔こうで味わっていた。




　そんな甘ったるい空間の中で、ピシリとした印いん象しようを周囲に与える娘むすめが一人。

　レストラン裏で材料搬はん入にゆうの手伝いを終えた後、休きゆう憩けいしようとレストランのカウンター席に座ったエニスである。

　当時のアメリカでは珍めずらしく、男おとこ物ものの黒スーツを身に纏まとっているが、中ちゆう性せい的てきな美しさも相まって、決して見る者を不快にはさせていない。

　カウンター周辺はマルティージョ・ファミリー関係者の席という暗あん黙もくの了りよう解かいがある為ためか、周囲には殆ほとんど一般客きやくの姿すがたは見られなかった。

　だが、エニスは今、見知らぬ子供の視し線せんに気付き、些いささか戸と惑まどっていた。

　自分の横にチョコンと座った、チェスワフ・メイエルと同じ年とし頃ごろの子供だった。

　顔や手に走る傷が特とく徴ちよう的てきだが、それも含めて調ちよう和わの取れた顔立ちをしている。

　──男の子……いえ、女の子でしょうか……。

　そんな事を最初は気にしていたのだが、やたらとその子供がこちらを見て来るので、別の意味で気になってきたエニス。

　最初は自分の服装が珍めずらしいのかと思ったが、ちらりと眼めを向けると、その子供の視線は、服というよりもエニスそのものを観察しているかのようだった。

　見た所、カウンター席に保ほ護ご者しやの姿はない。

　マルティージョ・ファミリーの関係者とも思えない。

　エニスは突き刺さり続ける視線にどう対たい処しよしていいのか解わからず、暫しばし戸惑いながらハーブティーを飲んでいたのだが──

「お姉ねえちゃん、もしかして、エニスっていう名前じゃない？」

　と、不ふ意いに子供が声をかけてきた。

「え……そうですけど……。君は一体……？」

　首を傾かしげつつ振り向いたエニスは、そこで子供とハッキリ目が合った。

　子供はその質問には答えず、マジマジとこちらの顔を観察したあと、挑発するように笑う。

「ふーん……予想してたのと違うなぁ」

「？」

「もっと、セラードってお爺じいちゃんと似てゴッツい女の人かと思ってたよ！　アハハっ！」

「……っ！」

　セラード。

　その名前が出た瞬しゆん間かん、エニスの背せ筋すじが凍り付いた。

　目の前の子供に対し、全身に緊きん張ちようが走る。

　もしもこの子供がセラード・クェーツの関係者だとしたら、いかなる目的を持って現れたというのだろうか？

　最さい悪あく自分が『食われる』事すら想そう像ぞうして、いつでも椅い子すから跳びすされるように四し肢しの筋きん肉にくをスタンバイさせる。

　しかし、緊きん張ちよう状態になったエニスに、子供は笑いながら小こ声ごえで言った。

「やだなぁ。そんなに怖こわい顔しないでよ……同じ、ホムンクルスの仲間なんだからさ」

　エニスにだけ辛かろうじて聞こえる言葉だったが、それは、彼女の心に再び衝しよう撃げきを与える。

「……っ！」

「もっとも、僕は……僕達はお姉ねえちゃんと違って、できそこないだけどねぇ。……ハハっ！」

「君は……」

「マルティージョ・ファミリーっていう所に居るっていうのは聞いてたけど。まさか、こんなところで繋つながるとは思わなかったよ。ああ、僕はレイル。よろしくね」

　自然と、二人の間に緊張が走る。

　周囲の客にその緊きん迫ぱくした空気は気付かれておらず、店内には相変わらず賑にぎやかな空気が漂い続けていた。

　実際、新しい客が入って来ても、エニスとレイルの方に眼めを向ける事はなかった。




　ただ──

「すいません」

　その客がカウンター内にいた女店主のセーナに声をかけた瞬しゆん間かん、今度はレイルの身体からだが固まる事となった。

「この店なら、マルティージョ・ファミリーの人と話ができると聞いたんですが」

　表情を消したレイルを訝いぶかしく思い、エニスも声の方に眼を向けた。

　声の主ぬしは、レイルより１、２歳年とし上うえと思おぼしき子供のものだった。

　エニスが相手の事を更さらに観察しようとした所で──レイルが、もはやエニスの事などどうでもいいとでも言うかのように、ギチギチと首を背後に向けた。

「なんで……なんで君がここに居るのかな？」

　横から声をかけられた子供は、レイルの方に顔を向け、眼を数回瞬まばたかせた後、素そっ気けない調子で口を開く。

「……なんだ、レイルか」

　呆あきれたような言葉。

　それが不満だったのか、レイルはギリギリと歯を軋きしませた後、何か感情を表おもてに出そうとしたのだが──

　続けて店に入ってきた男を見て、その流れは断ち切られた。

　レイルだけではない。入って来た男によって、店の中に溢あふれる賑にぎやかな空気の流れそのものが断ち切られる事となったのだから。

「いいね。いいよいいよ！」

　響ひびき渡るのは、朗ろう々ろうとした賞しよう賛さんの声だった。

「この店は素晴らしい！　最高にマーヴェラスでグッドラックだよ！」

　芝しば居いがかった調子で叫ぶ男に、レイルは全身を強ばらせる。

「何がいいって、ハチミツの匂においがいいね！　大だい自然が生み出した至し高こうの甘みだよ！　みんな、ちゃんとミツバチさんに感謝してるかい？　僕はそうだね、今から感謝するよ！」

　その男の歯は全てイルカのような鋭い犬けん歯しに植え替えられており、眼がん球きゆうの白い筈はずの部分が全て赤く染まっていた。

　明らかに異い常じような男の登場に、リカルドと呼ばれた子供を除のぞき、店内の客達も一いつ斉せいに表情を強ばらせる。

　エニスもその男の顔を思い出し──やはり、全身を強ばらせた。

　──あれは……一昨年おととしの……っ！

『ミストウォール』での事件を思い出し、彼が店内の人間に危き害がいを加えるのではないかと思い至り、すぐさま椅い子すから立ちあがる。

　だが、駆かけ出す直前に眼がん下かから聞こえた言葉が、エニスの足を引き留めた。

「クリス……」

　それは、様さま々ざまな感情が入り交じり、逆に呆ほうけているように聞こえる。

「クリストファー……」

　エニスに対する余よ裕ゆうぶった態度はどこへやら──男の顔を見た瞬しゆん間かんから、レイルと名乗った子供はあからさまな変化を見せていた。

　レイルの眼めに浮かぶのは、紛まぎれもない大おお粒つぶの涙。

　その純じゆん粋すいな涙を見て、エニスはただ、戸と惑まどうことしかできなかった。





⇔






同どう時じ刻こく　個室




「ギャンブル……？　え、それって……どういう……」

　不安げに尋たずねるジャグジーに、モルサは笑いながら答える。

「ああ、まあ、詳しい説明は……ふむ。誰だれにさせるべきか……」

　少し考え込んだ後、モルサは一人の男性名めいを口にした。

「フィーロ・プロシェンツォという男がいる。君より少し年上の男だ」

「は、はあ……」

　ジャグジーは『ミストウォール』の事件の際に、屋上のレストランでフィーロと同じ空間にいたのだが、お互いに名乗ったりしたわけでも会話に興きようじたわけでもないので、完全に記き憶おくから抜け落ちているようだ。

　──そういえば……アイザックさん達がよくフィーロって名前を出してたような……。

　と、かろうじてそんな事を思い出したが、隣となりにいるアイザック達に尋たずねる間もなく、モルサが言葉の続きを口にした。

「彼が今度、とある場所で開かれる賭と博ばくの会かい合ごうに出て、会場の一部を仕切るんだが……。早い話が、君達には彼を手伝って欲しいわけだ」

「……手伝う？」

　ディーラーでもやれというのだろうか。

　ジャグジーはそう考えたが、トランプすら巧うまくシャッフルできない自分に、そんな真ま似ねができるとは思えない。

　──そ、それに……もしも負けた人が『イカサマだ』って騒さわいで暴あばれたりしたら……。

　脳のう内ないでドニーと同じぐらいの大おお男おとこが自分の首を絞しめ上げている光こう景けいを想そう像ぞうし、ジャグジーは全身から血の気を引かせた。

「そう怯おびえる事はない。君は、というか、君達はただ、賭かけ事を楽しんでくれればいいんだ。無む論ろん違い法ほう賭博であるから、警官に踏み込まれれば捕つかまるというリスクはあるがね」

「……」

　──ますますもって解わからない。

　──ギャンブルを楽しむ事が、どうして仕事になるんだろう？

　とにもかくにも、引き受ける前に詳しい話を聞かなければ前に進めなさそうだ。

　ジャグジーは、フィーロという人間に会う前に、モルサに向かって更さらに何か尋たずねようとしたのだが──

　個室に響ひびき渡るノックの音が、ジャグジーの言葉を遮さえぎった。

「失礼します」

「ちょっと、頭領に伝える事が」

　部屋に入ってきたのは、異い常じように痩やせた男と太った男の二人組。

「どうした？」

　穏おだやかな声で尋ねるボスに、痩せた男の方が答えた。

「それが……ちょっと変わった客が来てましてね。余よ所そから追われたマフィア連れん中ちゆうらしいんですが……。うちの傘さん下かに加わりたいって言ってましてね……」

「うちの傘下に？　こんな小さな組織にか？」

　眉まゆを顰ひそめるモルサ。

　マルティージョ・ファミリーはこの時代には珍めずらしく、どこの大だい組織にも属さず細ほそ々ぼそと縄なわ張ばりを守っている小さな組織だ。

　そんな組織の傘さん下かに加わりたいと言い出す者達が居るとしたら、よほどマルティージョ・ファミリーから恩を受けた者達か、逆に、組織に潜せん入にゆうして内部から縄なわ張ばりを乗っ取ろうという野や心しん家か達たちだろう。

「どこのどんな組織だ？　どんな理由でこの街に来たと言っている？」

　そもそも、以前の場所を追われた理由が、大組織との敵てき対たいだとしたら慎しん重ちようにならざるを得ない。何しろ、傘下にするという事は、その者達が持つしがらみや怨えん恨こんといったものも纏まとめて引き受ける事になるのだから。

「いや……なんか変わった連れん中ちゆうで……。ルッソ・ファミリーのボスだって言ってるんですが」

「ル、ルッソ!?」

　悲鳴を上げたのは、ジャグジーだった。

　ルッソ・ファミリーのボスと言えば、ジャグジー達に賞しよう金きんをかけたプラチド・ルッソだ。

　同時にそれは──ジャグジーの仲間達を数名殺ころした組織のボスという事でもある。

　逃げ出したい衝しよう動どうと、その裏うら側がわから突き上げる『ここでケリをつけるんだ』という衝動に挟まれ、ジャグジーの心はそのまま挟み潰つぶされそうになった。

　モルサはジャグジー一いち味みとルッソの関係は知らない筈はずだが、ジャグジーの悲鳴とその後の表情を見て因いん縁ねんがある事を察したのだろう。深く息を吐き出すと、客きやく人じんである少年に告げた。

「安心しろ、何もさせん」

　そして、ロニーの方に一いつ瞬しゆんだけ視線を向ける。

　ロニーもそれで全て了りよう承しようしたようで、恭うやうやしく答えた。

「了りよう解かいです。頭領」

　秘ひ書しよの言葉を確かく認にんした後、モルサはカモッリスタ幹部である痩やせた男と肥ひ満まん体たいの男に指し示じを出す。

「その客人を部屋に案内してくれ。護ご衛えいは一人だけ許すが、武ぶ器きは部屋の前でお預かりしろ」

「はい！　あ、いや、まあ、人数に関しては大だい丈じよう夫ぶっすよ、頭領」

「？」

「最初から、ボスと護衛の二人しかいないんで」




　その後、『別のお客さんが来たみたいだから、外で待ってるぜ！』と言ってアイザック達は外に出て行ったのだが、ジャグジーはその場に残り続けた。

　下へ手たに廊下で鉢はち合あわせするよりは、ここで迎えた方がいいと判はん断だんしたのである。

　しかし──

　一分ほど時間をおいて、部屋に現れた『ルッソ・ファミリーのボス』の姿すがたを見て、死ぬ覚かく悟ごまで決めかけていたジャグジーはキョトンと眼めを丸くし、モルサも、あまりに予想外がいだったボスの姿すがたに僅わずかな驚きの色を見せた。

「えっ……あれ？　どこかで見た事……」

　ジャグジーは２ヶ月ほど前にその子供を目にしているのだが、前後に起こったインパクトのある思い出に邪じや魔まされ、即そく座ざに詳しよう細さいを思い出す事ができずにいた。

　子供はそんなジャグジーを無む視しし、部屋の奥に座るモルサに恭うやうやしく一いち礼れいして見せる。

「不ぶ作さ法ほうな来訪にも関わらず、面会を許して下さった事を感謝します。Ｍｒ．マルティージョ」

　扉とびらの前に立つのは、どう見ても10代前ぜん半はんと思おぼしき、美しい顔立ちの少年だった。

「……ルッソ・ファミリーを預からせて頂いている、リカルド・ルッソです」

　リカルドと名乗った子供は、年ねん齢れいにそぐわぬ言葉を紡つむぎ、真まっ直すぐな眼めでモルサの事を見つめている。




「……なるほど。すまない。面めん食くらったが、その言葉遣づかいと目つきを見るに、子供の悪戯いたずらというわけでは無さそうだ」

　僅わずかの間を置き、軽い謝しや意いを伝えた後、モルサはゆっくりと問いかけた。

「ルッソ・ファミリー……思い出したよ。去年の暮れに、ラジオのニュースで耳にしたが……その時のボスは、プラチド・ルッソ氏だったと記き憶おくしているが？」

　プラチドは去年の末に様さま々ざまな罪つみで追われ、シカゴから完全に姿すがたを消している。

　彼の失しつ踪そうを待っていたかのように、周囲の組織が鮫さめの群むれのように利り権けんに群がり、僅か数すう週間の間で縄なわ張ばりは全て失ってしまったという噂うわさを聞いていた。

　それ故ゆえの疑問を口にしたモルサに、リカルドはスラスラと答える。

「祖そ父ふのプラチドは、全ての責任を投げ出して姿を消しました。恐らく生きてはいないでしょうし、生きていたとしても、組織の長ちようとして活動する事は不ふ可能でしょう。私の両親も数年前まえに他た界かいしているので、私が直ちよつ系けいの後こう継けい者しやという事になります」

　淡たん々たんと自分の立場を呟つぶやいた後、リカルドは僅かに眼を伏せ、やや自じ嘲ちよう気ぎ味みに続けた。

「もっとも、それを正式に認めるルッソ・ファミリー自体が崩ほう壊かいしてしまっているのですが」

「そうか……直接会あったことはないが、君の一いち族ぞくの冥めい福ふくを祈ろう」

「……ありがとうございます。組織という形こそ消しよう滅めつしましたが、残った僅かな仲間フアミリーの為ために、恥はじと知りつつ食い扶ぶ持ちを求めている状況とお察し頂ければ幸いです」

「率そつ直ちよくだな。しかし、何な故ぜうちの組織に？　仕事を探すならルノラータ・ファミリーにでも出向いた方がいいと思うが」

　やはり当然と言える疑問を前に、リカルドは淀よどみない言葉を紡つむぎ出す。

「大きい組織では、私達など本当にゴミ扱いされて終わりでしょう。ですが、マルティージョ・ファミリーは小さい組織でありながら、このＮＹで独立を保っている組織です。その中で、私はルッソ・ファミリーを復ふつ興こうさせる手がかりを掴つかみたいんです」

「……本当に率そつ直ちよくだな。つまり、食い扶ぶ持ちを稼かせいでノウハウも盗ぬすむが『マルティージョ』の一員になるつもりはないという事か？」

「ええ、ですから。私達の事はそこらへんの不ふ良りよう少年と同じように扱って頂いて結けつ構こうです。私達の組織の復ふつ興こうを見み逃のがす価か値ちが無いと判はん断だんしたなら……その時は、その時です」

　全てを達たつ観かんしたような眼めをして語るリカルドを見て、モルサは少しだけ悲しげな眼をして、リカルドに言った。

「君のような若者が、そんな眼をしているとは、嫌いやな時代になったものだな。私達の仕事を請うけ負うなら、そう簡単に死を受け入れて貰もらっては困る」

　モルサの言葉の半分は、子供らしさを失ったリカルドへの説せつ諭ゆだが──もう半分は、『仕事をやる』という意い思し表ひよう示じに他ならない。

　リカルドは静かにその言葉を受け入れた後、ゆっくりと口を開いた。

「正直、私は顔を見た瞬しゆん間かんに嘲ちよう笑しようされる事を覚かく悟ごしていました。子供の悪戯いたずらだと思われればそれまでだろうと。ですが、マルティージョさんは対たい等とうに話を聞いて下さいました。それだけでも、私はこの巡り会いに感謝せざるを得ません」

「買いかぶりさ。この年になると、子供と大人おとなの区別もつかなくなるだけだ。しかし、本当にうちでいいのか？　うちと似たような組織ならガンドールもあるが？　キース・ガンドールは聡そう明めいな男だ。君を子供だと侮あなどる真ま似ねはしないと保証しよう」

　実際、勝かつ手ての違うカモッラよりは、マフィアであるガンドール・ファミリーの下についた方がやりやすいだろう。

　そう思って確かく認にんしてみたモルサだったが、リカルドは首を左右に振った。

「……実は、この組織を選んだのには、もう一つ理由があります」

「ほう？」

「とはいえ、私も先せん日じつ知ったばかりなのですが……私の護ご衛えいが言うには、『マルティージョ・ファミリーには友達がいる』と」

　リカルドは、そう言いながらチラリと背後に視線を向ける。

　それに合わせて、モルサとジャグジーは扉とびらの外の影に意識を移した。

「え……？」

　声を上げたのは、ジャグジーだ。

　廊下の影で笑う男の姿すがたは、ハッキリと覚えていたからだ。

　赤い眼がん球きゆうに、シャチのような歯。

　古い貴き族ぞく風ふうの服装も相まって、吸きゆう血けつ鬼きにしか見えない男。

　ＮＹのミストウォール最さい上じよう階かいと、シカゴの片かた隅すみにあるレストラン、そして、『ネブラ』のビルの屋上。

　様々な場所で顔を合わせているその男に抱いていた印いん象しようは、『危険』の二ふた文も字じに集しゆう約やくされる。

「どうもどうも。リカルドの親友にして部ぶ下かのクリストファーです」

「勝かつ手てに喋しやべるな」

　リカルドが醒さめた目つきで言った後、モルサに謝しや罪ざいする。

「すいません。この男は見た目の通り常じよう識しきが無い男なので……。ですが、荒あら事ごとに関しては非常に役に立つという事は保証します」

「そうか。なに、ドアの外の暗がりにいるのがチラチラ見えた時は、とうとうこの年になってゴーストというものを見てしまったかと気になっていたんだが……。まあ、人間なら安心だ」

　冗じよう談だんめいた事を言って肩を竦すくませたモルサは、あまりにも異い様ようなクリストファーを見て、一言で尋たずねた。

「で、君の親友というのは？」

　するとクリストファーは、無む邪じや気きとも言える笑顔を浮かべ、楽しそうにその名前を口にした。

「フィーロ……フィーロ・プロシェンツォ。僕に自然との付き合い方や人としての常識を教えてくれた大だい恩おん人じんにして大だい親友ですよ！」

　──えっ、フィーロ？

　──フィーロって……これから僕が会う人？

　聞いたばかりの名前が出た事に、ジャグジーは更さらに混乱する。

　ギャンブルをしろという謎なぞのバイト。

　ルッソ・ファミリーの登場。

　そのボスがいつのまにかリカルドという子供なっていた。

　クリストファーの登場。

　この短い時間に起こった様さま々ざまな出で来き事ごとを思い返し、ジャグジーはガチガチと震え出した。

　──あれ、おかしいな。

　部屋の中に入った事で、自分は夢の世界にでも迷い込んでしまったのではないだろうか？

　もちろん、夢だとしたら悪あく夢むに違いないのだが。

　──僕はただ、お金をなんとかしてもらおうとしてただけなのに……。

　金を稼かせぐという行為は、こんなにもトラブルの予よ感かんに満ちたものなのだろうか。

　冷ひや汗あせを掻かきつつ情報を整理しようとするが、何なに一つ纏まとめる事ができなかった。

　モルサはそんなジャグジーの心など知らず、淡たん々たんと話を進めていく。

「ほう……フィーロのねぇ。あいつも以外と顔が広いな」

　マルティージョ・ファミリーのトップである男は、何やら楽しそうに顎あごをさすると、若わか々わかしい微笑ほほえみを浮かべ、リカルド達に言った。

「だが、丁ちよう度どいい。それなら、君達にもフィーロを手伝って貰もらうとしよう」

　──あわわわわ。

　──ちょっと待って、このクリストファーって人と仕事？

　──だ、だって、この人、ビルの屋上で人を撃うち殺したり……。

　──あ、でも、シカゴのレストランの時は丸くなってたし……。

　──ティムさんに相談できれば……。

　頭の中で様さま々ざまな情報を空から回まわりさせ続けるジャグジー。

　自分がとんでもないトラブルに巻き込まれつつあるという『予よ感かん』だけが煮に詰つまっていく。

　いっそ、このまま外に出た後に逃げ出してしまおうかとすら考えたのだが──

「ロニー」

「はい」

「話が全て済んだら、そこにいるジャグジー君と一いつ緒しよに、彼らをフィーロの賭と場ばに案内してあげなさい」

「了りよう解かいしました。頭領」

　そう頷うなずいたロニーがチラリとこちらを見て笑ったのを確かく認にんし、ジャグジーはいよいよ覚かく悟ごを決めざるを得なかった。

　自分が、再びトラブルの中に身を投じる事になるのだと。




『ギャンブル』は──既すでに始まっているのだと。













五章　黒こく衣いの娘むすめは後こう悔かいしない







同どう時じ刻こく　ＮＹ某ぼう所しよ　アパートの一室




　──私に、殺せるだろうか。

　黒いドレスを纏まとった女は、服装に見合わぬ物ぶつ騒そうな事を考えた。

　だが、手に握る無ぶ骨こつなナイフを見れば、少女の思し想そうはまだ大人おとなしく感じられるだろう。

　鏡きよう面めん状態になるまで磨みがかれたナイフに、自分の瞳ひとみを映す少女。

　彼女──シャーネ・ラフォレットは、刃は物ものの表面に浮かぶ自分自じ身しんに問いかける。




　──私は、変わってしまったのか？




　思い出されるのは、自分の過去。

　父であるヒューイ・ラフォレットの為ために、全てを捧ささげてきた。

　殺しだろうとなんだろうと、父の望み通りに成し遂とげてきた。

　あるいは、父親の望み通りに『育ってきた』つもりだが──まだ、足りないのかもしれない。

　自分は、まだ父を満足させる事ができていないかもしれない。

　いや、それを望むのはおこがましい事だろう。

　人間は太陽が無ければ生きていけないが、太陽が人間を愛しているとは限らない。

　父の愛を求めてはいけない。自分はただ、父の道具であればいいのだ。

　最後に使い捨てられる瞬しゆん間かん、名前を呼んでくれるだけでいい。

　それだけで、自分の一生は救われるだろう。

　名前を呼ばれなかったら──

　悲しいが、自分はその程てい度どの働きしかできなかったという事だ。

　父を恨うらむ事などありえない。




　その決意が微み塵じんも失われていない事を確かく認にんしたシャーネは、改めて自分自じ身しんに言い聞かせる。

　──だから、殺さなくてはいけない。

　──あの男を。

　──父を殺すと断だん言げんした、あの忌いま々いましい男を。

　──ラッド・ルッソ。

　──……。

　──私に、殺せるだろうか？

　己おのれの心に疑問が混じった事で、シャーネはハッと息を呑み──

　自分自身の心を突き刺すかのように、ナイフを勢い良くテーブルに突き立てた。

　ナイフは鉈なたのような勢いで木製のテーブルに突き刺さり、刃はこぼれ一つ起こしていない。

　周囲にいくつもの傷がある事から、恐らく彼女は、自分自身への苛いら立だちを覚える度たびに何度もこうしてきたのだろう。

　彼女は首くび筋すじにジットリと汗あせを掻かいているのを感じ取り、ゆっくりと視線を上げる。

　自じ問もん自じ答とうの世界から、現実に戻って来たとでもいうかのように。




「……」

　無む言ごんのまま、シャーネは部屋の中を歩き始めた。

　普ふ段だんはジャグジー達と共にジェノアード家の別べつ荘そうに住んでいるシャーネだが、彼らにも秘ひ密みつでこの安アパートにやって来ては、一人になりたい時によく利用していた。

　本来ならばここは『幽霊レムレース』が隠かくれ家がとして持っていた部屋なのだが、チームが壊かい滅めつした今もまだ使えるとは思わなかった。

　大おお家やから何の通知もないのが不ぶ気き味みだが、シャーネはとりあえずの隠れ宿やどとして利用を続けていたのである。

　まだ、建てられてそこまで年月は経たっていないのだろう。

　石いし壁かべの色も新しく、天てん井じようにも傷みは見られない。

　なにより、１９２０年頃から普及したタイプの、比ひ較かく的てき新しいシャワールームがそれを証明していた。

　シャーネは自分が掌てのひらにまで汗あせを掻かいている事を感じ取り、表情を消したままナイフを仕し舞まい、そのままシャワールームへと足を向ける。





⇔






「……」

　シャーネは基本的に、シャワーを浴びる時は湯を沸わかす事をしなかった。

　二月の冷れい水すいを身に受けながら、彼女は表情一ひとつ変えずに自分の世界に没ぼつ頭とうする。

　湯ゆ気げの立たぬ浴室内ないで、水みず飛沫しぶきの中に美しい肢し体たいを露あらわにしている娘むすめ。

　適てき度どに鍛きたえられた筋きん肉にくや、しなやかさを残した四し肢しによって、その姿すがたからはエロティシズムというよりも、古こ代だいギリシャの彫ちよう像ぞうのような純じゆん粋すいな美しさが感じられた。

「……」

　冷水が身体からだを引き締める中、彼女の心の中には熱く煮えたぎる思いがある。

　殺さつ意いを。

　絶対的な殺意を、彼女は過去の自分から呼び起こそうとしていたのだ。

　その為ために、彼女はまず、今の自分に起こっている変化を、過去の自分自じ身しんから鑑かえりみる。

　──私は、丸くなった。

　──もう、何年……人を殺していない？

　フライング・プッシーフットの中で、白しろ服ふくの雑ざ魚こを始し末まつした。

　思えば、あれがまずかったのかもしれない。

　──あの時……私は……。

　──父とうさんの為ためじゃない……自分の感情で人を殺した。

　列車の中を散さん策さくしていた時に出会った男は、『黒くろ服ふく』が人ひと質じちに取ろうとしていた少女──上じよう院いん議ぎ員いんの娘むすめを殺そうとしていた。

『黒服』の使し命めいに従い、少女が殺される前に白服の男を殺したのは確かだ。

　だがしかし、ほんの僅わずか──１％に満たない量だとしても、己おのれの欲望に従って幼い少女を殺そうとした男に対して個人的な殺意がゼロだったかと言われれば、完全には否定できない。

『使命の為に殺す』という目的の中に、『こいつは殺しても胸が痛まない』という感情の雫しずくが混じってしまえば、それは父に対する裏うら切ぎりになるのではないか。

　実際、その殺人がそこまで自分の心を変えたとは思えない。

　だが、ダムが決けつ壊かいする始まりである一いつ滴てきの水みず漏もれがあるとすれば、恐らくはそこだろう。

　直後に、ラッド・ルッソに対して、怒いかりを交えた殺さつ意いを向けた。

　更さらにその後、赤い怪かい物ぶつに、戸と惑まどいを交えた殺意を向けた。

　列車から降りた後、グラハムという男に混乱を交えた殺意を向けた。

　そうした日々を経へた結果、なんの指し令れいも無かった事もあり、人を殺さずに数年の時が過ぎ去ってしまったのである。

　しかし、あのラッドという白しろ服ふくの男は、そんな状態で殺せる程ほどに甘い敵ではない。

　場合によっては、ラッドに心しん酔すいしているグラハムも助すけ太だ刀ちする可能性があるだろう。

　助太刀。

　そう考えた瞬しゆん間かん、彼女の脳のう裏りに一人の男の顔が過よぎり──

　これまでにない程ほど、心が乱れた。

「……」

　シャワーの水を止め、水みず飛沫しぶきが止まる。

　磨みがいた大だい理り石せきの表面のように滑なめらかなシャーネの肌はだを、無む数すうの水すい滴てきがすべり落ちる。




　その顔に浮かぶのは、悲しげな表情だった。
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　決して人前では見せた事の無い、物もの憂うげな瞳ひとみ。

　彼女自じ身しんは自分がどのような顔をしているのかは解わからないが、己おのれの中に湧わき上がる複雑な感情の正しよう体たいは理解していた。

　だからこそ、彼女は心しん中ちゆうでとある男の名を口にする。

　──……クレア。

　──私は、やはり堕だ落らくした。

　グラハムの助太刀という可能性を考えた瞬間、シャーネは自然とその男の言葉を思い出していた。




　──「お前の家族を殺そうとする奴やつ──さっきの白服を殺してやろうか？」




　それは、疾しつ走そうする列車の上で紡つむがれた言葉だ。

　線せん路ろから響ひびく走行音おんに負ける事なく、男の言葉は驚く程ほどハッキリとシャーネの鼓こ膜まくを打ち震わせた。

　──「そこで俺おれは考えたんだが……俺がお前と結婚すれば、俺はそのヒューイって奴やつの息子むすこって事になる。そうすれば俺もヒューイの家族って事になるから、それなら問題はなくなるってわけだ」

　ありえない提案。

　シャーネは、当時は男が何を言っているのか簡単には理解できなかった。

　何かの暗あん号ごうではないのかとすら思えた。

──「俺おれはお前の仲間と違って、お前の事を裏うら切ぎったりはしない」

──「裏切る必要が無いからだ。強きよう者しやは、何よりも強い者は、決して仲間を裏切る事はしない。その行為に意味が無いからだ。そして、俺は強者だ。解わかるな？」

──「お前が心配しているような、ヒューイから不ふ死じ身みの秘ひ密みつを奪うばうような真ま似ねもしない。くれるってんなら貰もらっとくが、無む理り矢や理り奪う真似はしない。必要も無い」

　だが、シャーネは後に気付く。いや、気付かされる事になった。

　男は全て、彼にとっての真実を語っているだけなのだと。

──「俺は、不死の力が無かろうが絶対に死なない。俺がそう信じているからだ。だから、お前も黙だまって俺を信じろ」

──「俺が、決して死なない男だと」

　赤い怪かい物ぶつの言葉は、今でもハッキリと思い出せる。

　その言葉を実行できる程ほどの『強さ』を、このＮＹの街で何度も何度も見せられてきた。




　クレア・スタンフィールド。

　今は事情により『フェリックス・ウォーケン』と名乗っているが、シャーネだけは彼の事をクレアと呼ぶ。

　呼ぶ、と言っても、喋しやべらない彼女にとっては、心の中でそう認にん識しきしているだけなのだが。

　しかし、クレアはこちらの眼めと表情を見るだけで、自分が大だい体たい何が言いたいのかを理解してしまう。シャーネにはそれが不ふ思し議ぎだったが、不ぶ気き味みに思う事はなかった。

　寧むしろ、誰だれかに自分の心が伝わっている事に対して、父に褒ほめられた時と同じような感情が湧わき上がる。

　純じゆん粋すいな、喜びという感情が。

　シャーネは、そこで無む理り矢や理り自分の感情を否定する程ほどに無む能のうではない。

　自己分ぶん析せきすらできないようでは、とてもヒューイの役に立つ事などできないのだから。

　──私は……。

　──クレアに、好こう意いを持っている。

　それを事実として受け入れられる自分が、何よりも悲しかった。

　クレアという男の手によって、自分が丸くなったとは言わない。

　だが、別の意味で牙きばを抜かれてしまったのは確かだ。

　──私は……、ダメだ……。

　──私はきっと……クレアを頼ってしまう……。

　──クレアを……信しん頼らいしているから……。

　父の敵を殺す事に躊躇ためらいはない。

　だが、その殺さつ意いの鋭さが鈍っている事は否いなめない。

　もしも自分が勝てなくても、クレアがなんとかしてくれるのではないか。

　そう思ってはならない事は誰よりも理解している。

　しかし、シャーネはその『甘え』の欠片かけらを、完全に心から捨て去る事ができなかった。

　彼女は知ってしまっていたからだ。クレアには絶対的な強さがあり、そして、今まで出会った『他人』の中で、誰よりも信頼できる相手だと。

　今回の件も、シャーネが頼めば、

『いいよ。俺おれが代わりに殺してやるから、シャーネはゆっくり休んでろよ』

　と言ってくれるだろう。

　シャーネにとっては、それは半分苦く痛つうでもあった。

　──私は、クレアに何もしてあげられない。

　──クレアに頼ってしまったら。父とうさんの為ためにも動けない。

　──父の役に立てない私に、何の価か値ちもない。

　──価値の無い私に、どうしてクレアは……いつも笑いかけてくれるんだろう。

　シャーネは暫しばし眼めを伏せ、シャワールームの中で考える。

　やはり、ラッド・ルッソは、自分一人ひとりの手で殺さなければならないと。

　失った牙きばを取り戻す為ために。

　対たい等とうな立場でクレアと相あい対たいする為に。

　そして何より、父の役に立つ自分で在り続ける為に。

　──思い出さないと……。

　──もっと、何も考えずに刃やいばを振るった時を……。

　──そう……あの時みたいに……。

　思い出されるのは、列車襲しゆう撃げきの直ちよく前ぜん。

　父を裏うら切ぎり、『幽霊レムレース』を私し物ぶつ化かしようとした男。

　自分よりも少し年とし上うえに過ぎなかった若者にしては大した行動力りよくなのかもしれないが、その中ちゆう途と半はん端ぱな才さい気きと蛮ばん勇ゆうが招いた結果が、惨みじめな死だ。

　その男の右手て首くびから先を切せつ断だんした時、シャーネは特に何も感じなかった。

　父を裏切った事に対する怒りすら無く、本当にただ、紙くずを丸めるような感覚。

　今、こうして思い返すと、怒りとは別の感情が湧わき上がる。

　身みの程ほどを知らずに死に向かって走り続けたあの男は、なんと不ふ運うんで愚おろかな男だったのかという、純じゆん粋すいな憐あわれみだ。

　しかし、その憐れみも今は必要ない。

　純粋に、あの時の感覚を取り戻そうと過去を振り返るシャーネ。

　顔はおぼろげだが、名前はハッキリと覚えている。

　ネイダー。

　ネイダー・シャズクール。

　それが、シャーネが最後に無む感情で斬きった男の名前だった。

　自分が直接殺ころしたわけではないが、直後にグースがアジトごと爆ばく破はしたので生きてはいないだろう。

　爆ばく死しにしろ失しつ血けつ死しにしろ、自分は彼の死のきっかけを作った。

　無感情に、与えられた仕事だけをこなす、歯は車ぐるま仕じ掛かけの機き械かいのように。

　怒りを覚える程ほどの相手でもない、ただのゴミ処理。

　憐れみすら感じずに手を切り落としたあの時の感覚を思い出さなければならない。

　ナイフが肉に沈む感覚、全ての希望が失われていくネイダーの表情。

　そして、溢あふれ出る裏切り者の鮮せん血けつを浴びながら、欠片かけらも揺らぐ事のなかった自分の心。

　彼女はそんな記き憶おくに身を浸ひたし、数秒沈ちん黙もくした後──

　静かに呼吸を整え、顔を上げた。

　彼女の顔からは表情が完全に消えており、先せん刻こくまでの表情にあった『弱さ』は微み塵じんも感じられなくなっている。

　過去の──父の為ために刃やいばを振るう機き械かいだった頃のように。




　無む表情のまま、純じゆん白ぱくのタオルで身体からだを拭ふくシャーネ。

　ラッド・ルッソが戻るのは、早ければ今夜だと聞いている。

　その時に、あの男との決けつ着ちやくをつける。先せん手てなど取らせない。

　ジャグジー達に迷めい惑わくをかけるのも不ふ本ほん意いである為ため、このままジェノアード家の別べつ荘そうには戻らず、単独で行動しよう。そうシャーネが決けつ意いした瞬しゆん間かん──

　集中していた彼女の鋭えい敏びんな感覚が、僅わずかに床の軋きしむ音を察さつ知ちした。

　──っ！

　音の出で所どころは、シャワー室の外。恐らくは寝室の方だろう。

　普ふ段だんならば聞き逃のがす程ほどの小さな音。

　ドアの開かい閉へい音おんがした覚えはないが、シャーネは確かく信しんする。

　──誰だれか、いる。

　自分がこの部屋を使っている事を知っているのは、件くだんのクレア・スタンフィールドだけだ。

　しかし、彼ならばドアをこっそり開けるなどという事はしないし、こちらがシャワーに入っている音を聞いたら『覗のぞいていいか？』と間かん髪はつ入いれずに聞いてくる事だろう。

　シャーネは静かに眼めを細め、息を殺しながら洗せん面めん台だいに置いていたナイフを手に取った。

　錆さびるリスクを回かい避ひするよりも、自分の手の届く所にナイフを置くことを選んでいたシャーネは、その選択は正しかったと思いつつ、ゆっくりとシャワールームの扉とびらを開ける。

　廊下の先に見えるのは寝室。

　こちらから見てドア越しの死し角かくとなる場所に立っているのか、侵しん入にゆう者しやの姿すがたは廊下から確かく認にんできない。だが、その部屋の床には、確かに影が蠢うごめいている。

　窓と影の位置から侵入者が立っている場所を予想しつつ、全身の細さい胞ぼうから感情を消して行くシャーネ。

　偶ぐう然ぜん部屋に入った物もの取とりの類たぐいとは考えない方がいいだろう。

　この部屋を知っている可能性があるとすれば、元『幽霊レムレース』の人間だろうか。

　──スパイク。

　元は組織の同どう僚りようだった狙そ撃げき手しゆの名前が思い浮かぶ。

　だが、狙撃屋やの彼が自分を不利にするこんな狭い場所に来るとは思えない。とすると、彼の仲間の『元フェリックス』という男だろうか。

　どの道、油ゆ断だんも手て加か減げんもできない。

　必要もない。

　もしも人ひと影かげがクレアだとしたら、自分のナイフはあっさりと止められる事だろう。

　シャーネはそう判はん断だんすると、猫ねこのように音も無く床を蹴けった。

　一度の跳ちよう躍やくでドアまで辿たどり着いたシャーネは、着ちやく地ち時じの音で相手が振り返るのを待つ事こと無なく、次の行動に出る。

　低い位置から低てい軌き道どうのアッパーを繰り出すシャーネ。

　その拳こぶしの中に握られているのは、鋭いナイフの柄え。

　刃やいばを相手の首に染しみこませる。

　ただそれだけでいい。

　憎にくしみもなく、後こう悔かいもなく。

　自分が相手を殺したという事実だけを受け入れれば良いのだ。

　それだけで、自分は確実に過去に戻れるのだから。

　しかし──

　刃が相手に届く直前、彼女は全身の動きを即そく座ざに止めた。

　身体からだだけではない。

　──……？

　──……。

　──……っ。

「──────────っ!?」

　いくつかの段階を踏んで、彼女の心も、完全に真まっ白しろになっていた。

　ついでに言うのならば、彼女の瞳ひとみに映るその男の服も白く、白く、白く──

　その上にある男の艶つややかな黒くろ髪かみを、一ひと際きわ強く引き立てていた。

「服ぐらい着たらどうです？」

　男の声を聞いた瞬しゆん間かん、シャーネは自分が夢を見ているのだろうと考える。

　いつから夢を見ていたのだろうか？

　シャワーを浴びている時、考え込み過ぎて寝てしまっていたのだろうか？

　あるいは、ここはまだ『フライング・プッシーフット』の中で、クレアとの出会いも含めて全て夢だったのではないだろうか。

　そんな馬ば鹿かげた不安混まじりの妄もう想そうを抱きかけた所で、男の声が、彼女を現実に引き戻す。




「はしたない子供だと思われますよ、シャーネ」




　モデルのように均きん整せいの取れたシャーネの裸ら体たいを見ても、男は顔を欠片かけらも染そめる事なく、彼女が幼い頃から見続けていたのと同じ微笑を浮かべていた。

　娘むすめを見る父親というよりも、自分が設計した工こう芸げい品ひんを眺ながめる職人のような微笑ほほえみを。

　そして、そのどこか冷たさを感じる微笑みを見たからこそ、シャーネは確かく信しんする。




　目の前に立っているのは、間違い無く──父親であると。

　ヒューイ・ラフォレットという名の不ふ死し者しやであり、世界を変へん革かくしようとするテロリストだという事を。

　片かた目めに包ほう帯たいを巻いている事も含め、様さま々ざまな驚きが怒ど濤とうの勢いでシャーネの心を支配した。

　だが、同時に果てない歓かん喜きが心の奥から溢あふれ出し、そうした疑問の全てをどうでも良いと思わせる。

「……っ！　……っ！」

　呆ほうけた顔で、様さま々ざまな感情を瞳ひとみに宿す娘むすめに対し、ヒューイはただ淡たん々たんと、自分の要求だけを口にした。

「新しい実験をする為ために、少し人ひと手でが必要でしてね」

　娘に対するものとは思えない口く調ちようで、男はゆるりと語り続ける。

「手伝ってくれますか、シャーネ」

　否定する要素などある筈はずもなかった。

　命を懸かける事も惜おしくは無い。

　ヒューイが『君の心しん臓ぞうが欲しいんです』とでも言おうものなら、今のシャーネならば即そく座ざに自らの心臓にナイフを突き立てる事だろう。

　これまでに無い程ほどに強い意志と歓喜を瞳ひとみに漲みなぎらせるシャーネに、男は笑いながら首を振る。

「そんなに気き負おう必要はありませんよ。シャーネ」




「今回の『実験』は、ちょっとしたギャンブルのようなものなんですからね」





⇔






同日　大たい西せい洋よう上じよう




「ヒューイ師しが、無ぶ事じに実験場マンハツタンに入られたそうだ」

「予定より早いな」

　寒かん風ぷう吹きすさぶ、２月の大西洋。

　大型の輸ゆ送そう船せんの上に立つ男達が、ガスマスクと黒い防ぼう寒かん具ぐで全身を包み込み、互いの顔も解わからない状態で言葉を交わし合っている。

「ああ、御ご息そく女じよと話をしておきたいそうだ」

「……珍めずらしいな。リーザならともかく、シャーネに自分から会いに行くとは」

「使える駒こまは全て使うおつもりなのかもしれんな」

　男は、確かにヒューイの事を尊そん敬けいしている様よう子すだった。

　しかし、その娘むすめであるシャーネに対しては、明確に『駒こま』と断だん言げんし、敬けい意いらしきものは感じられない。

　船の縁へりに立ち、男達たちは声に緊きん張ちようを漲みなぎらせて会話を続ける。

「……『幽霊レムレース』は既すでにいないとして、『妖怪ラルウア』や俺おれ達たち『リズム』に声がかかる事は予よ測そくしていたが……」

「まさか、『タイム』まで総そう出でとはな」

『リズム』の一員である男達の視し界かいに広がるのは、夕暮れの海に浮かぶ、無む数すうの影。




　それは、数十機に及ぶフロート水上機と、五台ほどの飛行艇だった。




　ライト兄弟が１９０３年に初はつ飛ひ行こうを成功させてから、30年余あまりの時が経たっている。

　そこから目覚ましい発展を遂とげた航こう空くう機きは、第一次世界大たい戦せんによって『軍ぐん用よう機き』の需じゆ要ようが発はつ生せいし、様さま々ざまな方面の進化を遂げつつあった。

　そんな中、水上で離り着ちやく陸りくする事のできる『フロート水上機』と『飛行艇てい』も進しん化かを続け、世界中じゆうに広まりを見せている。

　後には陸上機にシェアを奪うばわれてしまうが、この時代の技術ではまだ短たん距離滑かつ走そう路ろの離り陸りくに負ふ担たんがかかり、『海や川ならば、長い滑走路が使える』という理由もあり、水上機は非常に重ちよう宝ほうされていたのである。

　優ゆう秀しゆうなメーカーの水上機には時じ速そく７００キロメートルを超えるものも存在し、まさに水上機の黄おう金ごん期きと呼ぶに相応ふさわしい時代であった。

　今、『リズム』の男達の視し界かいに広がるのは、そうした航空機界かいの『花はな形がた』達だ。更さらに言うならば、既き存ぞんのメーカーのものをベースにしているが、ところどころ弄いじられているようだ。もっとも、具体的にどのように弄られているのかまでは解わからないのだが。

　この時代の水上機は機き銃じゆうなどつけられておらず、軍ぐん事じ的てきにもその役割は哨しよう戒かいや偵てい察さつ、砲ほう弾だんの着ちやく弾だん確かく認にんなどが主な運用方法だった。

　しかし、これだけの数があれば、上から爆ばく薬やくを手て作業で落としたとしても十分に『兵へい器き』として運用できるだろう。

　実際、これほどの数の飛行機を用意できるのは、航空会社か軍ぐらいのものだろう。

　当然ながら、ヒューイはそのどちらでも無い。

　圧あつ倒とう的てきな『装そう備び』に、『リズム』の二人は背せ筋すじに寒いものを走らせた。

「……今度の実験は、戦争か？」

　冗じよう談だんではなく、本ほん気きで尋たずねる同どう僚りように対し、もう一人の男は首を振る。

「ヒューイ師しが言うには、ちょっとしたギャンブルだそうだ」

「……あの人のやった事で、ギャンブルじゃなかった事なんかあるか？」

「ああ、だから、いつも通りだ。ヒューイ師しの実験はいつだってギャンブルで、あの御お方かたはただその結果を知りたいというだけだろう」




「ただ、今度は少しばかりＢＥＴ額がくをつり上げたってだけの話さ」













六章　他に生きる道はない







街道　乗用車内ない




「ほおー、プラチドの叔お父じ貴き、とうとう姿すがたぁ眩くらませたか」

「もう、縄なわ張ばりも全部他ほかの組織に取られたみたい……」

　ルーアの言葉を聞き、ラッドはケラケラと笑い出す。

「はっ！　俺おれの予よ言げん通り、叔父貴はもうお終しまいだったな。寧むしろ、よく３年も持ったと思うぜ？……ま、行方ゆくえ知れずっつっても、もう生きちゃいねえだろうがな」

　あっさりと自分の叔父の死を予測した後、後部座ざ席せきにいたラッドは、助手席にいる男に声をかけた。

「運が良かったなぁ、ネイダー君よぉ。もうプラチドの叔父貴はいねえってよ。まあ、ルーアを閉じ込めてた時点で、俺がファミリーをぶっ潰つぶすの確かく定ていだったけどな」

「あ、ああ……そうだな」

　そんな物ぶつ騒そうな言葉を聞き、ネイダー・シャズクールは、車の助手席せきに揺られつつ考える。

　──俺おれは、どこで間違えた？

　自分の人生を振り返りながら、彼は思し案あんし続ける。一いつ体たい自分の人生のどこに『分ぶん岐き点てん』があったのだろうかと。




　ネイダーが『幽霊レムレース』の一員になったのは、まだ16の誕たん生じよう日びを迎えたばかりの頃だった。

　彼はその数年前まえから、子供ながらにケチな詐さ欺ぎをやって生きていた。

　田舎いなかから飛び出してきた彼は、口くち八はつ丁ちようだけでいくつもの場を乗り切り、強きよう者しやに取り入り続けて来た。

　町のガキ大だい将しようのような人間から、ちょっとしたマフィアの幹かん部ぶに到るまで、彼はヤドカリのように順じゆん繰ぐりに『強い者』へと寄き生せいし続けたのである。

　それに合わせて、ネイダー自身の態度も徐じよ々じよに大きくなっていく。

　まるで、自分自じ身しんが強者にでもなったかのように。

　虎とらの威いを借かる狐きつねということわざがあるが、ネイダーは、更さらに強い力を持つ『虎』を探し出す事にかけては人ひと一倍貪どん欲よくだったと言えるだろう。

　実際、その才さい能のうはあったのかもしれない。

　多くの虎の威を借り続け、その虎が死にかけたら、皮を剥はいで次の虎に捧ささげる。

　要は変わり身の早い小こ者ものなのだが、彼の『強さ』に対する嗅きゆう覚かくだけは本ほん物ものだったと言えるかもしれない。

　そんな彼は、ついに致ち命めい的てきなミスをした。

　最後にその威を借りた虎の名前は、ヒューイ・ラフォレット。

『幽霊レムレース』という組織に潜もぐり込んだ彼は、その組織を束たばねるものが如い何か様ような存在か確かめようとしたのだが──

　一ひと目め見みて、理解した。

　ヒューイという男は虎などではない。もっと絶望的な『何か』だと。

　この男の威い光こうは毒どくだ。借りたら最後、自分の皮が腐くさり落ちるかもしれない。

　そんな漠ばく然ぜんとした恐きよう怖ふを、ヒューイという男に感じていた。

　不ふ死しの話など話半はん分ぶんだったが、少なくとも、ヒューイがまともな人間ではないという事は確かく信しんした。

　──あいつは、俺達の事を部ぶ下かだとか仲間だなんて眼めで見ちゃいなかった。

　──道具……いや、それも違うな。

　──壊こわれても構わないっつーか……溺おぼれるアリを見るガキみたいな眼で……。

　背せ筋すじに寒さむ気けを感じ、ネイダーはそれ以上ヒューイについて思い出す事を中ちゆう断だんする。

　──……あいつのせいで、俺の人生は狂っちまった。

　ネイダーは『幽霊レムレース』に所しよ属ぞくした後、大きな判はん断だんミスをした。

　ヒューイに対して得え体たいの知れない恐きよう怖ふを抱いていた彼は、直接取とり入る事を避け、グースという男の小こ間ま使づかいとしてチャンスを待ったのだが、そんなある日、ヒューイが捜そう査さ局きよくによって捕とらわれるという契けい機きが訪れたのである。

　いつもの『嗅きゆう覚かく』はまだ働いていないが、そんな自分の勘かんを無む視しし、ネイダーは次なる虎とら──プラチド・ルッソと接せつ触しよくを図り、『幽霊レムレース』の大たい半はんを引き抜きにかかったのだ。

　だが、勘を信じなかった代だい償しようはあまりにも大きく、彼は右手を失い、死にかけ、更さらにはルッソ・ファミリーに追われる結果となった。

　新たな強さを求めて裏うら切ぎったのではなく、ヒューイへの怯おびえによって裏切った。

　それが、これまでの『宿やど替がえ』との決定的な差だったのだろう。

　──俺おれは、あのままグースの野や郎ろうの言う事を聞くべきだったのか？

　──いや……それも違うな……。

　──あいつらは、なんだか知らねえが、俺の密みつ告こくが無くても殆ほとんど壊かい滅めつ状態だった。

　──列車で何が起こったのかは知らないが、俺がもし乗っていたら……。

　修しゆ羅ら場ばの中で生き残る自分のビジョンが思い浮かばず、ネイダーは小さく歯は噛がみする。

　あの『幽霊レムレース』に所属した時点で、あるいはヒューイという男と関わった時点で、既すでに自分の歯は車ぐるまは狂っていたのかもしれない。

　一体どこで歯車が狂ったのか。

　改めて考えるが、答えは出ない。

　考えれば考えるほど、話は過去に遡さかのぼってしまう。

　もっとも、自分が生まれて来た事こと自体が間違いだ、などと思うまでのネガティブさは持ち合わせていなかったのだが。

　やがて彼は、最も重要な──一般人じんならばすぐに思い至るであろう分ぶん岐き点てんに気付く。

　──そもそも、俺はなんで詐さ欺ぎ師しなんかになったんだ？

　道を間違えたとすれば、まず、そこなのではないだろうか？

　裏うら社会に好きこのんで踏み込む事など、普通に考えればどう考えても間違いだろう。

　しかし、ネイダーはそれを簡単に肯こう定ていしたくなかった。

　──俺はただ、力が欲しかっただけなんだ。

　真まっ当とうな道だろうと裏社会だろうと関係なく、純じゆん粋すいに、全てを自分の思い通りにできる力が欲しかっただけなのだ。

　他人の威いを借り、その皮を剥はぎ取り、着込み続ければ──いつかは自分が本当の『力』を手にする事ができると考えていたのである。

　実際、『幽霊レムレース』を裏切る事に成功した場合には、最終的にはルッソ・ファミリーをそのまま乗っ取ってしまおうと思い描いていたのだ。

　──だが、しくじった。

　──グースの野や郎ろうには意い趣しゆ返がえしできたが……。結局、俺おれは惨みじめな裏うら切ぎり者ものだ。

　──そういえば……。あの日、シカゴの駅前でおかしな野郎に会ったっけな。

　──名前は忘れちまったが……。弱いくせに無む茶ちやする野郎だった。

　──俺みたいな、クズを助ける為ためによ。

　とある思い出に浸ひたりかけたネイダーだが、同時に彼は、ある事を思い出す。

　──ああ、そうか。そうだったな。

　頭の中に浮かぶのは、遠い日の記き憶おく。

　──俺は……強くなって、ヒーローになりたかったんだ。

　まだ12歳さいぐらいの頃、５つ程ほど年とし下しただった近所の少女と交わした子供らしい約束。





──俺、おっきくなったらヒーローになるんだ！　

──ワイアット・アープや、ジェシー・ジェームズみたいにさ！

──見てろよ、すっげえ強くなってやるからな！　　　　　　　　　

──そしたらよ……お前の事も、守ってやってもいいぜ？　






　子供だった頃の自分の言葉が、頭の中に響ひびく。

　あんなものは嘘うそだ。妹のような少女に対して見み栄えを張ったに過ぎない。

　しかし、少女はまっすぐにこちらを見つめて、嬉うれしそうに微笑ほほえんでいたのを覚えている。

　──馬ば鹿かだったな、俺。

　──ヒーローになるなんていっといて、このザマかよ。

　──そういや、あいつ、今どうしてんだろうな。

　年下の幼おさな馴な染じみの事を思い出し、ネイダーはふと考える。

　グースに意趣返しをしたあと、自由の身となった彼は、故こ郷きように帰って父親のトウモロコシ畑を耕たがやそうかと考え、地じ元もとに戻ったのだが──幼馴染みの少女は、既すでに町から居なくなっていた。

　寂しさは感じたものの、負け犬となった自分の姿すがたを見られずに済んだと安あん堵どしたネイダー。

　吹っ切れた彼は、過去の自分を捨てさり、新たな日々を生きるという『強さ』を手にしようとした。

　いつか少女が町に戻ってきた時に、素す直なおに笑いかける事ができるように。




　だが、彼は思い知る事になる。

　自分はまだ、ヒューイ・ラフォレットの事を甘く見ていたのだと。




　父親から受け継いだトウモロコシ畑は、ネイダーが戻ってすぐに、納屋も含めて全焼した。

　呆ぼう然ぜんとして実じつ家かの部屋に戻ると、ベッドの上に書き置きがあった。

　──【裏うら切ぎり者ものなら裏切り者らしく、怯おびえたらどう？　　　　　　　　ヒルトン】

　恨うらみがましい筆ひつ跡せきで書かれた文字を見た瞬しゆん間かん、目の前が真まっ暗くらになった。

　ヒルトンの名前は聞いた事がある。

　グースと時々接せつ触しよくしていた、連れん絡らく係がかりの女だ。

　会う度たびに外がい見けんが変わっていたが、変へん装そうか、あるいは複数の女が共通で使っている仮か名めいなのだろう。

　自分が見み張はられていると知り、更さらに制せい裁さいの対たい象しようとなっていると気付いたネイダーは、慌あわてて家を飛び出した。

　人がいる所に行かねばと、町の大おお通どおりに踏み出したネイダー。

　彼は周囲の道を行き来しているのがごく普通の住人達たちだと確かく認にんし、安あん堵どの息を吐き出しかけたのだが──

「ねえねえ、お兄にいちゃん」

　足元から、小さな少女がこちらに向かって微笑ほほえみかけていた。

　まだ10歳さいに満たぬであろう少女を見て、ネイダーはなんとなく幼おさな馴な染じみの事を思い出し、軽く微笑みながら頭を撫なでた。

「なんだい、お嬢じようちゃん」

　安あん堵どした事もあるのか、柄がらにも無く優しい声を出した、その次の瞬しゆん間かん──

　少女は顔面から微笑みを消し去り、冷たい憎ぞう悪おが込められた声で言い放つ。




「……逃げられると思ってるの？　ネイダー・シャズクール」




　それからの記き憶おくは曖あい昧まいだ。

　どこをどう逃げたのか、その後に更さらに恐ろしい目にあったのか、それすらも解わからない。

　ただ、気付けば彼は捜そう査さ局きよくの事務所の扉とびらを叩たたいており、『女に命を狙ねらわれている。俺を刑けい務む所しよに入れてくれ』と頼み込んでいた。




　そして、３年の月日が流れ──今日きように到る。

　正直な話、いつ『ルッソ・ファミリー』や『ヒルトン』が自分を狙ってくるか、恐ろしくて仕方が無かった。

　だからこそ、ラッドという男の助手席せきに乗せられているこの状況は望ましいと言えば望ましいのだが──

　──代わりに、酷ひどい泥どろ沼ぬまに足を突っ込んじまった気がしてならねえ。

　ラッドという男が如い何かに危険かというのは、先せん刻こくの一件で嫌いやという程ほどに理解できた。

　同時に、この男は虎とらというよりも狂きよう犬けんであり、威いを借る事など不ふ可能なタイプだという事も。

　──このままだと、ますますややこしい状況に連れ込まれちまいそうだ。

　──なんとかして、別れないとな……。

　ゴタゴタがあったせいか、まだ『フライング・プッシーフット』との関係については聞かれていない。話したところでマイナス要素は無いようにも思うが、このラッドという男に興きよう味みを持たれる事こと自体がマイナスとなる気がしてならない。

　結局の所、自分は既すでに賽さいを投げてしまった後だ。

　その結果が、こうして次から次へと災さい難なんを運んできているような気さえする。

　もう、これ以外に生きる道などないのだと、諦あきらめる事で自分自じ身しんの心を落ち着かせた。

　例え、それがまやかしに過ぎずとも。

　ネイダーは小さく溜ため息いきをつくと、何か打だ開かい策さくはないかと車内の会話に耳を澄すまし始めた。




「で、ルッソ・ファミリーの生き残りも俺おれだけってわけか。寂さびしい話だねぇ」

　ラッドの言葉に、運転席せきの青年が言葉を返す。

「リカルドぼっちゃんが居ます」

「あー。リカルドか。リカルドね。懐なつかしいな。あいつもなあ、まだガキのクセして、いつ死んでもいいみたいな悟さとりきった面つらしやがってよ。上う手まく説明できねえが、ルーアとはちょいと違う感じだったな」

　つまらなそうに言うラッドに、隣となりに座る女が問いかけた。

「リカルド君がああなったのは……あの事件から……？」

「ああ、俺の従い兄と弟ことその女によう房ぼうが車に仕掛けられた爆ばく弾だんでドカンとな」

　──ダメだ、どうしても物ぶつ騒そうな話にしかならない。

　頭を抱えたい衝しよう動どうに陥おちいるが、我が慢まんしながらじっと助手席で大人おとなしくしているネイダー。

　そんな彼の横で、シャフトと呼ばれていた運転手が思い出したように声を上げる。

「ああ、リカルド坊ぼつちゃんなら、今、ニューヨークにいるらしいっすよ。なんでも、ルッソ・ファミリー復ふつ興こうの為ために、どこかのギャングの下した働ばたらきをするつもりだとかなんとか……。いや、噂うわさで聞いただけなんで、なんとも言えないっすけどね」

「復興？　あのガキがか？」

　思いがけない情報に、軽い驚きを見せるラッド。

「ほー。そいつは楽しみだ。ＮＹでやる事が増えたな」

　楽しげに腕を組み、椅い子すに背を預けるラッドの横から。コツコツと音がする。

　見ると、窓の外で逆さまになったグラハムの顔が覗のぞき込んでいるではないか。

　どうやら、後部座ざ席せきをルーアとラッドの二人きりにするために、気を遣つかって車の屋根に上ったらしい。

　それなりの速度を出している車の屋根に乗っている時点で『気を使った』で納なつ得とくできる行為ではないのだが、ネイダーは関わり合いにはなるまいと敢あえて指し摘てきしなかった。

　ラッドが窓を開けると、屋根に腹ばいになったグラハムが、窓を覗のぞきつつ口を開く。

「なあなあ、ラッドの兄あに貴き。後ろからすげえ車の行ぎよう列れつが来るけど、追おっ手てだと思うか？」

「ん？」

　舎しや弟ていの言葉に振り返ったラッドは、背後から迫る高級車の列を見た。

「いや……追っ手、って感じじゃあねえな」

　広い路ろ地じだった為ため、バックミラーを確かく認にんしたシャフトが車を走らせたまま端はしに寄せる。

　すると、その横を八台にも及ぶ高級車が通り過ぎ、その後から一台の大型トラックが過ぎ去った。更さらには二台のバイクがしんがりを務め、同じ顔をした男達がそれぞれのマシンに跨またがっているのが確認できる。

　その姿すがたはまるで軍ぐん隊たいの行進のようでもあり、全く同じ車しや間かんで進む高級車の群は周囲に強い圧あつ迫ぱく感かんを与えていた。

　しんがりについては、まるでバイクの二人が大型トラックを見み張はっているようにも見え、その異い様ような組み合わせは少なからずラッドの心を高こう揚ようさせる。

「おいおいおい。なんだよありゃ、サーカスかなんかか？　それにしちゃ高級な感じだったがよ……金持ち連れん中ちゆうばっか集めて空中ブランコさせたりライオンと戦わせたりするのって、なんか楽しそうじゃねえか？」

「物ぶつ騒そうな事こと言わないで下さいよ。……あれは、ルノラータ・ファミリーっすね」

　シャフトの言葉に、ラッドは目を輝かせる。

　東部でも有ゆう数すうの大だい組織と言われるルノラータ・ファミリーとの接近遭そう遇ぐうに、ラッドは心の内から湧わき上がる情じよう動どうを抑えきれないようだ。

「ルノラータ・ファミリーか。面白そうだな。喧けん嘩かを売ろう、そうしよう！　よし、シャフト、アクセル踏んで車をぶつけようぜ」

「嫌いやですよ！　俺おれはまだ死にたくないっす！」

「おいおい、死にたく無いって事はいい傾けい向こうだが、こんなケースの時は、逆に祭に乗らなきゃ損そんだぜ？　まあ、乗った所で大おお損かもしれえがな」

「ルーアさんが横にいる状態で良く言えますねそんな事」

　常じよう識しき的てきな返しをするシャフトを見て、少しだけ親しん近きん感かんを抱くネイダー。

　一方、「ここで……死ぬ……ラッドと……」と呟つぶやきながら頬ほおを染そめるルーアや、本ほん気きでルノラータ・ファミリーを襲おそうかどうか相談するラッドやグラハムを見ていると、本当に自分は乗ってはいけない車に乗っているのだと実感させられる。

　──とにもかくにも、今いま欲しいのは情報だ。

　情報収しゆう集しゆうも兼ねて、話が落ち着いた所でシャフトに問いかける事にした。

「今の車……俺おれ達たちと同じ方に向かってたみたいだけどよ……。ルノラータ・ファミリーの本ほん拠きよ地ちはＮＹだったのか？」

　しかし、返ってきたのは否定の言葉。

「いいえ？　彼らはニュージャージー州がメインの筈はずですから……。ああ……もしかしたら、アレ絡みかな」

「アレ？」

　含んだ物もの言いいのシャフトに、ネイダーは更さらに問い続けた。

　と、別に隠かくす事でもなかったのか、シャフトは淡たん々たんとその言葉を口にする。

「ホテルですよ」

「ホテル？」

「今度、ニューヨークにデカいホテルができたんですけどね、その地下フロアを全ぜん部ぶ使ったレストランがオープンするらしいです」

「ほう」

「まあ、そのレストランのオーナーがルノラータ・ファミリーのメンバーというわけでして」

　聞いてみると、特に珍めずらしい話でもないようだ。

　ネイダーは特に関わりは無さそうだとほっと胸をなで下ろしたのだが──

　その直後、結局物ぶつ騒そうな単たん語ごを耳にする結果となった。

「ま、大おお手て組織が縄なわ張ばりを取り合ってる所への割り込みですからね。敵を多く作ってるから、あれだけの護ご衛えいが必要なんでしょう」

「……」

「そのレストランの更さらに１フロア地下に、予よ備びの客席部べ屋やと称しようして、広い広いカジノルームが作られてた……なんて噂うわさもあるぐらいですからね」

　淡たん々たんと説明を続けるシャフトに、ネイダーはなんと答えるべきかと迷っていたが──

　その答えに興きよう味みがないとばかりに、後部座ざ席せきのラッドが口を挟んできた。

「カジノ？　いいねえ！　自分が強きよう運うんの持ち主だ、永えい遠えんに生きるんだって微み塵じんも疑ってない馬ば鹿か野や郎ろう共どもがあつまる場所じゃあねえか！　殺しがいがありそうだ！」

「あのう、とりあえず殺すって単語は控ひかえませんか？　ネイダーさんが怯おびえていますよ」

「おお、そうか。悪いなネイダー！　この借りはいつか返すぜ。覚えてたらな」

　──忘れていいから、もう下ろしてくれ。

　心の中で泣きそうな顔を浮かべるネイダーだが、そんな彼の思おも惑わくとは裏うら腹はらに、ラッドは自らの好こう奇き心しんのままに言葉を紡つむぎ続けた。

「そういや、フィーロの奴やつもカジノのオーナーやってるとか言ってたな」

「……オーナー？」

「いや、オーナーじゃなくて管理人か？　まあ、どっちでもいいさ。よし……ＮＹに着いたら、まずはそのカジノを探して、景けい気きよく俺おれらの全ぜん財ざい産さんを賭かけて運うん試だめししようじゃねえか！　なあ、ネイダーよお！」

　──え？　俺も賭けるの確かく定ていなのか？

　と、至し極ごく当然の疑問が喉のどから出かかったが──

　結局、その言葉を否定する事はできなかった。




　こうして、小こ者ものの男はＮＹへと近づいて行く。

　自分の投げた賽さいがどのような結けつ末まつをもたらすのか、どのような報むくいが待ち受けているのかも知らぬまま。













七章　ライバルは抜け目無ない







ＮＹ某ぼう所しよ　大通り




「うう……みんな、心配してるかなあ。電話は入れておいたけど……」

　涙なみだ目めのままとぼとぼと道を歩くジャグジーに、レイルがからかい混じりで声をあげる。

「しっかりしなよ、ジャグジー。裏うら稼か業ぎようは舐なめられたら終わりなんじゃないの？」

「舐められる程てい度どの事でみんなが無ぶ事じに過ごせるなら、いくらでも舐められるよ」

「煮え切らないなぁ。ジャグジーにはプライドとかないの？」

　先せん刻こくまで涙を流していたのだが、ジャグジーが戻った時には普ふ段だん通りのレイルに戻っていた。

　が、後ろから声が響ひびくと、レイルの表情は途と端たんにぎこちなくなる。

「いいじゃないかレイル。舐められるのに耐えられるってのは大事な事だよ？」

「クリスはジャグジーの事を知らないからそんなこと言えるんだよ」

　結局、彼らは纏まとめてフィーロ・プロシェンツォの仕切る賭と場ばへと出向く事となり、少し前を歩くロニーの後をついて行っている状態だ。

　ちなみにアイザックとミリアはまだ店の中であり、今いま頃ごろはモルサに自分達たちの仕事を求めている頃だろう。

　ロニーに対して極きよく端たんに怖おそれを抱いているジャグジーだが、その理由を知らないレイルは、ジャグジーは本当にただ臆おく病びような男なのだろうと軽く見てしまっていた。

　ジャグジーの処しよ遇ぐうについてはリカルドからハッキリと『もう、ルッソ・ファミリーは貴方あなた達と敵てき対たい関係にありません。追えば返り討うちにされる程てい度どの力しかありませんから』と言われた上、『その上で、祖そ父ふがした事に対する責任を取れ、と仰おつしやるのなら、改めて会合の場を設けさせていただきたいのですが』と続けたリカルドに、ジャグジーはブンブンと首を振って『い、いや……僕達が恨うらんでたのは、君のお爺じいさんだから……』と、なし崩くずしに和わ解かいする形となった。

　──で、でも、ラッド・ルッソの事はどうなるんだろう……。

　──話すタイミングが無かったけど、そっちもなんとかしなきゃ……。

　リカルドを通してきちんと話せば、穏おん便びんに話が纏まとまるかもしれない。リカルドのような子供に頭を下げられれば、ジャックも意い地じを通す事はしないだろう。

　そう考えたジャグジーは、残る不安要よう素そに目を向けた。

　──それはそれとして、この赤あか目めの人、なんでここにいるんだろう……。

　そんなジャグジーの心を知ってか知らずか、クリストファーはケラケラと笑いつつジャグジーとレイルに向かって話し始める。

「いやいや、実際凄すごいんだって。昔の拷ごう問もんの一つに、ネズミに腹を舐なめさせるってのがあるのを知ってるかい」

　拷問という単たん語ごに身み構がまえたが、ジャグジーは話の内容を聞いてホッと胸をなで下ろした。

「そ、それならなんとか耐えられそうな気がします……。凄いくすぐったそうですけど……」

「まずね、鉄てつ鍋なべの中にネズミをたくさん入れて、人間のお腹なかで蓋ふたをするんだよ。お腹にはハチミツだか塩しお水みずだか、なんだか忘れたけどネズミが好きそうなものを塗ぬってさ」

「や、やめて下さい……聞くだけでくすぐったくなってきた……」

　数十匹ぴきのネズミに腹を舐められる想そう像ぞうをして顔を青くするジャグジーだったが、クリストファーは構わず話し続ける。

「いやいや、大だい丈じよう夫ぶ、もうくすぐったくなくなるから」

「？」

「その人間を仰あお向むけに寝かせて、逆さまになった鍋の底に焼いた石とかを載のせるとあら不ふ思し議ぎ。熱さから逃のがれようとしたネズミの群が柔らかい肌はだ色いろの土を掘り出して……」

「ぎゃあああああっ!?」

　リアルな光こう景けいを想像し、ジャグジーは思わず悲鳴を上げた。

「ネズミを焼くなんて残ざん酷こくだね」

「そっちじゃない、重要なのはそっちじゃないよレイル君!?」

「冗じよう談だんだよ、本当にジャグジーって遊びやすいよねぇ」

　レイルは涙なみだ目めのジャグジーを見てケラケラと笑っていたが、時とき折おりクリストファーの事をチラリとみてはすぐに目を逸そらす事を繰り返している。

　そんなレイルに、リカルドは溜ため息いきを吐きながら声をかけた。

「なんだったら、今夜は僕達の借りたアパートに来る？」

　するとレイルは、リカルドを小こ馬ば鹿かにした笑えみを浮かべて答える。

「ハハっ！　そんな気持ち悪い気き遣づかいは要いらないよ！　大体さぁ、なに？　ルッソ・ファミリーの復ふつ興こうなんて本ほん気きでできるって思ってるの？　君みたいなか弱い女の子にさぁ！」

　お互いに女性である事を世間に伏せている件も含め、リカルドになんとなく同どう属ぞく嫌けん悪おのようなものを抱いているレイルは、相手がどんな反応をするのか待ち構えていたのだが──

　当の彼女は何やら難しい顔をしていて、レイルの言葉は耳に入っていないようだった。

　その様よう子すがおかしいと思ったのか、クリストファーが問いかける。

「どしたの、リカルド」

「……今日きようはそのカジノ……行くのをやめておいた方がいいかも……」

　半分独ひとり言ごとのように呟つぶやくリカルドに、クリストファーだけではなく、レイルやジャグジーも首を傾かしげた。これまで乗り気だったのに、突とつ然ぜん何を言い出しているのだろうかと訝いぶかしむ彼らに、リカルドは無む表情のまま軽く目を伏せ、溜息と共に言葉を吐き出す。

「……いや、なんでもない。逆に早く済ませた方が賢けん明めいかもね」





⇔






　そんなジャグジー達の後を、自然な形で尾び行こうする影が一つ。

『蜂の巣アルヴエアーレ』での手伝いを切り上げたばかりのエニスだ。

　彼女はレイルと名乗った子供の言葉や、クリストファーの存在が気にかかり、こっそりと後を尾つけていたのである。

　フィーロの賭と場ばに向かうという話を聞いていたが、『ミストウォール』での一件が思い出され、あのクリストファーという男が暴あばれるのではないかと警けい戒かいしたのだ。

　元々セラードの部ぶ下かとして尾び行こうや潜せん入にゆう行動の類たぐいは何度も行った事がある。

　スーツ姿すがたが目立つという点を除けば、完かん璧ぺきに群ぐん衆しゆうの中にとけこんでいたのだが──

「何してるの、エニスお姉ねえちゃん」

　と、背後から幼い少年の声が響ひびき渡る。

　振り返ると、そこには数年前から同どう居きよしている『不ふ死し者しや』の少年が立っていた。

「……チェス君」

「なんであの人達を尾び行こうしてるの？　仕事？」

「いえ、そういうわけでは……」

　なんと説明すべきか迷うエニスに、チェスは更さらに続けた。

「しかも、二人揃ってさ」

　──え？

　二人とはどういう事だと思い、周囲を見渡すと──

　道みち端ばたに止めてある幌ほろ付つきトラックの陰から、一人の少女が顔をだした。

『蜂の巣アルヴエアーレ』で去年からウェイトレスをやっている娘むすめ、アニーだ。

「えへへ、見つかっちゃいました」

　悪びれた様よう子すもないアニーに、エニスが問う。

「どうして、アニーさんが……？」

「私は、偶たま々たまエニスさんを見かけたんですけど、なんだか様子が変だったから尾行してたんですよ？　エニスさんも誰だれかを見張ってたんなら、二に重じゆう尾行って奴やつですね！」

「すいません、ご迷めい惑わくを……」

　視し界かいの隅すみに遠ざかるジャグジー達を捉とららえつつ、他人に心配をさせてしまったと謝るエニス。

　そんな彼女に、アニーがわざとらしく尋たずねる。

「この先って、フィーロさんの仕事場ですよね？」
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「え、ええ……」

　巻き込んではいけない。

　エニスはそう思い目を逸そらして押し黙だまるのだが──

　アニーは、そんな彼女に対して別べつ方向の問いを口にした。

「ところで……エニスさんって、フィーロさんの事をどう思ってるんですか？」




　横でその問いを聞いたチェスは、ははあ、と心しん中ちゆうで目を細めた。

　ウェイトレスの彼女は、ここ一ヶ月ほど、ハッキリと言ってしまえば、フィーロが刑けい務む所しよから帰ってきてから様よう子すがおかしかった。

　妙みようにフィーロの方をチラチラと見ているし、以前は殆ほとんど会話も無かった筈はずなのに、積極的に話しかけるようにもなった。フィーロの方はいつも適当にあしらっている印いん象しようだったが、それでも、彼女は満足そうに声を掛け続ける。

　これはもしやという事で、『蜂の巣アルヴエアーレ』に入り浸びたっているマルティージョ・ファミリーのメンバーの間で噂うわさになっていたアニーだが、今の問いを聞いてチェスは確かく信しんした。

　──フィーロお兄にいちゃんも隅すみに置けないねえ。

　と、暢のん気きな事を考えるチェス。

　彼は知らなかった。

　アニーという少女が持つ、もう二つの名前を。

　ヒューイ直ちよつ下かの連れん絡らく係がかり『ヒルトン』にして、ヒューイの実の娘むすめである『リーザ』という特とく殊しゆな顔を持っているという事に。




　一方で、エニスは首を傾かしげながら答える。

「？　家族、ですけれど……」

　何な故ぜ、今そんな質問をするのだろう。

　アニーの『正しよう体たい』を知らないエニスは、恋れん愛あい沙ざ汰たにも鈍どん感かんな為ため、単に妙みような事を聞かれたとだけ判はん断だんしてしまう。

「家族、ですか。いいですよね。家族って」

　エニスの答えにどう思ったのか、薄く微笑ほほえむアニー。

　そんな彼女と、キョトンとしているエニスを見て、

「面白い事になってきたね」

　と、チェスが誰だれにも聞こえない声で呟つぶやいた。

『ヒルトン』や『リーザ』の事を知らない彼からすれば、単にフィーロに惚ほれた従じゆう業ぎよう員いんの少女が、自分の気持ちにすら気付いていないエニスを一方的にライバル視ししているようにしか見えなかったからだ。




　もっとも、話が少しややこしいという点を除けば、概おおむねその通りで間違いなかったのだが。
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マンハッタン　リトルイタリー




　──「……いや、なんでもない。逆に早く済ませた方が賢けん明めいかもね」




　──冗じよう談だんじゃない、早く済ますもなにも、いきなりは不ま味ずい。

　頭の中に響ひびくリカルドの声を聞いた『シャム』の肉体の一つ──シャフトは、冷ひや汗あせを掻かきながら心の中で呟つぶやいた。

　彼はヒューイの造り出した『シャム』というシステムの一部であり、一つの意識で複数の肉体を使い回しているという、不ふ死し者しやと同どう等とうに異常な存在である。

　不死の酒のような特とく殊しゆな薬やく液えきを飲んだ相手の意い識しきを乗っ取り、シャムの一部にしてしまうため、その薬液こそがシャムの本ほん体たいではないかとも言われているのだが──真実はシャム自身にも解わからなかった。

　様さま々ざまな事情があり、リカルドだけは『シャム』の意識に乗っ取られず、知ち識しきだけを共有して時とき折おり共きよう闘とうなどをしている状態なのだが──

　──こないだのレストランとは違うんだぞリカルド！

　後部座ざ席せきにいるラッド・ルッソの目的地ちは、フィーロが仕切る地下カジノだ。

　このままでは犬けん猿えんの仲であるクリストファーとグラハムが鉢はち合あわせする上に、ジャグジーとラッドも顔を合わせるハメになる。

　マルティージョ・ファミリーは小さいながらも力のある組織だ。チンピラのシャフトではなく『シャム』の観かん点てんから見ても、マイザーやフィーロといった面子めんつのいる組織の経営しているカジノで暴あばれたとなれば、今後色いろ々いろとやりづらくなるのは明めい白はくだ。

　──この段階で潰つぶし合わせてもマイナスしかない！

　シカゴのレストランでは状況を動かす為ためにリカルドと共きよう謀ぼうしてグラハムやクリストファーを鉢合わせさせたが、今は状況を下へ手たに動かすタイミングではない。

　──ヒューイさんやヴィクター達もこの町にいる状況じゃ、混こん乱らんが大きくなるだけだ！

　そんな心の葛かつ藤とうをおくびにも出さず、シャフトは黙もく々もくと車を運転し続けた。

　フィーロのカジノなど知らないと言い張り、場所を調べると言って時間を稼かせぐという事も考えたのだが、最悪な事にグラハムがその場所を知っているという。

「マルティージョ・ファミリーのカジノはそこを右だぞ、シャフト」

　車の屋根からヒョイと運転席せきを覗のぞき込んで道みち案あん内ないするグラハムの声に、シャフトは呆あきれたように目を細めた。

「つーか、なんでグラハムさんがカジノの場所なんて知ってるんですか」

「おう、いつか金が無くなった時に一発当あてようと思ってな」

「ギャンブル強かったんでしたっけ？」

　訝いぶかしむシャフトに、グラハムは言った。

「いや、売り上げ金の運び屋の頭をカキンと一発……」

「最悪だよこの人！　あーあー、そういやそういう人でしたよねグラハムさんは！　つーかそれで前、ガンドールのニコラさんに伸のされたのをもう忘れたんですか！　あの人の心が海よりも広かったから不ふ良りよう少年の悪戯いたずらで済すませて貰もらえましたけどね！　そうじゃなきゃ今いま頃ごろ俺おれらはハドソン川の底で魚の餌えさですよ！」

　シャフトが叫ぶと、後部座ざ席せきから反応があった。

「……あぁ？　グラ坊ぼうが負けたのか？　喧けん嘩かでか？」

「あ……。いや……ガンドール・ファミリーのニコラって奴やつが、これがまた強ぇ野や郎ろうで、何度かリベンジしにいったんですけど、いつも返り討うちで……」

　屋根の上から『一勝六敗だぞ、一勝してるの忘れるとは、もしやシャフトはシャフトの皮を被かぶった火か星せい人じんなんじゃ……』と長い口こう上じようを続けるグラハムの声が聞こえてくるが、ラッドはそれを聞いてか聞かずか、愉たのしそうに愉しそうに口くち元もとを歪ゆがめて言葉を漏もらす。

「ほぉー、やっぱり世の中は広いな、オイ。前にＮＹに来た時にもうちょっとまともに遊んどきゃ良かったな」

　拳こぶしを平ひら手てにぶつけてパシリと小こ気き味みよい音を響ひびかせるラッドを見て、シャフトは改めて今はジャグジーやクリストファーと鉢はち合あわせさせてはいけないと決けつ意いした。

　が、そんな決意も虚むなしく、車はフィーロのカジノの傍そばに到着してしまう。

　ジャグジーやクリストファーが来るまであと少しだろう。

　なんとかしてラッドとグラハムをこの場から遠ざけねばと考えたシャフトは、膨ぼう大だいなシャムの知ち識しきの中から、ある事を思い出して口にした。

「フー……。そうだ、フーさんですよ！」

「あぁ？」

　突然幼おさな馴な染じみの渾名あだなを出されたラッドは、眉まゆを顰ひそめてシャフトを見た。

「い、いや、フィーロって奴やつに合ったら色々ゴタゴタするかもしれませんし、先にフーさんに会っておいた方が良くないすかね？」

「いや、……ちょっと待てよ。フーの奴、ニューヨークにいんのか？」

「ええ、俺もこないだ偶たま々たま見かけて、あれって確かラッドさんの幼馴染みの人だよなーって思って覚えてたんですよ！」

　するとラッドは、上じよう機き嫌げんになって楽しそうに笑う。

「ほおー！　そうか、そうかい、フーの野や郎ろう、あの列車でくたばってなかったか！　まあ、保ほ身しんだけは上う手まい奴やつだったからな」

　本当に保身に長たけているならラッドとは縁えんを切っているだろう。シャフトだけでなくネイダーも同時にそう思ったが、当然ながら口には出さなかった。

「いやあ、フーさん、今、少し行った所にある診しん療りよう所じよで助手をやってるんですよ。車ならすぐですから、カジノに入り浸びたる前に挨あい拶さつしときませんか？」

「そうだな……そうするか」

　ラッドの言葉に、シャフトは心しん中ちゆうでホッと胸をなで下ろしたのだが──

「じゃあ、ネイダーよぉ、あんたが先に入ってルーレットを暖めておいてくれや」

　と、刑けい務む所しよに入っている間にルーアが預かっていた自じ前まえの財さい布ふから分ぶ厚あつい札さつ束たばを取り出し、助手席せきのネイダーにポンと投げ渡した。

「なっ……ちょ、な……っ!?　なんで!?」

「いや、お前が俺おれと幼おさな馴な染じみの再さい会かい見たってつまんねえだろ？」

「そ、そりゃそうだが……だからって、なんだこの金!?」

　混乱するネイダーを見て、シャフトも『またややこしい事を！』という表情になる。

「その金はくれてやるから、全部スっちまうつもりで景けい気きよく賭かけてこい。大おお勝がちしようがボロカスに負けようが、とにかく派は手でな賭け方すりゃいいさ。その後でお前のスポンサーが俺だって知ったら、フィーロの奴どんな顔しやがるかね。ハっ！」

「……俺が、このまま金を持ち逃げするとは思わないのか」

「持ち逃げするのか？　別にいいぜ？　その時は俺が賭けに負けたってだけの話だろ？」

　その話を聞いて、ネイダーは確かく信しんする。

　やはり、このラッドという男は異常なのだと。

　刹せつ那な的てきに生きる快かい楽らく主義者しやだ。

　だからこそ、ネイダーは怖こわかった。

　ラッドの『別にいいぜ』の言葉の後に、『今度面つらを見かけた時に殺すだけだ』という一いち文ぶんが省しよう略りやくされているような気がしてならない。

　実際、自分が持ち逃げしてもなんとも思わないだろう。だが、同時に、ラッドは同じようになんとも思わないまま、こちらに向けて銃じゆうを撃うち放つ事だろう。

「ああ、でも逃げるつもりなら、その前にあんたとフライング・プッシーフットの関わりも聞いておきたいんだが……まあ、その時はその時だ。逃げちまったら諦あきらめるわ」

　ラッドは一いち度ど仲間と認めた相手は殺さない。

　そんなルールを知らないネイダーからすれば、遠とお回まわしに『逃げたら話を聞くのを諦め、見つけ次し第だい殺す』と言われたも同どう然ぜんという気分になり、怯おびえながらも札さつ束たばを握りしめた。

「……勝った分は、俺おれが貰もらってもいいのか？」

　と、そんな小さな利り権けんを確かく認にんしようとする自分自じ身しんを情なさけなく思いながら。





⇔






数分後ご




　そして、ネイダーは一人カジノに足を踏み入れた。

　地下カジノ自体は、シカゴで何度も経験している。

　問題は、シカゴと流りゆう儀ぎが違う可能性もあるし、細かいルールはそれこそ賭と場ばによって異なる為ため、迂う闊かつに過去の経験頼だよりで行動するわけにもいかなかった。

　まずは様よう子す見みだと、周囲の客を観察するネイダー。

　老ろう若にやく男なん女によが揃そろっているが、流石さすがに子供の姿すがたは見られない。

　一番若わかいのは、事務室しつらしき窓から一いつ瞬しゆん見みえた緑みどり色いろのスーツの男だろう。

　十代の少年が何な故ぜこんな場所にと疑問に思ったものの、事務室の中にいる事から、関係者の家族だろうと納なつ得とくする事にした。

　──だとしたら、あのガキを上う手まく味み方かたにつければ、そのマルティージョ・ファミリーとやらに食い込めるかもな。

　口くちの端はをニイ、とつり上げた瞬しゆん間かん、ネイダーは顔を青くする。

　──いやいやいや、何を言ってんだ俺は。バカか！

　──んな事やってきた結果が、今の状況なんだろうが！

　自分を叱咤しつたし、顔をピシャリと叩たたくネイダー。

　今日きよう限りだ。

　この金を気持ちよく使い切る事で、裏うら社会からは完全に身を引こう。

　まさかヒューイの一いち味みも、この大だい都市の人ひと混ごみに紛まぎれた自分を見つけ出すのは無む理りだろう。

　明日あしたからは、絶対にまともな職を探すんだ。

　さっき、診しん療りよう所じよの助手がどうこう言ってたが……それもいいかもな。

　ポケットの中で札束を握り締めながら、様さま々ざまな『明日』を思い浮かべるネイダー。

　しかし、それなりに裏社会に足を踏み込んだ彼は、身をもって知っていた。

『明日からはまともに生きる』と決意した人間の大半は、次の日も同じ事を言うのだと。

　その次の日も、その次の日も。永えい遠えんに『明日』が訪れる事はないのだと。

　まともに明日に向かえる人間ならば、最初からこんな裏うら道みちには訪れないのだから。
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事務室しつ




「どうしたんですか？　フィーロ」

　話の最さい中ちゆう、チラチラと店の中に視線を送る総そう支し配はい人にんの青年に、ラックが訝いぶかしげに声をかけた。

「いや、悪い。新しん顔がおの様よう子すがなんか妙みようでな。自分の面つらぁ叩たたいたり、何やってんだあいつ」

「カジノが初めてで、気合いを入れようとしてるんじゃないですかね」

「あー、そうかもしれねえけど……。駄だ目めだな、やっぱ俺おれ、神しん経けい質しつになってるみたいだ」

　フィーロは溜ため息いきを吐きつつラックに目を向け、神経質になっている理由に関して切り出した。

「お前らの所にも来てるんだろ。例の『招待』よ」

「ええ、見み逃のがしては貰もらえませんでしたよ。少なくとも、うちは向こうとちょっとした因いん縁ねんがありますからね。マルティージョのように繋つながりが無い組織にも『招しよう待たい』の手が回っているようなら、うちに来ない筈はずがないでしょうね」







　数日前まえの事。

　ようやく現げん場ばに復ふつ帰きしたばかりのフィーロは、モルサ・マルティージョに突とつ然ぜん呼び出され、とある話を持ち出した。

　──「ルノラータ・ファミリーがマンハッタンの傍そばにデカイ賭と場ばを建てるのを知ってるな」

　その話はフィーロも知っていた。

　刑けい務む所しよに入る前から、噂うわさだけはあった話だ。

　マンハッタン島に程ほど近ちかいニューヨークの海岸沿ぞいに、ホテルや商業施し設せつ、オフィスやレストランなどが入った多た目もく的てきビルが建築されているのだが──そのバックに、ルノラータ・ファミリーの影があると。

　ギャング嫌ぎらいで知られるマンフレッド・ベリアムが土地を所しよ有ゆうしている一帯であり、大おお手てマフィアの間でも縄なわ張ばりにし辛づらい土地であった。

　だが、選挙資し金きんの調ちよう達たつという名めい目もくで、その土地の一部が売りに出され──権けん利りが数人の資し産さん家かを経た段階で、ルノラータの息が掛かった企き業ぎようの手に収まり、件くだんのビル建築が発表されたのである。

　ビルの建築は急ピッチで進み、記録を作るような高さではないものの、モダンな雰ふん囲い気きが漂うその姿すがたはマンハッタン島からでもハッキリと確かく認にんできる程の存在感かんだった。

　ネブラのミストウォールとは対たい照しよう的てきに、全体的に細く、上部に行くに従って鋭くなっていくそのデザインから、一部の皮ひ肉にく屋や達たちから『ラーズランス太陽神の槍』という渾名あだなで呼ばれている。

　ビルの除じよ幕まく式しきは既すでに済んでおり、あとは地下レストランの一部が工事を延期しているだけだったと記き憶おくしている。

　レストランの地下はホテルの予よ備び客室であり、普ふ段だんはレストランがＶＩＰへの個室として使用するという話だったが──その無む数すうにあるＶＩＰルームが、全て賭と場ばと化すという噂うわさはフィーロも耳にしていた。

　そこまで思い出したフィーロに、モルサは続けた。

　──「お前の耳にまで噂が届いてるのに警察が腰をあげたって話は聞かん。それなりに証しよう拠こを消しているか、いろんな所に鼻はな薬ぐすりを嗅かがせているんだろう」

　──「そのルノラータ・ファミリーから今け朝さ、使いが来てな。俺おれも、最初は誰だれかの騙たばかりかと思ったんだが……本当にルノラータの人間だったよ。ロニーが顔を確かく認にんしたから間違いないだろう」

　ルノラータ・ファミリーからの使し者しや。

　うちのような小さな組織になんの用があるというのか。

　まさか『縄なわばりを寄よ越こせ』と言いに来たのだろうか？

　数年前まえにガンドールとも揉もめていた事を思い出し、フィーロは緊きん張ちように身を包んだのだが、そんな彼に対してモルサの口から出たのは、全く予想外がいの言葉だった。

　──「招しよう待たいするとさ」

　──「うちだけじゃない。近きん隣りんの組織全すべてに声をかけているそうだ」

　──「警察の動きを見て日にちは決めるそうだが……２月の半なかばに、賭場を開くそうだ。地下にある、無む数すうの個室が全て鉄てつ火か場ばになるって話だ」

　──「大おお勢ぜいの大おお物ものを招待する『開店祝いわい』の日……その個室を各かく組織に一つずつ使わせてやるから、是ぜ非ひ儲もうけていってくれ……だとさ。巫ふ山ざ戯けた話だ」




　──「俺の独どく断だんで断っても良かったんだが……今、うちの賭場を任せているのはお前だ。だからフィーロよ、この話を受けるかどうか、お前が決めろ」







　フィーロは一晩迷まよった挙あげ句く、その話を受ける、とモルサに伝えた。

　ここで名めい誉よを挽ばん回かいしたかったという欲が無かった、と言えば嘘うそになるかもしれない。

　だが、フィーロは最終的にはファミリーの為ためになると考えてこの仕事を受けたのである。

　もしも話を断れば、それはルノラータ・ファミリーに泥どろを塗った事になる。

　モルサは戦争になっても構わないという態度だったが、フィーロは『マルティージョ・ファミリーは尻尾しつぽを巻いて逃げた』と思われる事が我が慢まんならなかったのだ。

　勿もち論ろん、罠わなの可能性は大きい。

　会場の地下に賭と場ばを仕切る幹かん部ぶ達たちが集まった瞬しゆん間かん、マシンガンを持ったルノラータの殺し屋が現れる可能性も無いとは言えなかった。

　だが、最悪のケースは、賭と場ばをやってる間に警察が踏み込んで、各ファミリーの人間が軒のき並なみ逮たい捕ほされるという場合だ。これは、マシンガンで皆みな殺ごろしにされるよりも都つ合ごうが悪い。仮にフィーロが不ふ死じ身みの肉体を持っていなかったとしても答えは変わらないだろう。

　何しろ警察に正式に逮捕されたとなれば、それを足がかりにして各ファミリーに警察の手が及ぶ可能性があるのだ。ルノラータ・ファミリーは最初から人ひと身み御ご供くうとすべき人間を配はい置ちし、知らぬ存ぜぬを通せばダメージは最さい小しよう限げんで済む。

　──そんな事じ態たいになったら、俺おれは一度刑けい務む所しよに入った時点でとっくにファミリーから追つい放ほう済ずみだった、って言い張って下さい。俺も絶対口くちは割りません。

　話を受けると伝えた時、覚かく悟ごを持ってそう告げたフィーロに、モルサは言った。

　──「俺は最初から何も言うつもりはないさ」




　──「仮にそんな事態になったら、俺は黙だまってルノラータの首を掻かき切るだけだ」
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「ったく、ルノラータ・ファミリーか。デカいからって好き放ほう題だいやってくれるぜ」

　フィーロはそう言って、幼おさな馴な染じみの青年に愚ぐ痴ちを零こぼす。

　ラックは苦く笑しようしながら聞き、静かに口を開いた。

「まあ、好き放ほう題だいやる為ために力をつけるわけですからね」

「贅ぜい沢たくな連れん中ちゆうだ」

　溜ため息いきを吐いた後、フィーロは表情を引き締めて話を続ける。

「それにあいつら、俺らを胴どう元もとだけじゃなくて、自分達たちのカモにしたいみたいだったからな」

　ルノラータの使いは、『組織間かんでの利り権けんや縄なわ張ばりをチップとした賭かけもどうぞ御ご自由に。我われ々われルノラータ・ファミリーは最高の審しん判ぱんとなり得るでしょうから。勿もち論ろん、我々相あい手てに賭かけをしたいのであれば、申もうし出さえあれば一いつ考こうしましょう』と言っていた。

「要するに、自分達がどんだけ力を持ってるか見せつけてえだけじゃねえか。そんなのに踊らされる暇ひまがあったら、俺は普通に会場に来た金持ち相手に上う手まく負けて見せるさ」

「負けるんですか？」

「勝たせれば、その金持ちがこの賭場に来てくれるかもしれないだろ？」

　肩を竦すくめながら言うフィーロに、ラックが無む表情で言う。

「……そう上う手まくいくといいですけどね。何も仕込んでないとは思えませんが」

「ああ、隙すきがありゃ俺おれらの評ひよう判ばんを落とそうとしてくるだろうな」

「当然でしょうね。まあ、会場自じ体たいがグレーゾーンですから、対策は必要でしょう」

「まあ、ロニーさんがわざわざ俺に『何が起こるか解わからんから気を付けろ』って言うぐらいだからな。灰はい色いろどころか真まっ黒くろだぜ」

　ロニーの情報収しゆう集しゆう能力にはファミリーの全員が絶対の信しん頼らいを置いている。周囲のギャング組織は疎おろか、西にし海岸に拠きよ点てんを置くマフィア幹かん部ぶの顔まで完全に把は握あくしていて、しかも情報に誤あやまりがあった事は一度もない。

　一人に頼り切るのは組織的に良くない傾けい向こうなのだが、モルサも酒の席でフィーロにうっかり『ロニーが裏うら切ぎったなら、それは仕方のない事だ。裏切られた俺に貫かん目めが無かっただけだろう』と口を滑すべらせており、フィーロもまた、ロニーが組織を裏切ったなら諦あきらめるしかないと考えていた程ほどだ。

　そもそも、ロニー程の男が何な故ぜこんな小さな組織の一いち幹部で満足しているのかと、ファミリーの人間からも不ふ思し議ぎがられていたのだが、ロニーに聞いても『買いかぶりだ』と言うだけなので、フィーロは『それだけモルサの親父おやじにカリスマがあるって事だろう』と判はん断だんしていた。

　人間としてモルサを、兄のような存在としてマイザーを、そして、純じゆん粋すいに『あの人はとにかく凄すごい』と言える男としてロニーを尊そん敬けいしていた。

　そんなロニーが気を付けろと言うのだから、油ゆ断だんする理由は欠片かけらもない。

　だからといって、参加を取りやめるつもりもない。

「しかしまあ、人が刑けい務む所しよからやっと出てきたと思ったら、この厄やつ介かいなトラブルだ。偶ぐう然ぜんとはいえ、最悪のタイミングだよ」

　後こう悔かいはしていないが、運命への愚ぐ痴ちはあるようだ。

　ラックはそんなフィーロから目を逸そらし、ふむ、と考えた後に独ひとり言ごとを呟つぶやいた。




「……本当に、ただの偶ぐう然ぜんである事を祈りますけどね」
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　ネイダーはカジノの隅すみで休きゆう憩けいするフリをしつつ、人間観かん察さつを続けていた。

　カードゲームに興きようじてもいいと思ったが、何しろ自分の右手は義ぎ手しゆである。ネブラ製の特とく殊しゆな構こう造ぞうをした義手で、訓くん練れんの結果ハンドルに手を添えたりワイングラスを引っかけて持つ事は自然とできるようになったのだが、カードを扱うような繊せん細さいな行動はできない。

　左手だけでプレイして目立つのは、まだ避さけたい。

　自分には、観察される側に回った上で冷静に観察し返せる程ほどの技術も度ど胸きようもないのだから。

　とりあえず、あと10分程ほど様よう子すを見たら、適当にルーレットの台にでも座ろうと考えていたネイダーだったが──




「どうです、調子は」




　と、いつの間にか隣となりに立っていた男に声を掛けられ、全身の毛を逆さか立だてた。

「!?」

　自分を狙ねらう刺し客かくではないかと考えたネイダーは、咄とつ嗟さに喉のどと心しん臓ぞうを両腕うででカバーする。

「面白い驚き方しますね、貴方あなた」

「い、いや、すまない」

　思わず謝ってしまったが、目の前の男が自分への追おっ手てであるという可能性が消えたわけではない為ため、警けい戒かいしつつ相手の姿すがたを確かく認にんする。

　パッと見る限り、年ねん齢れいは自分より数すう歳さい年とし下しただと思われる。下へ手たをすればまだ十代かもしれず、先せん刻こく事務所の窓から見えた少年とどっこいどっこいだろう。

「いえいえ、こちらこそ驚かせてしまってすいませんでした。お詫わびに、チップを一枚如何いかがですか？」

　そして、一番安やすいスロット用のト代ー替ク貨ン幣を手渡してくる少年。

「いや、いいよ」

「いいからいいから、幸運のチップだと思って、適当に回して下さい」

　と、少年はそう言いながら、すぐ側そばのスロットマシンに視線を向ける。

「……じゃあ、ありがたく頂くよ。悪いな」

　もしかしたらこの少年も賭と場ばの関係者かもしれない。

　だとすれば、無む碍げに断り続けるのも良くないだろうと考えたネイダーは、軽い運うん試だめしの気持ちでそのスロットにトークンを入れた。




　そして、リールが回る。

　無む数すうの絵え柄がらが残ざん像ぞうを生みだし、虹にじ色いろの川が三本並ならんでいるように見えた。

　ネイダーはスロットに関する知ち識しきは特に持っていなかったので、回転が止まるまで何も考えず、じっくりとその虹を眺ながめ続ける。

　すると、小こ気き味みよい音と共に、最初のドラムが停止した。

　まるでスロットマシンが一つの楽がつ器きになったかように、リールの停止と共に響ひびく心ここ地ち好よいベル音がネイダーの心を震わせる。




　　　　　　　　　　【７】

　──すげえな。今のスロット、こんなになってんのか。

　　　　　　　　【７】

　──俺おれがカジノ相手の詐さ欺ぎで稼かせいでた頃とは違って────────────

　　　　　　【７】

　──違って……てて、て？

　そこで、ネイダーの意い識しきは一いつ瞬しゆん空くう白はくに囚とらわれた。

　スリーセブン。三つ並んだ【７】の絵え柄がら。

　合計21の数字が何を意味するのか、ネイダーが思い出すその前に──

　楽がつ器きから楽がく団だんへと進しん化かしたネブラ製スロットが、大おお当あたりを意味するオリジナルミュージックを店内に高らかに響ひびき渡らせた。
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「な、なんですか、この音」

　決して暗い音楽ではないのだが、自分達が階段を下り始めた途と端たんに下から響いてきた大だい音量の音楽に、ジャグジーは思わず身を竦すくませる。

　すると、先せん頭とうを歩いていたロニーが無む表情のまま質問に答えた。

「ふむ……スロットの大当たりが出たようだな」

「大当たり!?　凄すごい！」

　羨うらやましそうに目を輝かせるジャグジーに、ロニーは苦く笑しようを浮かべつつ階段を下りていく。

「経けい営えい者しや側がわからすれば、あまり聞きたくない音なのだがな……。まあいい」
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「あの野や郎ろう、やりやがったな！」

　その音を聞いたフィーロは、スロットの前に立っているのが例の新しん顔がおだと気付き、思わず腰を浮かせた。

「落ち着いて下さいフィーロ。単なる偶ぐう然ぜんという事もあるでしょう。そもそも、当たりが出ても問題ない機き種しゆだとさっき言っていたじゃないですか」

「いや、でもよ。あいつ怪あやしすぎだし……そもそも、あれは最高役やくのスリーセブンの音だ。全部の台を合わせて10日に一度あるか無いかで、昨日きのう出たばっかりだぞ!?」

「確かく率りつ上じよう、二日連れん続ぞくで出る時が無いとは言えませんよ。最初から疑いの目で見て本当に偶ぐう然ぜんだった場合、名前を落とすのはフィーロではなくマルティージョ・ファミリーですよ」

「……ああ、解わかってる。解ってるよ。いきなり殴なぐりかかったりはしねえって」

　ラックの言葉で幾いく分ぶん冷静さを取り戻したフィーロは、呼吸を整えつつホールに続くドアへと足を向けた。

「ちょっと御お祝いわいの言葉を言いながら、探りを入れるだけさ」
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「お、おい……」

　どうやらこのリールマシンは通常のものと違い、少々特とく殊しゆなタイプのようだ。

　複数のベル音を組み合わせた派は手でな音楽と共に、スロットの払い出し口から無む数すうのトークンが吐き出される。ネイダーが投とう入にゆうした最さい安やす値ねのトークンではなく、この地下カジノで使える最高額がくのトークンだ。

　この時代のスロットは20世せい紀き後半に作られた電子制せい御ぎよのものではなく、店みせ側がわにも確かく率りつ調ちよう整せいはできない代しろ物ものだ。後の世に出る機き種しゆに比べると、かなり高い確率で最高役やくが揃そろう為ため、そこまで異常な支払い額がくではないのだが──

　それでも、切り詰めれば一年は楽に食べていけるだけのチップが払い出されており、この不ふ況きよう時代においてはまさしく法ほう外がいな額と言えた。

「いやあ、おめでとうございます！」

　呆ぼう然ぜんとする男に、自分にトークンを渡した少年が賞しよう賛さんの声をあげる。

　そして、彼が最初に拍はく手しゆを始めたのに釣つられ──カジノ内で勝負中ちゆうの者を除いたギャラリー達が一いつ斉せいにこちらに向き直り、盛せい大だいな拍手を送ってくるではないか。

　人生で一度も浴びたことのない賞賛の嵐あらしに包まれながら、ネイダーは冷ひや汗あせが止まらない。

　──違う。

　彼は、小こ者ものだった。それ故ゆえに、自分を理解している。

　──俺にそんな運があるわけがない。

　自分は、たとえどんな運があろうと、こんな場所で【アタリ】を引くタイプの人間ではない。

　──こいつが……この小こ僧ぞうが何かやりやがったんだ……！

　つまり、これは確実に何かに巻き込まれた合あい図ずであり──

　目の前で微笑む少年によって、途轍もない【ハズレ】を引かされたのに他ならないのだと。

　その予よ感かんが正せい解かいだと告げるように、呆ぼう然ぜんとしたネイダーの前に、別の少年が現れた。

「おめでとうございます、お客様！」

　──あれ、こいつは……事務所の窓から覗のぞいてたガキじゃねえか。

　──お客様って……やっぱこいつ、従じゆう業ぎよう員いんの関係者か。

　──いや待て、なんでただの関係者が俺に挨あい拶さつに？

　混乱するネイダーに、淡い緑みどり色いろ系けいのスーツを纏まとった少年は、恭うやうやしく一いち礼れいしてみせた。

「当とう店てんの支配人にん、フィーロ・プロシェンツォです。お客様のような幸運な方が当店に訪れた事を感謝します。我々もその強きよう運うんにあやかれればと祈るばかりですよ」

　普ふ段だんの彼──フィーロを知る人間なら『なに気き取どったこと言ってんだコイツ』と大だい爆ばく笑しようされている所だろうが、初しよ対たい面めんであるネイダーは、それ以前に新たな混乱に囚とらわれる。

　──は？

　──こ、このガキが支配人？　年いくつだこいつ!?

　立て続けに押し寄せる疑問に押しつぶされそうになりつつも、ネイダーはすんでの所で踏みとどまって、自分の伝えるべき言葉を口にした。

「あ、いや、違うんだ……」

「違う？　何がですか？」

「いまのは、あいつが……」

　そう言ってネイダーは自分にトークンを渡した少年を指さそうとしたのだが、振り返った時には既すでにそこに少年の姿すがたはなく、こちらに拍はく手しゆを送る群ぐん衆しゆうの中に紛まぎれ込んでしまっている。

　──あ、あいつ……！　やっぱりだ！

　──やっぱり、あの小こ僧ぞう……俺おれをハメやがったんだ！

　普通の人間ならば、彼の事を幸運を運んできた天てん使しのように思えるかもしれない。

　だが、ネイダーからすれば、下へ手たにワル目立ちをさせた疫やく病びよう神がみ以外の何者でもない。恐らくは、この直後に配はい当とう金きんに見合わぬトラブルに巻き込まれるに違いないとすら考えていた。

「どうなさいました？」

「あ、いや……何でも無い」

　顔かお色いろを悪くするネイダーに、フィーロは爽さわやかな笑顔を貼はり付けたまま問いかけた。

「ところでお客様……このカジノは、どなたからの御ご紹しよう介かいですか？」

　完全招しよう待たい制せいではないとはいえ、流石さすがに闇やみカジノである以上は『ふらりと立ち寄った』という理由ではまず入ってこない。何しろ看かん板ばんなども一切なく、入口も一いつ見けんすると単なる雑ざつ貨か屋やの裏うら口ぐちにしか見えないからだ。

　ネイダーは焦あせりながら何か答えねばと考え、フィーロという名前に聞き覚えがある事に気が付いた。

　──そ、そうだ。そうだよ。ラッドの奴やつが、このカジノ仕切ってるダチだとか言ってた奴だ。

　──このガキがそうだったのか！

「ら、ラッドだよ！　ラッド・ルッソ！　あんたと友達だって言ってたぜ！」

　起き死し回かい生せいとばかりに、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべてその名を告げたネイダーだったが──

　対たい照しよう的てきに、笑顔をビキリと凍らせて露ろ骨こつに口くち元もとを引きつらせるフィーロ。

　──ええっ!?

　──これ、友達の名前が出た反応じゃないぞ!?

　ラッドに話が違うと叫びそうになる気持ちを抑えて、ネイダーは笑顔のまま脂あぶら汗あせを流した。

　そんな彼に、フィーロが問う。

「お客様……つまり、彼は今、シャバにいるんですね……？」

[image: ]
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カジノ　入口前まえ




「どうするの、エニスお姉ねえちゃん、入らないの」

「でも……フィーロさんの仕事を邪じや魔ましてしまうかもしれませんし……」

　カジノの前の道で立ち止まり、結局入はいる事を躊躇ためらっているエニス。

　不安げにカジノの入口を見る彼女に、アニーが後あと押おしの言葉をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、エニスさん！　私達も普通にカジノのお客として入ればいいだけなんだから、堂どう々どうと入っちゃおうよ」

「ですが、何かあったら危険です。チェス君とアニーさんは、ここで帰った方が……」

　すると、その言葉にムッと頬ほおを膨ふくらませ、アニーがエニスの頬をプニリとつまむ。

「なにをなひゃるのでひゅか？」

「もー！　危ないのはエニスさんだって一いつ緒しよですよ！」

　アニーはプニプニとエニスの頬ほおを弄いじり倒してから手を離すと、キッパリと断だん言げんする。

「エニスさんも私も、か弱い女の子っていうのは一緒なんですよ！　だから、条件は同じなんですからね！」

「条件？　なんの条件ですか？」

「……」

　その瞬しゆん間かん、二人の間に静せい寂じやくの風が吹き抜けた。

　エニスは首を傾かしげながら、アニーは顔を僅わずかに赤くしながら沈ちん黙もくする。

　二人の間を一人の男が早はや足あしで駆かけ抜け、カジノの中に入って行ったのをきっかけとして、ようやくアニーが口を開いた。

「……あーもー！　フィーロもエニスさんも、なんでこう無む頓とん着ちやくかな！」

「すいません……。何の事かは分かりませんが、ご迷めい惑わくを掛けてしまったんですね……。でも、フィーロさんは無頓着ではありません。色々な所に気を使う真ま面じ目めな人です」

「……」

　煮え切らない会話を続けるエニスとアニー。

　このまま明日あしたの朝まで中に入れずに時が経たつのではと思われたが──

「ねえねえ、二人とも、それどころじゃなさそうだよ？」

　そんな空気をぶち壊こわす形で、チェスがとびきり物ぶつ騒そうな言葉を口にした。




「今、カジノに入っていった人……大きい銃じゆうを持ってたみたいだけど」
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カジノ内




　スロットの前で会話するフィーロと客。

　その様よう子すを、入口の階段を下りた所で見ていたロニーが無む言ごんで眺ながめている。

　ジャグジーとクリストファーは周囲のノリに合わせて拍はく手しゆをしているが、フィーロはこちらに気付いていないようだ。

　子供達たちは互いに醒さめた表情をしているが、リカルドは形だけの拍手を送っている。

「でも、大おお当あたりなんて凄すごいですね。いいなあ……」

　本ほん気きで羨うらやむジャグジーに、レイルが言う。

「でも、あんまり嬉うれしそうな顔してないよねぇ。ところで、あの子供みたいな顔してるのがフィーロって人？」

　すると、ロニーが人ひと差さし指を口元に当て、レイル達に小こ声ごえで忠ちゆう告こくした。

「彼は童どう顔がんがコンプレックスだ。怪け我がをしたくなければ、本ほん人にんの前で口にしない方がいい。……まあ、子供相あい手てに本ほん気きで怒る程ほどに短たん慮りよではないが、気き分ぶんを害するのは確かだ」

「……へえ。せいぜい気を付けるよ」

　軽かる口くちを叩たたくレイルだが、ロニーの雰ふん囲い気きに気け圧おされたのか、笑顔を消して目を逸そらす。

「えっ……あの人もしかして、僕より年とし上うえなんですか？」

　本人に聞きかれたら泣く暇ひまもなく気き絶ぜつさせられそうな事を口にしたジャグジーだが──

　その答えをロニーに聞く事は叶かなわなかった。

　何な故ぜなら、彼らが今しがた降りてきた階段から、外からの出入り口を見み張はっていた従じゆう業ぎよう員いんが、派は手でな音を立てて転がり落ちてきたからだ。
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「で、ラッドはなんて言ってここを紹しよう介かいしたんです？」

　こめかみをひくつかせつつ尋たずねるフィーロに、ネイダーがなんと答えようか迷っていると、突とつ然ぜん入口から派手な音が聞こえ、顔に刺青いれずみをいれた少年が悲鳴を上げた。

「なんだ？」

　フィーロが階段下したに顔を向け、そこでまず目に入ったものは──

　こちらに向かって、牙きばを覗のぞかせた凶きよう悪あくな笑顔で手を振る、赤あか目めの怪かい人じんの姿すがただった。

　──……。

　──っ!?

「くっ……クリストファー!?」

　──なんであいつがここに!?

　驚きに支配された直後、その背後で倒れている部ぶ下かの姿が目に入る。

　一いつ瞬しゆんクリストファーの仕し業わざかと考えかけたが、どうやら階段の上から今しがた転がり落ちてきたようだ。

　そして、この一瞬の間で最後に目に入ったのは──

　階段から鬼おにのような形ぎよう相そうで下りてくる、トンプソン式軽機関銃トミーガンを握り締めた男の姿だった。

　男には、見み覚おぼえがある。

　つい先ほどイカサマを暴あばいて叩たたきのめし、外に連れ出させた男だ。

　マルティージョの事務所に連れん行こうさせたのだが、どうやら途と中ちゆうで逃げ出したらしい。

「ごごぐぞうあ[image: ぅ]この糞ぃばがぁぁぁぁマフイアがぁ！」

　フィーロの手で喉のどを潰つぶされていたイカサマ男は、どこからか手に入れたトミーガンを振りかざし、天てん井じように向けて乱らん射しやした。

　銃じゆう声せいが響ひびき渡り、カジノの中に悲鳴と喧けん噪そうが広がった。

　──あの野や郎ろう……っ！　トチ狂くるいやがって！

　トミーガンを簡単に用意できた事を考えると、どこかに所しよ属ぞくしてたマフィアのメンバーなのかもしれない。だからといって、イカサマがバレて制せい裁さいされた事の報ほう復ふくによってこんなマネをしでかした者を守る組織も存在しないだろう。

　──こいつ、死ぬ覚かく悟ごか？　そんなに俺おれにやられたのが悔くやしかったのか？

　──それとも……マルティージョ・ファミリーなら暴あばれても逃げ切れると思ったか？

　──どちらにしろ、この世に生まれて来た事を後こう悔かいさせてやるけどな。




「うあぁわわわわっ!?」

　自分の真ま後うしろに現れた男がトミーガンを乱らん射しやした事で、ジャグジーは完全に恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。

　レイルとリカルドは耳を両手で塞ふさいでいるだけで特に動じた様よう子すもなく、クリストファーは目を輝かせ、トミーガンを持った男に対してフィーロがどう動くのかを見守っている。

　ロニーも全く動じた様よう子すはなかったのだが、とりあえずこの大おお人にん数ずうの客の前で自分の力を使うのを控ひかえているのか、すぐに暴ぼう漢かんを無む力りよく化かする事はしなかった。

　階段から落ちた男は撃うたれたわけではないようで、恐らくは銃じゆうで脅おどされた所を蹴けり落とされたのだろう。

　気き絶ぜつしているだけの男を見て、ロニーはとりあえず安あん堵どの息を吐き出した。

　──さて、どうするかな。

　──とりあえず、普通に飛びかかってこの男を無力化するか。

　いざとなれば男の手の内から銃を幻まぼろしのように消し去る事もできるのだが、この客きやく層そうの前ではジャグジー一いち味みの時のように『手て品じなだ』と言い張るわけにもいかないだろう。

　そう考え、たまには普通にフィーロの『短たん刀とう術じゆつの師し匠しよう』らしい行動でもするかと、懐ふところにあるナイフに手を伸ばし──あるものを見て、その手を止めた。

　──やれやれ。出る幕まくは無しか。

　──まあいい。

　薄く笑い、溜ため息いきを吐き出す彼の目に映ったのは──

　階段の上から飛び降りる、黒い男おとこ物ものスーツを纏まとった女の姿すがただった。




「あっ！」「あぁ？」「ああっ！」「あっ」「……ああ」

　フィーロやネイダー、ジャグジーやレイル、リカルドといった面子めんつを含め、乱らん射しや男おとこ以外のほぼ全員が一いつ斉せいに声をあげた。

　乱らん射しや男おとこは一いつ瞬しゆん躊躇ためらい、周囲の人間の視線が自分の上じよう方ほうにあると気付いたのだが──

　気付いた時には、もう遅かった。

　首を上に向ける暇ひますら与えられず、その身に鋭い衝しよう撃げきが突き抜ける。

　男の鎖さ骨こつに右足を着ちやく地ちさせた黒スーツの女は、そのまま男が天てん井じように向けていた銃じゆうを掴つかむと、男の右腕うでごと思い切り引き上げた。

　ミシリ、と嫌いやな音がして男の鎖骨が折れた次の瞬しゆん間かん、ゴキリ、と嫌な音がして男の右肩かたが脱だつ臼きゆうする。

　激げき痛つうに男が口を開けた瞬間──

　その口の中に、奪うばい取られたトミーガンの後床が叩たたき込まれた。

　歯を全て叩き折られた男は、結局自じ分ぶんを伸のした相手の顔すら見る事ができずに昏こん倒とうする。




　あまりにも呆あつ気け無なく、あまりにも鮮あざやかな暴ぼう漢かんの制せい圧あつ。

　悲鳴を上げていたカジノの観客達たちは、一いつ瞬しゆん呆気にとられていたが──次の瞬間、惜おしみない拍はく手しゆを英えい雄ゆうとなった女性に打ち鳴らした。

　ネイダーがスロットの大おお当あたりを出した時を上回る喝かつ采さいを浴びながら、エニスはキョロキョロと周囲を見み渡わたし、フィーロの姿すがたを目にした所で、小さく安あん堵どの息を吐く。

　一方のフィーロは、何な故ぜエニスがここにいるのかといった疑問に囚とらわれつつも、まずは彼女の無ぶ事じと事じ態たいの解決に安堵した。

「……あれ？　終わり？　もう終わり？　せっかく楽しいショーの始まりだと思ったのに！」

　唯ゆい一いつ不満そうな声をあげているクリストファーからは後で事情をたっぷりと聞くと決意し、フィーロは更さらに階段付ふ近きんを見渡す。ロニーの姿すがたを見つけてギクリと身を固まらせた。

　──あああ！　やばい！

　──ロニーさんにとんだ失しつ態たいを見られた！

　フィーロ自身に落ち度は無かった筈はずなのだが、このカジノを取り仕切る身の上として、このような事態が起こってしまった事こと自体が恥はじに他ならない。

　少なくとも、フィーロはそう考えていた。

　しかし、今は恥はじ入る事よりも場の収しゆう捨しゆうが優ゆう先せんだと考え、カジノの中で叫ぶ。

「大変お騒さわがせして申もうし訳わけありませんでした！　今の銃じゆう声せいで警察が来る事も考えられます。すぐに換かん金きん作業を行いますので、今日きようの場はこれでお開きとさせて頂きたく存じます」

　警察。

　その単たん語ごに、客達の顔色がサッと変わった。

「勝ちの流れが来ていた方、負けからの脱だつ却きやくを試みていた方には大変申し訳ありませんが、この埋め合わせは後ご日じつ必ずさせて頂きますので、何なに卒とぞ御ご了りよう承しよう頂ければ幸いです」

　フィーロがそう言い切るのと同時に、客達は我われ先さきにと換金係の所へ殺さつ到とうし、負けて単なるギャラリーと化した面めん々めんは我われ先さきにと出口に向かい始める。

　不満があろうとも、フィーロ達に苦く情じようを言う暇ひまなどはない。

　警察沙ざ汰たに巻き込まれるリスクを考え、まだ数枚チップが残っている状態でも構わず外に向かう者も多く見受けられた。

　客を誘ゆう導どうしながら、フィーロは思う。

　──……これで、半分は客が離れるな。

　地下カジノは非ひ合ごう法ほうだからこそ、客からの信頼が殊こと更さら重要となる。

　町を支配している組織の賭と場ばというならまだしも、いくつもの組織がこぞって場を開かい帳ちようしているこのマンハッタンでは、少し気に入らない事があれば別の組織の地下カジノに流れる事が可能なのだ。

　──なんとかして、信頼を取り返さないと……。

　歯は噛がみしながらそんな事を考えているフィーロの背中から、エニスが声をかけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか、フィーロさん」

『客を逃がす大事な仕事の最さい中ちゆうだ。後にしてくれ』とクールに決めようとしたフィーロだが、エニスの顔を真ま正しよう面めんから見た瞬しゆん間かん、そんな言葉は頭の中から消え去った。

「あ、ああ。俺おれは大丈夫だ。それより、エニスは怪け我がとかないか」

　言ってから、不ふ死し者しやに対して意味の無い質問をしてしまったと気付く。

「私は大丈夫です。さっきの銃じゆう声せいで、誰だれか怪我をしたんじゃないかと……」

「天てん井じように撃うっただけだからな。ここは『蜂の巣アルヴエアーレ』と違って一階の床も頑がん丈じようだから、弾たまが突き抜けてるって事もないだろ」

　そう言って、フィーロは誘ゆう導どうを続けようとしたのだが──

「やあフィーロ。災さい難なんだったね。それともこんな事は日常茶さ飯はん事じなのかな？」

　と、赤あか目めの怪かい人じんがエニスの背後からヒョッコリと顔を出した。

「……クリストファー……なんでお前がここにいる？」

　心の底から嫌いやそうな顔をし、客を誘ゆう導どうしながら適当にあしらおうとするフィーロ。そんな彼の態度に、クリストファーは大おお仰ぎように肩を竦すくめる。

「ええー、酷ひどいなぁ。それが久しぶりに会った親友に対する仕し打うちかい？」

「誰だれが親友だ」

「そうつっけんどんにしないでよ。これからまた一いつ緒しよに仕事する仲なんだからさ」

「はぁ？」

　唐とう突とつな言葉に、思わず客の誘導の手を止め、クリストファーに向き直る。

「どういう事だ？　まさか、またミストウォールの時みたいなヤバイマネするつもりか？」

「おっと、それは君次し第だいだよ」

　遠とお回まわしな物もの言いいをするクリストファーにこめかみを引きつらせるフィーロだが、彼の横から現れた影が、二人の話に割って入る。

「初めまして、フィーロ・プロシェンツォさん」

「……？」

　チェスより数すう歳さい年とし上うえという雰ふん囲い気きの子供が何な故ぜここにいるのだろう。

　疑問に思うフィーロに、子供は淡たん々たんとした調子で告げた。

「私の名前はリカルド・ルッソと言います。モルサ・マルティージョさんの指し示じで、今後クリストファー共とも々ども貴方あなたの下もとで働かせて頂く事になりました。宜よろしくお願いします」

「えっ？」

　──リカルド……ルッソ？

　──モおルやサじさんの指示？　俺おれの部ぶ下か？

　──クリストファーも？

　何がなんだか解わからないフィーロだったが、ルッソという名前で、先せん刻こくの７７７男の言葉を思い出す。

「そうだ、あいつはどこに……。ちょ、ちょっと話は後で聞くから待ってくれ」

　慌あわててリカルドにそう告げ、フィーロが辺りを見回すと、丁ちよう度ど先せん刻こくの大おお当あたり男が、スロットから払い出されたトークンを現金に換えようとしている所だった。




　足あし早ばやにそちらに向かおうとするフィーロの背を見ながら、リカルドがボソリと呟つぶやいた。

「後で話を聞く、か」

　どこかここではない場所を見つめながら、リカルドは続けて独ひとり言ごとを口にする。




「この後、そんな余よ裕ゆうがあればいいんだけどね」





⇔






カジノ外部　入口前まえ




「エニスお姉ねえちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな」

「銃じゆう声せいがしなくなったという事は、大丈夫だと思いますけど」

　下から客が慌あわただしく駆かけ上がり、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていくカジノの入口前。

「でも、銃声は思いっきり聞こえてたから……警察もすぐに来ちゃうよね」

「解わかりませんよ。警察も忙いそがしいと思いますから」

「？」

　チェスとアニーがそんな会話を続けていると、二人の背後から軽けい妙みような声がかけられる。

「よう、坊主ぼうずに嬢じようちゃん。今、派は手でにクラッカーが鳴ってたのはこの奥かい？」

「えっ？」

　振り返ったチェスは、そこで身を強こわばらせる。

　背後に立っていたのは、数人の男と一人の女性。

　そのうちの一人は、チェスにとって見み覚おぼえのある男だったからだ。

　男もそんなチェスの顔を見て何か気付いたようで、眉まゆを顰ひそめながら笑いかける。

「ん……？　坊主、どっかで会った事あるか？　そういや見覚えのある面つらだな」

　男は更さらに数秒考かんがえ込んだのだが、完全にチェスの顔を思い出す前に、カジノの入口へと足を向けた。

「まあいいさ。今はパーティーに面ぁ出すのが先せん決けつだ」

　すると、横よこ目めに映った女が物もの凄すごい形ぎよう相そうでこちらを睨にらんでいるのを見て、一いつ瞬しゆんだけ足を止めて、不ふ思し議ぎそうに言う。

「ん？　嬢ちゃんは……初めて会うよな？」

　その問いに、女──アニーは一いつ切さい答えない。

　ただ、親の仇かたきを見るような目で男に敵てき意いを向けている。

「もしかして、どっかで嬢ちゃんの彼かれ氏しでもぶち殺しちまったか？　だったら悪いな。反省するつもりはねえが」

　男はそんな女の視線を楽しそうに受け止めながら、連れの男女を引き連れて改めて足を踏み出した。




「なんか恨うらみを買ってるみてえだが、悪いな嬢ちゃん、俺おれをぶち殺すつもりなら、下のパーティー会場まで追っかけて来てくれや」





⇔






カジノ内




「……で、すんなり帰れると思いましたか？　お客様」

　換かん金きんを終えたネイダーの前に、健すこやかな笑顔を浮かべたフィーロが立ち塞ふさがる。

　無む論ろん、薄く開かれた目は笑っていないのだが。

　二十人ほどいた客も大たい半はんが外に逃げ出し、カジノの従じゆう業ぎよう員いんが念ねん入いりにイカサマ男を縛しばり上げている。

　ネイダーは札さつ束たばを腕の中に抱えたまま、懇こん願がんするように首を振った。

「お、おい……待ってくれ。調べてくれりゃ解わかるが、俺はイカサマなんかやってねえって」

「まあ、それは置いておきましょう。私が気になるのは、お客様にここを紹しよう介かいしたラッドさんの事でしてね」




　そんか会話をする二人を少し離れた所で眺ながめながら、クリストファーは退たい屈くつそうに首を振る。

「なんか期待ハズレだよ僕。フィーロのカジノっていうからもっとこう、ガトリングガンでロシアンルーレットとかやってると思ったのに」

「……あのフィーロって人、そんなにトンチキな人には見えないけど」

「リカルドがボスになったら、もっと大だい自然に敬けい意いを表ひようした地下カジノを作ろう。滝たきを利用した凄すごく大きいスロットマシーンとか、竜たつ巻まきを利用したルーレットとか」

「オレも、そんなトンチキになるつもりはないんだけど」

　リカルドは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま答えた後、僅わずかな間をおいてクリストファーに声を掛けた。

「ところで、クリストファー」

「なんだい？」

「そろそろ、後ろを向いた方がいいと思うよ」

「？」

　前を向いたまま妙みような事を言うリカルドだが、クリストファーは言われるままに背後を振り返り──




　自分に向かって猛もうスピードで飛ひ来らいする、銀ぎん色いろの円えん盤ばんを見た。




　去年の暮れ、シカゴのレストラン内で見たのと同じ光こう景けいだ。

　クリストファーの動どう体たい視し力りよくは、それが実は銀ぎん盤ばんではなく、高こう速そく回転して円盤状じようの残ざん像ぞうを生みだしている巨きよ大だいなレンチだと見み極きわめる。

　同時に彼の目に映ったのは──階段の途と中ちゆうで狂きよう的てきな笑えみを浮かべる、青い作業着ぎの若者だ。

「……はっ」

　唐とう突とつに自分に襲おそいかかった『死』の塊かたまりを前に、クリストファーは自らも凶きよう悪あくな笑みを浮かべ──その巨大なレンチを勢い良く蹴けり上げる。

　鈍い衝しよう突とつ音おんが響ひびき、回転を殺された巨大レンチが空中に舞い上がった。




「なんだ？」

「あぁ……？」

　視し界かいの隅すみでその光こう景けいを捉とらえたフィーロとネイダーが振り返ると、階段にいる青い服の男とクリストファーが笑いながら睨にらみ合い、その間で人間の腕ほどもあるレンチが落らつ下かしているという、理解しがたい光景が広がっていた。

　次の瞬しゆん間かん、巨きよ大だいなレンチが、二人の間で縛しばり転がされていたイカサマ男の背に落らつ下かする。

「げぼぁっ!?」

　背せ骨ぼねにダメージを受けた男は意い識しきを失ったまま悲鳴をあげ、そのまま再び昏こん倒とうした。

　男の背から転がったレンチが床の上で派は手でな音を立て、残っていた僅わずかな客達も何事かとそちらに意識を向ける。




「楽しい……楽しい話をしよう」

　周囲からの注目などなんのその、青い作業着ぎの男──グラハムは、階段の手すりにジャンプし、器き用ようにその上に立って見せると、店中に響ひびく声で高らかに謳うたい上げた。

「今日きよう、俺は賭かけをするべくこのカジノに踏み込んだ……カジノは人生の縮しゆく図ずであり、お互いの人生の一部をしのぎあう鉄てつ火か場ばだと聞いていたが……そしたら、なんと大おお当あたりを引き当ててしまったぞ！　俺の人生で避さけては通れまいと思っていた宿しゆく命めいのライバル！　別べつ名めい、単になんとなくムカつく赤あか目め野や郎ろうとこんな所で再会できるとは！」

　グラハムは長い口こう上じようを述べると、腰に差していた通常サイズのレンチを取り出し、パシリパシリと音を立てながらジャグリングを開始する。

「再会が大当たりだとしたら、俺はラッドの兄あに貴きとの再会も含めて二連勝だ！　……まさにラッキー７のカードを引き当てた心しん境きようだが……。これでもう一枚誰だれかと再会したら……そう、生き別れの俺の姉ねえさんとでも再会してしまった日には、ラッキー７が三枚でスロットも大当たり、ＢＪでも21で勝利にリーチだ！　こんな楽しい話があるか？」

　リズムに合わせて意味の解わからない叫びを続けるグラハムは、そのレンチをパシリと双そう方ほうの手に収め──

「つまり、チップとしてお前の歯を全部抜ぬかせて貰もらおうと思うが宜よろしいか！」

　と、階段から勢い良くクリストファーに向かって飛びかかった。

　数メートルある距離を軽かる々がると詰める驚きよう異い的な跳ちよう躍やく力りよく。

　体を回転させながら、グラハムはその勢いを殺さずに両手のレンチをクリストファーに叩たたき込もうとする。

　しかし、クリストファーはそれを間かん一いつ髪ぱつで避け、横に飛びながら言葉を返した。

「わお。感動的なまでに我わが儘ままな意見だね！　どうしようかなあ」

　迷うように言いながら床を蹴けり、体を斜めに回転させて回し蹴りを撃うち放つ。

　グラハムはそれを大おお仰ぎようにブリッジする事で躱かわし、その体勢から宙を舞うクリストファーにレンチを投げ放った。

　クリストファーはそれを軽々と掴つかみ取り、体たい操そう選手のように器き用ように着ちやく地ちする。

「やっぱ宜しくないや。ギャンブルなんて止めて堅けん実じつに生きようよ。そうすれば君のお姉さんも戻ってくるかもよ？」

「何……姉ねえさんが……!?　解わかった、堅けん実じつに生きよう！　俺おれはもうギャンブルなどしない！」

　挑ちよう発はつ的てきな言葉をかけるクリストファーに、グラハムは大まじめに答えを返す。

　グラハムはブリッジの体勢から勢い良く跳ね起きると、その勢いで無む駄だに前ぜん転てんしながら巨きよ大だいレンチの場所まで移動した。

　そのまま巨大レンチを拾い上げ、小さなレンチとの二に刀とう流りゆう態勢になると──その二本をガチリと打ち鳴らしたのを合あい図ずとして、再びクリストファーに向かって飛びかかる。

「ところで、久しぶりに俺の初はつ恋こいの相手でもある姉さんに会ったとしたら『姉ちゃん』が『姉あね貴き』か『姉さん』か『マイハニー』か『鬼おに婆ばば』か……どう呼ぶべきだと思う？　これは中なか々なかにスリリングなギャンブルだ。もし機き嫌げんを損そこねたら、俺の首の骨が腕わん力りよくのみで解かい体たいされかねん」

　二本のレンチを振り回しながら、口も同時に動かし続けるグラハム。

　それを紙かみ一ひと重えで躱かわすか、あるいは右手に持った小レンチで受け流しつつ、クリストファーは楽しげに答えた。

「君は本当にバカだねぇ！　でもいいよ！　理り性せいや知ち性せいを総そう動どう員いんしても、ギャンブルからは逃のがれられない人間の性さが……つまり種しゆ族ぞくとしての本ほん能のう……種族の本能だなんてなんだかとっても大自然っぽいじゃないか！　つまりこのカジノは人間にとっての森や草原や大おお海うな原ばらと一いつ緒しよってわけだねぇ！」

　やはり独どく自じの理論を口にするクリストファー。

　同じぐらい壊こわれているのだが、中々お互いの歯は車ぐるまが噛かみ合わない二人。

　ずれた歯車が放つ歪いびつな衝しよう突とつ音おんはまともな人々を怯おびえさせ、換かん金きんがまだだった客も慌あわてて外へと逃げ出し始める。

　我われ先さきにと駆かけ出す客達の悲鳴と喧けん噪そうをＢＧＭとして、二人の喧けん嘩かは、ますますヒートアップしていった。




　そんな彼らの傍そばでは、ロニーが興きよう味み深ぶかげにその言い合いを聞いていたり、『クリスを手伝わないと』と言ってレイルが懐ふところから爆ばく弾だんを取り出したり、そんな子供をジャグジーが泣きながら止めようとしていたり、事じ態たいを飲み込めていないエニスがオロオロしていたりと様さま々ざまな人間模も様ようがうかがえた。

　フィーロも最初はわけが解わからずに呆ほうけていたのだが、客が悲鳴をあげながら出口に向かうのを見て、ハッと我に返る。

　事態は全く飲み込めていないが、このままではカジノの評ひよう判ばんが落ちると判はん断だんしたフィーロは、レンチで派は手でなチャンバラを続ける二人を思い切り怒ど鳴なりつけた。

「いやいやいや、ちょっと待てお前ら！　いや、ちょっとじゃない、完全に待てお前ら！」

　その声が聞こえているのかいないのか、クリストファーと青い作業着ぎの男の喧嘩が止まる様よう子すはない。

　無む理り矢や理りでも止めるしかないと、フィーロが懐ふところのナイフに手を伸ばした時──

　横に立つリカルドが、そっとその腕うでを押さえて言った。

「放っておくといいですよ。そのうち疲れて止めますから」

「い、いや、疲れて止めるまで待ったらうちのカジノが滅め茶ちや苦く茶ちやに……」

　子供相あい手てに冷静に反はん論ろんするフィーロだが、リカルドは醒さめた表情のまま、階段の上に目を向ける。

「それよりも、フィーロさんが話すべきなのは、あっちの人じゃないんですか？」

「え？」

　リカルドに釣つられる形で、フィーロは視線の先を階段に移した。

　そして、頬ほおを僅わずかに引きつらせる。

　目の前で暴あばれる二人を上回る『厄やつ介かい事ごとの種たね』が、そこで嬉うれしそうに楽しそうに微笑ほほえんでいたからだ。




「いよう、ピーターパン。だいたい２ヶ月ぶりぐらいか？」




「……ラッド。もう出所でてきてたのかよ、あんた」

　アルカトラズで知り合った男が、目の前にいる。

　囚しゆう人じん服ふくではないラッドと会うのは初めてだが、その身に纏まとう危険な空気は刑けい務む所しよにいた時とき以上かもしれない。

「あぁ、今日きよう出てきたばっかさ。にしても、ここがあんたのネバーランドか？　いいねいいね。年をとらねえガキ共が永えい遠えんに賭かけ事を続けるんだってのを想そう像ぞうすると、中々に面白ぇ！　そう思うだろ、ルーア」

「素す敵てきな世界ね」

　ラッドの後ろにいた女性が、彼の言葉に静かに微笑む。

　──あー。ええと。

　──そうか、あれがラッドの婚こん約やく者しやって奴やつか。思ってたより美人だな。

　刑務所で散さん々ざん名前を聞いたルーアという女性を見て、フィーロはとりあえず安あん堵どする。

　シャムやヒルトンに人ひと質じちにとられかけたりしていたが、こうして無ぶ事じに再会できたのだと。

　そして次の瞬しゆん間かん、安堵している場合ではないと思い出す。

「ていうか、その青い服の奴はお前の連れか？　さっさと止めてくれ！」

「ハッハッハ、そりゃ無む理りだ。ああなっちまったら酒でもぶっかけなきゃ止まらねえよ。殺し合いならともかく、喧けん嘩かならあいつの方が強いからな」

　あっさりと言い放つラッドに、フィーロは頭を抱えた。

「もういい、じゃあ、俺おれが勝かつ手てに止めるぞ」

「ひゅう！　あのレンチの竜たつ巻まきの中に首をツッコムってか？　支配人にんってのも大変だなオイ」

　完全に野や次じ馬うま気き分ぶんで楽しんでいるラッドに苛いら立だちを覚えつつ、フィーロは軽く溜ため息いきを吐きながら様よう子すを見る。

　確かに、二人とも常じよう人じん離ばなれした動きをしている。あれをまともに止められる人間は、フィーロの知る限りでも五人程てい度どしかいない。もっとも、五人も存在している時じ点てんでフィーロの周りには異常な人間が集まっていると言えるのだが。

　そのうちの一人であるロニーは、興きよう味み深ぶかげにクリストファー達の喧けん嘩かを眺ながめているだけだ。

　あるいは、あくまでもここを仕切るのはフィーロという事で、客が逃げて安全になった以上は手を出すつもりはないのかもしれない。

　どのみち、フィーロの若さからくるプライドが、エニスの見ている前でロニーに泣きつくという選択肢しを消し去っていたのだが。




　警けい戒かいしつつ近づいて行くフィーロの後ろで、ネイダーがラッドに向かって声をあげた。

「昔のダチに会いに、病院だかに行ったんじゃなかったのか？」

「休きゆう診しん日びだった」

　余りにも単たん純じゆん明めい快かいな回かい答とうに、ネイダーは完かん膚ぷ無なきまでに納なつ得とくする。グラハムの後ろでシャフトがゲンナリしているのが気になったが、わざわざ理由を問う程ほどでもない。

　と、次の瞬しゆん間かん、ラッドはネイダーの腕の中にいくつかの札さつ束たばが抱えられている事に気付く。

「……おいおい、マジかマジかよ、すげえ事になってんじゃねえかよオイ！　俺おれの渡した金が十倍ぐらいになっちまってるじゃねえか！　っんだよ！　面白ぇなぁ！　マジで面白ぇよネイダー手前てめえよぉ！　お前がオジキに追われてた理由ってのぁ、賭と場ば荒あらしかなんかか？」

「……賭場荒らし？」

　その単たん語ごにピキリと反応したフィーロが振り返り、ギロリとネイダーを睨にらみ付けた。

「ち、違う！　賭場でイカサマなんざやった事ねえって！　それに、シカゴで有名だった賭場荒らしはパメラって女だろうが！」

　ネイダーの叫びに合わせて、グラハムの振りかぶったレンチが床にたたき付けられ、激しい音をカジノ内に響ひびかせる。

　しかし、ラッドは全く気にした様よう子すもなく、パメラという固こ有ゆう名めい詞しに食いついた。

「ん？　おぉおぉハイハイ、そうだったな。パメラだパメラ。あの女も叔お父じ貴きに賞しよう金きんかけられてどっかに逃げちまった筈はずだが、今どうしてんのかねぇ？」

　シカゴの事情に詳しくない者達に通じない会話をしている中、その会話に加われる者が一人、ラッドの疑問に答える。

「パメラって人なら、どこかで美術館強ごう盗とうをやらかして、警察にも追われてるって聞いたよ」

「あぁ？」

　ラッドはその声の主ぬしを凝ぎよう視しし、パッと表情を明るくする。

「お？　おおぉ、リカルド、リカルドかぁ？　んだよ、暫しばらく見ねぇうちにでかくなったなぁ。お前がルッソ・ファミリー継いだんだって？　まったく、ご苦労なこったぜ」

「欲しかった？　ルッソ・ファミリー」

「いらねぇよ。どっちみち叔お父じ貴きの息がかかったクリークの野や郎ろうどもとは馬が合わなかったしな。面めん倒どうなしがらみ事なんざ引き受けてやる義ぎ理りはねえし、第一、俺おれがボスになったら俺が殺し屋として働けなくなんだろうがよ」

　仕事では無く趣しゆ味みとしてルッソ・ファミリーの殺し屋を引き受けていたラッドは、ボスの座などこちらから願い下げだというスタンスだった。

「しかし、聞いた話じゃお前とその赤あか目めの変へん態たいだけなんだろ？　殺し屋が必要だったらいつでも言えよ。親しん戚せきのよしみで安く殺してやるからよ」

「……オレは、プラチド爺じいちゃんと同じ轍てつを踏むつもりはないよ」

　静かに首を振ったリカルドの目には、嫌けん悪あくの色こそないが、明確な拒きよ絶ぜつの色があった。

　つまり、自分がこれから作るルッソ・ファミリーには、ラッドのような人間は必要ない。リカルドは本ほん人にんの目の前でハッキリとそう意い思し表ひよう示じして見せたのである。

　しかし、ラッドは特に不ふ快かいに思った様よう子すもなく、笑いながら言った。

「はっ！　随ずい分ぶんと健けん全ぜんなマフィアもいたこったぜ。まあ、叔父貴よりはマシか。んじゃ、俺はせいぜいフリーランサーとしてＮＹで仕事させて貰もらうとするさ」

　ラッドはそのまま階段を下りつつ、階かい下かの様よう子すを見ていたのだが──

　ふと、カジノの隅すみで震えながらこちらを見つめる男の姿すがたが目に入った。

　顔面に刺青いれずみをいれた少年で、その刺青を見た瞬しゆん間かん、ラッドはハッキリと思い出す。

「おやぁ？　もしかして、ジャグジー・スプロット君じゃぁねえのか？」




「ひいっ！」

　──お、覚えられてたぁ！

　目が合った途と端たんに名前を呼ばれ、ジャグジーは絶ぜつ望ぼう的てきな表情を浮かべて背中に汗あせを滲にじませた。

　出会うであろう事は分かっていたが、まさか、こんな場所で突とつ然ぜん出会う事になろうとは。

「おいおい、ダチのフィーロに会いに来たらどういう事だよ。ここは俺の為ためのサプライズパーティの会場かぁ？　なんだって賞しよう金きん首くびのジャグジー君が、ルッソ・ファミリーのボスと一いつ緒しよにカジノでエンジョイしちゃってるわけよ」

　ラッドは軽やかに階段を下りると、ジャグジーに向かってゆらりゆらりと歩み始める。

　──フィ、フィーロって人、危なそうな人とばっかり知り合いで……どうなってるの!?

　自分の事は完全に棚たなにあげた事を心しん中ちゆうで叫びつつ、ジャグジーは恐おそる恐る声をあげた。

「ど、どうも。お久しぶりです」

「確か列車で、あー、なんだっけか。『必ず償つぐなわせる』だかなんだか言ってくれたよな？」

「ひぃぃっ!?」

　──そんな事まで覚えられてた!?

「で、どうやって俺おれに償わせる気だ？　なんだったら、この場で実行してみるか？」

　挑ちよう発はつするような言葉に、ジャグジーの全身に震えが走る。


──謝ってしまえ。　　　　　　　　



　心の奥おく底そこから、そんな声が響ひびく。

　あれはその場の勢いで言ってしまっただけだ。土ど下げ座ざでもなんでもするから忘れてくれと謝ってしまえば、命までは取られないかもしれない。

　ジャグジーの理り性せいはそう考えるのだが──

　死にかけていたジャックの顔が思い浮かび、その選択肢しを無む理り矢や理り心の奥に押し込めた。

　結果として、涙なみだ目めとなったジャグジーの口から次のような言葉が吐き出される。

「ど、どうやって償わせるかは……い、いま、考えてます！　楽しみにしてて下さい！」

　あんまりといえばあんまりなその答えを聞き、ラッドは疎おろか、フィーロやネイダーまでもがポカンと口を開けてジャグジーの顔を見た。

　だが、次の瞬しゆん間かん、ラッドはクツクツと楽しそうに笑い、ジャグジーに言う。

「やっぱ面白ぇなあ、お前。列車の中でとりあえず生かしといてやって良かったぜ。なぁ？」

「……」

　どう反応していいのか解わからず黙だまり込むジャグジーだが、その会話を聞いたグラハムが、ラッドに叫んだ。

「あっ、ラッドの兄あに貴き！　そのジャグジーって奴やつの事であとで話があるから、殺しちゃ駄だ目めだぞ！　俺の仲間なんだ！　っていうかなんでジャグジーがここに？　これは……再会の三つ目の札が揃そろってしまったと見ていいのか……？　こないだ会ったばかりだが……」

　攻こう撃げきの手を一いつ瞬しゆん休め、ラッドに対して叫んだ後に独ひとり言ごとに移行するグラハム。

　クリストファーにとっては絶ぜつ好こうの隙すきが生まれたと言えるのだが──

　そのチャンスにクリストファーがしたことは、グラハムに攻撃する事ではなかった。

　彼はニイ、と笑うと手にしていたレンチを振り上げ──こちらに背を向けているラッドの頭めがけて思い切り投げつけた。

「ああっ、危ない!?」

　だが、そのピンチをラッドに伝えたのは、ラッドの敵である筈はずのジャグジーだった。

　元もと々もと青かった顔を更さらに青くしたジャグジーの叫びに、ラッドは左腕を翳しながら振り返る。

　刹せつ那な、スーツの袖そでを間に挟んだ、独どく特とくな衝しよう突とつ音おんが響ひびき渡った。

　ラッドの鉄の義ぎ手しゆが、飛ひ来らいしたレンチから頭とう部ぶを見事にガードしたのだ。

「ありがとよ。借りにしとくぜ」

　ラッドが首をゴキリと鳴らしながら、ジャグジーに言った。

　その一方で、弾はじき飛ばされたレンチが宙を舞い、レイルの方に飛んでいく。

　すると、避けようとしたレイルの前に現れたエニスがそのレンチを蹴けりで叩たたき落とした。

「……」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……余よ計けいな御お世せ話わだよ」

　エニスに対して思う所があるようで、拗すねたように言うレイル。

　だが、エニスは普通に喋しやべるレイルを見て、安あん堵どの微笑ほほえみを浮かべてみせた。

「よかった……大丈夫そうですね」

「……っ！」




「わお、レイルってああいう対応に弱いよね」

　複ふく雑ざつな表情をするレイルを見て、クリストファーは自分が今しがたしでかした事すら忘れてニヤニヤと笑っている。

　そんなクリストファーに、笑顔を消したグラハムが小こ首くびを傾かしげながら問いかけた。

「……あれ？　なんで今、ラッドの兄あに貴きを狙ねらった？」

「君が尊そん敬けいしてるっぽい人が怪け我がすれば、どんな顔するかなーって思って」

「……それだけ？」

「それだけ[image: かお]」

　悪戯いたずら小こ僧ぞうのように笑うクリストファーに、グラハムは全身から一気に殺さつ気きを湧わき上がらせたのだが──

　それを吹き飛ばすような圧あつ倒とう的てき殺さつ意いを背後に感じ、ゾクリと背を震わせる。

「なるほど、解わかりやすい理由だ。気に入ったぜ」

　声をあげたラッドは、楽しそうに愉たのしそうに笑い、クリストファーに問いかける。

「つまり、俺おれも参加していいって事だよなぁ？」

「御自由に♪」「ラッドの兄貴、こいつは俺の獲え物もの……」

　クリストファーとグラハムが同時に声をあげるが、ラッドの耳には、既すでにどちらの声も届いてはいなかった。

　ゾクリ、と──

　ラッドの顔を見たジャグジーやエニス、レイルの背せ筋すじに寒さむ気けが走る。

　そこに浮かんでいたものは、殺意に溢あふれた笑顔。

　誰だれかに殺意を向けられる事自じ体たいが愉しくて仕方が無いという、歪ゆがんだ快かい感かんの自じ給きゆう自じ足そくシステムだ。
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「お、おい……」

　フィーロが止めようと声をかけたのが合あい図ずとなり、ラッドは勢い良く床を蹴ける。

　ワンステップ。

　５メートルは離れていた二人の距離。

　クリストファーが身み構がまえるまでの猶ゆう予よが、たったの一歩で無む効こう化かされる。

「よう、赤あか目め野や郎ろう」

　身を低くして接近したラッドは、軽い挨あい拶さつのような言葉を口にしたかと思うと、そのまま突き上げるような特とく殊しゆな右ジャブを撃うち放った。

「!?」

　やや大おお柄がらな体格のラッドから繰り出されるとは思えぬ、高速の初しよ撃げき。

　プロボクサーレベルの速度に圧あつ倒とうされつつも、クリストファーは咄とつ嗟さに後ろに身を引いた。

　だが、ラッドはそのまま右腕うでを伸ばしきると、更さらに一歩踏ふみ出した。

　パンチから瞬しゆん間かん的に『掴つかみ』へと切り替えたラッドの右手が、クリストファーの喉のどを鷲わし掴みにする。

　刹せつ那な──クリストファーの頭の中に思い浮かんだのは、巨きよ大だいなペンチで首を挟み潰つぶされるイメージだった。

　──あれ？

　──僕、これ、死ぬ？

　異常な圧力を首に感じつつも、クリストファーは反はん撃げきすべく足を浮かせた。

　が、そのタイミングで更さらに一歩、ラッドが床を踏み込んだ。

　クリストファーの首を掴つかんだまま、ラッドは勢い良く前に跳び、人間の体をバケツのような勢いで振り回す。

　常じよう人じんなら首の骨が外はずれてもおかしくない速度で振り回した直後、ラッドはクリストファーの体を思い切りルーレット台に叩たたきつけた。

　真まっ二ぷたつに破は壊かいされるルーレット台。

「あああああ！　やりやがったなこのバカ！」

　ルーレット台の代だい金きんと修しゆう繕ぜん期間中ちゆうの損そん失しつを考え、悲鳴をあげるフィーロ。

　だが、特にクリストファーの心配をした様よう子すはない。

　今程てい度どの事で死ぬ男ではないというのは理解しているからだ。

　実際、割れたルーレット台の合あい間まで喉のど元もとを押さえ付けられていたクリストファーの顔から、まだ笑えみは消えていない。

　その笑顔を見て、ラッドは笑いながら確かく認にんの為ために問いかけた。

「お前よぉ、これから自分が死なないとでも思ってるか？」

「いやあ、どうだろうね。死んだら僕は普通の人間だったって事になるよね？」

「いいや、普通よりもちょいとバカな人間さ」

　ラッドはそのまま、鋼こう鉄てつの義ぎ手しゆである左腕を振り上げる。

　そのまま落とすだけでも大きなダメージであるのは確実だ。

「クリス……っ！」

　レイルがクリスを助けようと、ポケットから何かを取り出し、ジャグジーが「だ、駄だ目めだよレイル君！」と叫んでいる。

　一方で、グラハムもレンチをブンブンと振りながら兄弟分ぶんの男に抗こう議ぎする。

「おい、ラッドの兄あに貴き、マジストップ！　兄貴に獲え物ものを横どりされたら悲しい話どころじゃなくなって、最終的にこの店のスロットマシーンを全て解かい体たいせざるを得ない！」

　──なんでだよ！

　心しん中ちゆうでそう叫びつつ、フィーロは既すでにラッドを止めるべく駆かけ出していた。

　その最さ中なか、彼は気付く。

　クリストファーもただやられているわけではなく──だらりと伸ばされた腕の先で、割れたルーレット台の木もく片へんの中で、杭くいのように鋭くなった一いつ片ぺんを握りこんでいる事を。

　振り下ろされる勢いにカウンターを放つ形で、それをラッドに突き刺すつもりなのだろう。

　どちらが勝つにせよ、次の瞬しゆん間かんには惨さん劇げきが起こる。

　自分の賭と場ばで、しかも自分の事を歪いびつな形だろうと友人だと呼ぶ面めん々めん同どう士しでそんなマネをさせてたまるかと、フィーロは最さい悪あく二人の間に割り込む形で双そう方ほうの攻こう撃げきを引き受けようと駆け出したのだが──




　音が──




　カジノ中に響ひびき渡る豪ごう奢しやなベルの重じゆう奏そうが、彼らの時間を一いつ斉せいに止めた。




　──は？

　フィーロは、その音の正しよう体たいを知っている。

　つい先刻も耳にしたばかりだ。

　それは紛まぎれもなく、店に設置された新型スロットマシーンの大おお当あたりの音だ。

　連続で当たるとすれば、どれだけ天てん文もん学がく的てきな確かく率りつだろうか。

　それ以前に、この状況になっているカジノで、誰だれがスロットを回したというのだろう？

　フィーロだけではない。

　カジノ内に残っていた人間の殆ほとんどが、疑問を頭の中に並べ立てながら音の方に目を向ける。




　すると──七台並ならんだスロットマシーンの列の右端はしに、二人の男が立っていた。

　一人は、少年と青年の合あい間まといった顔立ちで、外がい見けんだけを見ればフィーロと同どう年代と言えるだろう。

　フィーロはその男の顔を見て、ふと、思う。

　──ああ、知った顔だ。

　今日きようもカジノの中でちらりと見かけたが、新しん顔がおじゃないとスルーしてしまったのだが──

　──いや……待て。

　──確かに記き憶おくにある顔だ。

　──だけどよ……これ……あれ……？　カジノの上じよう客きやくじゃない……よな。

　大おお勢ぜいの客の一人として見た時はスルーしてしまったが、こうして一つの特とく異い点てんとして顔を見ると、何かがフィーロの心にひっかかる。

　心の中の奥の奥に残った顔のように思える。

　──誰だれだ……？　こいつ……誰なんだ？

　訝いぶかしむフィーロは、続いてもう一人の男に目を向けた。

　分ぶ厚あつい眼鏡めがねをかけた冴さえない男で、深く被かぶった帽ぼう子しのせいで暗い影が顔を覆おおっており、口に蓄たくわえた髭ひげと合わせて男を年ねん齢れい不ふ詳しようたらしめている。

　──こいつも誰だ？　こいつは初めて見る顔だ。

　──いつからこのカジノの中にいた？

　あれほど目立つを髭を生はやしている男ならば、少しは記き憶おくにあっても良いはずだが。

　訝いぶかしむフィーロを前に、髭ひげ面づらの男は沈ちん黙もくしたまま微び動どうだにしなかった。

　沈黙を守る髭ひげ眼鏡めがねとは対たい照しよう的てきに、若い男はフィーロ達全ぜん員いんを見渡し、青年は緩やかな笑えみを浮かべ、スロットマシーンの演えん奏そうが終わると同時に、ゆっくりと手を打ち鳴らす。

「素晴らしい。中なか々なか面白いショーを見せて頂きました」

　殺さつ伐ばつとした殺し合いをあっさりと『ショー』だと言い切った青年。

　あからさまに異常な空気を生み出しているその青年に、ラッドは笑いつつもこめかみを僅わずかにヒクつかせて問いかけた。

「誰だれだ、手前てめえ？」

　すると青年は、執しつ事じのように恭うやうやしく一いち礼れいした後、ラッドを含めたカジノ内の人間達たち全てに対して名乗りをあげた。

「これは失礼。私、メルヴィと申します」

「メルヴィだぁ？　ヘンテコな名前しやがって。ショーを楽しんだんなら、それなりの代だい金きんを払ってくれるんだろうなぁ？」

「代金？　代金ですか……。まあ、これで如何いかがです？」

　と、メルヴィは右手をスロットの払い出し口に伸ばし、そこからじゃらじゃらと何枚かのコインを掬すくって見せた。

「足りねぇなぁ。そんなんで誤ご魔ま化かされる程ほど、俺おれのムカツキは安くねぇぜ？」

　その言葉を聞いて、グラハムがハっと呟つぶやき、階段下まで降りてきていたシャフトとルーアに声を掛けた。

「まずい……非常にまずい話をしよう。シャフトに姐あねさん。あのメルヴィとか言う男……ラッドの兄あに貴きが一番嫌きらいなタイプだぞ」

「……そうね」

　ボソリと答えたルーアに、シャフトは「ああ……」、と頷うなずき、頭を抱えた。

　ラッドの最も嫌う人間は『自分が死ぬ可能性を全く考えず、自分の栄えい華がは永えい遠えんに続くと浮かれている』タイプだ。

　ここまで物ぶつ騒そうな状況の中で、欠片かけらも怯おびえず、死を覚かく悟ごしている風ふうでもなく、ただ淡たん々たんとラッドにジョークを浴びせかける。

　その姿すがたは、まるで自分がこの空間の神であるとでも言いたげな態度だった。

　ラッドが殺さつ人じん鬼きとしての本ほん能のうを一番強つよく疼うずかせる行動をしている男だと、シャフトは『シャム』の知ち識しきにもないこの男が何者なのか分ぶん析せきしようとした。

　すると、メルヴィは困ったように笑った後──ポケットから最さい安やす値ねのトークンを取り出し、右から二番目のスロットに投とう入にゆうし、優ゆう雅がな動作でレバーを引いた。

「？」

　眉まゆを顰ひそめるフィーロ達の前で、スロットマシーンのリールが勢い良く回転する。

　だが、その回転が終わらぬうちに、メルヴィは二枚目のトークンを右から三番目のスロットに投入し、同じようにレバーを引いた。

　中央のスロットにトークンを入れ、レバーを引く。

　と、そのタイミングに合わせて、右から二台目の最初の絵え柄がらが【７】で止まる。

　それを見た瞬しゆん間かん、フィーロは己おのれの背せ筋すじにどうしようもない怖気おぞけが湧わき上がるのを感じ取った。

　──おい、まさか。

　五台目のスロットを回し始めた瞬間、二台目の二列目と三台目の一列目のリールが止まり、それぞれ【７】の絵柄を弾はじき出した。

　──まさか。

　そこで、他の面子めんつも気付く。

　これからあのスロットの列で、何が起こりつつあるのかという事に。

　六台目のスロットを回し終えた所で、メルヴィは芝しば居いがかった調ちよう子しで一歩踏みだし、再度、恭うやうやしく一礼してみせた。

　ただし、今度はラッドではなく、フィーロの方に身体からだを向けて。

　刹せつ那な──右から二台目のスロットの三列目のリールが停止し、【７】が完かん璧ぺきな形で三つ揃そろう。

　スロットマシーン本体が奏かなでる、機き械かい仕掛けの祝福の歌。

　数秒遅れる形で、三台目、四台目と、次々と同じメロディが鳴り響ひびき、カジノの中にスロットマシーンの大輪りん唱しようを響かせる結果となった。

　そして、右から六台目のスロットマシーンも見事にスリーセブンの絵柄を揃そろえ、メルヴィは一つの奇き跡せきを証明してみせた事になる。

　すなわち、最初にネイダーが当てた左端はしのマシンと、ラッド達の動きを止めた右端のマシンを合わせ──七台並んだ機種全てが、同じ日、わずか半はん刻ときほどの間で立て続けに大当たりを出してしまったという事を。

　だが、フィーロは当然理解していた。

　それが奇跡だなどと言うのは、余よ程ほど人を疑う事を知らない愚おろか者か、神の使いか、あるいはイカサマをやらかした本人達だけだろう。

「てめぇ……」

　ラッドだけではなく、フィーロもまた、眼前の男を『敵』だと認にん識しきし、鋭い空気を纏まとって睨にらみ付けた。

　だが、メルヴィはそんな視線を人なつっこい笑顔で受け流し──

　スロットマシーンの重じゆう奏そうが響く中、払い出される大量のコインの持ち主が自分であると象しよう徴ちようするかのように、大きくその手を広げて見せた。

　そして、音が鳴り止むと同時に、フィーロに向かって慇いん懃ぎんな態度で語り賭ける。

「もっと皆さんのショーを見ていたかったんですが……これ以上は、私の挨あい拶さつの時間が失われてしまうと思いまして」




「もうそろそろ、迎えも来る頃ですしね」





⇔






カジノ外




「静かになったから……今なら入れるんじゃ……」

「アニーお姉ねえちゃん、止めた方がいいよ。さっきから中で凄すごい音がしてるよ？」

　エニスに続いて入って行こうとするアニーを、それとなく止めているチェス。

　当のアニーも入るべきかどうか迷ってるようで、時とき折おり『もっと強い体なら……』『この体を失うわけには……』と呟つぶやいているが、チェスの耳には半分も届かない。

　その為ため、怯おびえて何か混乱しているのだろうと判はん断だんしたチェスは、なんとか彼女を外で待たい機きさせようと頭を働かせていた。

　エニスや自分、そしてフィーロは不ふ死しなので問題ないが、アニーは不死者ではない。少なくともチェスはそう認にん識しきしていた。

　なので、エニスとはこういう危険な場ではなく別の方向性で恋のさや当てを繰り広げて欲しいと考えているのである。

　何しろ子供の姿すがたのまま不死者となった自分にとっては、まともな色いろ恋こい沙ざ汰たなど無む縁えんな存在なのだ。数少ない娯ご楽らくとして、フィーロが女性達に振り回される様よう子すを楽しみたい。

　そんな小こ悪あく党とうめいた事を考えていたチェスだからこそ、こんな場所でアニーという貴き重ちような娯楽要素を失うことはしたくなかったのだが──

　人を呪のろわば穴二つ。

　女じよ難なんに見舞われつつある隣りん人じんの『不幸の蜜みつ』を味わおうとしたチェスに、相そう応おうの報むくいが訪れる事となった。

　即すなわち、彼自身にとっての女難の相が。




「ねえ、チェス君。……チェス君だよね？」




「えっ？」

　唐とう突とつに背中から掛けられた声に、チェスは思わず返事をしてしまった。

　そこに立っていたのは、チェスより少し年上と思おぼしき少女。

「良かった……やっぱりチェス君だぁ！」

　人違いだったらどうしようと怯おびえていたのだろう。少し気の弱そうな声の少女は、ホッと胸をなで下ろしてチェスに微笑ほほえみかけた。

「……メリー？」

　思わず、名前を出してしまった。

　メリー・ベリアム。

　ベリアム上じよう院いん議員の娘むすめであり、フライング・プッシーフットの事件で黒くろ服ふく集団が人ひと質じちにとった少女である。

　ただの子供を装よそおっていたチェスは彼女をカモフラージュに利用しようとし、共に列車内で遊んだりしていたのだが──３年以上経たっても覚えているという事は、どうやら彼女の心に事件と共に強い印いん象しようとしてチェスの存在が刻み込まれてしまっているらしい。

　人違いだと言い張れば良かったと思った時にはもう遅く、彼女はチェスの手を握って、自分より背の低い少年を見下ろした。

「あれ、チェス君、私より背……低かったっけ？」

　子供らしい無む邪じや気きな問い。

　チェスは冷や汗あせを流しながら、適当に言葉を紡つむぐ。

「ま、まだ成長期が来てないんだ。これから伸びるよ。気にしてるから、あまり言わないでくれると嬉うれしいな」

「あっ……ご、ごめんね、チェス君……私……つい浮かれちゃって……」

　気の弱そうな所は確かに３年前のままだが、時はメリーを成長させ、チェスより年下だった子供を十代前半の少女へと変へん貌ぼうさせていた。

「でも……本当にあの時はありがとう……！　チェス君が勇気をくれなかったら、私……あの列車の中で死んじゃってたかもしれないから……」

　そのまま、メリーはチェスをぎゅっと強く抱きしめる。

　普通の少年ならば顔を赤くしそうな所だが、チェスは逆に顔を青くしていた。

　──しまったぞ。

　──このままこの子と仲良くなったら、いずれ僕が不ふ死し者しやだってバレる。

　同じ不死者であるフィーロ達ならまだしも、一いつ般ぱん人じんにバレたら厄やつ介かいな事になるのはこれまでの人生の中で嫌いやという程ほど経験済みだ。

　ましてや上院議員の娘である。父親に不死者の秘ひ密みつを伝えてしまい、万まんが一いちそれを信じてしまったら厄介な事になる。

　──でも、なんだってこんな時に……！

　チェスはメリーに抱きしめられつつ、己おのれの運命を呪のろいかけたのだが──

　当然ながら、この広いアメリカの中で、偶たま々たまメリーがこんな場所に訪れたというのは偶ぐう然ぜんではなかった。

　神ではないが、チェスが呪のろうべき必然を作り出した存在が、メリーの背に声をかける。

「その子が、列車の中で助けてくれたっていう子？　メリーちゃん」

　チェスがそちらに目を向けると、そこには一人の少年が立っていた。

　年の頃はメリーと同じぐらいで、やはり十代に入ったばかりといった所だろう。

「じゃあ、僕達はメルヴィさんを迎えに行ってくるから、メリーちゃんはここで待っててよ。メリーちゃんをカジノの中に連れて行くと、メリーちゃんのお父とうさんがきっと凄すごく怒るから」

　そして、少年は後ろに連れた複数の人ひと影かげと共に階段を降り始め、チェスはその人影の群を見て、少年がどのような立場の人間かを理解した。

　チェスは自分の置かれた状況にも戸と惑まどいつつ、同どう居きよ人の顔を思い浮かべる。




　──フィーロ……一体なにをやらかしたんだろう？





⇔






カジノ内




「おっと、そんな事を言ってたら、丁ちよう度ど迎えが来ましたね」

　メルヴィはそう呟つぶやくと、階段の方に視線を向けた。

　階段から転げ落ちていた従じゆう業ぎよう員いんの男は、既すでに他の従業員によって助けられ、事務所の中へと運ばれている。

　カジノ内に残っていた面子めんつは皆、メルヴィの視線に合わせて誰だれもいなかった筈はずの階段に目を向け──その上部から降りてくる、複数の足音を耳にした。

　最初に現れたのは、キッチリとした燕えん尾び服ふくを身に纏まとった青年だ。額ひたいにゴーグルを付けており、両手に嵌はめたグラブから察するにバイク乗りと思われる。

　燕尾服のバイク乗りというのも奇き妙みように感じたが──その男に守られるような形で降りてきた後続の数名も、カジノの中では些いささか異い様ようといえる者達だった。

　一番目立つのは、チェスやレイルより数すう歳さい年上──せいぜいリカルドと同じぐらいといった風ふう貌ぼうの子供である。

　無む邪じや気きな微笑ほほえみを湛たたえる少年の後ろでは、黒と白が入り交じった、シックなデザインのドレスを纏まとった数名の美女達が薄い微笑みを浮かべて立ち並んでいる。

　更さらにその周りを守る形で、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした長身の黒スーツの男達が続き──

　最後に、集団の背後を守る形で階段を下りてきたのは、先頭の男と同じ顔と服装をした、双ふた子ごと思おぼしき男だった。

　前後を燕尾服の男に守られながら、自らも黒い服を纏う少年は、メルヴィを見かけると無邪気な笑顔を浮かべて手を振り始める。

　無む邪じや気き過ぎるその笑顔は逆に黒い服の印いん象しようを強くし、裏うら社会にドップリと浸つかっているフィーロは、その少年になんとも言えない不ぶ気き味みさを感じていた。

　裏に悪意を感じるというわけではない。

　ただ、その裏うら表おもてのない無邪気さが妙みように心を不安にさせる。

　すると──少年とは逆に、仮か面めんのような笑えみを浮かべたメルヴィが階段下で立ち止まった集団に近づいていく。

「これはこれは、カルツェリオ坊ぼつちゃんが直接いらっしゃるとは」

「カッツェでいいって言ってるのに」

「いえいえ、ここは正式な挨あい拶さつの場ですから、愛あい称しようでのやり取りはできません」

　──挨拶？

　二人のやりとりを聞いて、フィーロが無言のまま眉まゆを顰ひそめた。

　──そういえば、さっきもそんな事言ってたな。

　そんなフィーロの心を読んだかのようなタイミングで、メルヴィはくるりとフィーロの方を振り返り、大おお仰ぎような仕し草ぐさと共に口を開いた。

「それでは改めまして……初めまして、フィーロ・プロシェンツォ様。私、この度たびルノラータ・ファミリーの開かい帳ちようする賭と場ばにて、ルノラータが仕切る部屋のディーラーを務めさせて頂くメルヴィと申します」

　慇いん懃ぎんに一礼するメルヴィの後ろで、カルツェリオと呼ばれていた少年が、無邪気な瞳ひとみを一層輝かせてフィーロに声をかける。

「貴方あなたがマルティージョのフィーロさんですか！　お話は聞いています！　この度は、祖父が主しゆ催さいする催もよおしに参加して下さってありがとうございます！」

「祖父？」

「あっ……すいません。申し遅れました！　私は、カルツェリオ・ルノラータといいます！」

　少年が名乗った瞬しゆん間かん、フィーロの表情が再び固まった。

　──やっぱり、ルノラータの直ちよつ系けいの人間か。

　頬ほおを引きつらせるフィーロに、カルツェリオは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「私はただの『客』として参加しますけれど、フィーロさん達がどんな賭かけ事をするのか、楽しみにしていますね！」

「……こちらこそ、御ご招しよう待たいにあずかり光栄ですよ」

　形式上だけの挨拶をした後、作り笑いを浮かべてメルヴィに言った。

「……つまり、さっきまでのも全部『挨拶』という事ですか」

　するとメルヴィは、肩を竦すくめながら答えた。

「イカサマ師しに、不自然な大当たりに、銃じゆうを持った暴ぼう漢かん。どう対応するのか楽しみにしてましたが、中々に爽そう快かいでしたよ。面白いご友人をたくさんお持ちのようだ。最後の喧けん嘩か……想そう定てい外のトラブルは中々に見み物ものでしたが、私の話す暇ひまが無くなりそうなんで止めさせて頂きました」

「……っ！」

　イカサマ師しの段階から全て『仕込み』だったと言うメルヴィ。

　ハッタリだと思う反面、本当にそうかもしれないとも思える。

　だが、仮に後者だとしても、例のイカサマ師にはそんな裏の意い図となど伝えず、単に別の言葉でけしかけただけだろう。

　それだけでも、この男がどうしようもないゲス野や郎ろうだと思うフィーロだったが──

　──糞くそ……やっぱり……誰だれかに似てる……ソックリだ……。

　──誰に……誰に似てるんだ？

　──見覚えはある……見覚えはあるんだ……。

　自分の中に湧わき上がるモヤモヤした思いが邪じや魔まをして、今ひとつ敵意を向けきれない。




　しかし、そんなフィーロの代わりに、完全なる敵意を込めた微笑ほほえみをメルヴィに向ける者がいた。

「なるほどなるほど……なるほどねぇ……。納なつ得とくしたぜ。海よりも深く納得したよ」

　ラッド・ルッソは、クツクツと愉たのしそうな含み笑いを漏もらしつつ、ゆらりとした動きでメルヴィに体を向ける。

「ルノラータ・ファミリーか。確かにすげえな。東部でも指ゆび折おりの組織だ」

「メルヴィさん、あの人はどなたですか？」

　尋たずねるカルツェリオに、メルヴィは笑いながら答えた。

「殺人鬼きですよ、ただの殺人鬼です。心配する事はありませんよカルツェリオ坊ぼつちゃん」

「殺人鬼!?　凄すごい！　僕、初めて見ました！」

　フィーロと話していた時とは違い、純じゆん粋すいな子供さながらの調子で話すカルツェリオだが、目を輝かせながら紡つむがれる言葉は、周囲の人間に不ふ穏おんな空気を感じさせるには充分だった。

　だが、ラッドはそんな少年の狂きよう気きじみた言葉もあっさり受け入れ、同じ『チャンネル』で会話に加わる。

「ほぉ。殺人鬼を見るのは初めてか？　そいつぁ良かったなぁ坊主ぼうず。……これから、殺人鬼が人をぶち殺す瞬しゆん間かんも見られるかもしれないぜ？」

　ラッドは左肩を軽く回すと、殺さつ意いを隠かくしもせずにメルヴィに問いかけた。

「つまりあれか。お前はこう思ってるわけだな？　自分はルノラータ・ファミリーの関係者だから、名乗りさえすりゃ、手を出す奴やつなんか居るはずがねえと」

「ええ。手を出す人は、愚おろか者ものだけでしょう？」

　ハッキリと言い放ち笑うメルヴィ。

　ラッドでなくとも理解できる。

　彼の心からは、強い殺さつ意いを叩たたきつけられているこの状況でも、『ここで死ぬかもしれない』という思いは欠片かけらも感じられないという事に。

「つまりあれか、お前はこの場にその愚おろか者ものとやらがいる筈はずがない。つまり自分が絶対に死ぬ筈がねぇ……そう思ってるってわけだな？」

「当たり前じゃないですか」

　挑ちよう発はつするように、メルヴィは笑顔のまま言い切った。

「特に、貴方あなたには、私は殺せませんよ」

「つまりあれか、　　　　　　　　　　死ね」

　言葉の最さい中ちゆう、一いつ瞬しゆん息を継いだ瞬しゆん間かん──既すでにラッドは跳んでいた。

　数メートルの距離を詰めながら完かん璧ぺきな重じゆう心しん移動をこなし、斜め上から最大の威い力りよくで左手の義ぎ手しゆを叩きつける。

　その一いち撃げきが決まれば、男の上半身は後こう悔かいする暇ひますらなく、バットで打うたれたトマトのようになる筈だったのだが──




　メルヴィはそれを、避けようともしなかった。




　接せつ触しよくの直前、横から現れた髭ひげ眼鏡めがねの男がラッドの腕を片手で掴つかみ──そのまま、最低限の動きでラッドの重心を崩し引く。

「……あぁ？」

　何が起こったのかも解わからぬまま、自分の必ひつ殺さつの一撃の勢いが全て盗ぬすまれ、投げ技という形で返へん却きやくされた。

　クルクルと回転しながらメルヴィの斜め後ろに跳び、カジノの壁に叩きつけられるラッド。

「がッ……！」

「兄あに貴き!?」

　グラハムがその光こう景けいを見て驚くが、ラッドは何事もなかったかのように立ち上がり──邪じや魔まをした髭眼鏡を、笑いながらジロリと睨にらみ付けた。

「おう、いてぇいてぇ。……で、何を邪魔してくれてんだよ、この髭眼鏡」

　メルヴィと同どう様ようの殺さつ意いを叩きつけるラッドに、髭眼鏡は答えず、ただ、メルヴィを守るようにラッドの前に立ちはだかる。




　一方で、今の一瞬のやり取りを見たフィーロは、別の意味で衝しよう撃げきに包まれる。

「……すげえ」

　今のは、ヤグルマが自分に教えてくれた武ぶ術じゆつと同じ類たぐいのものだろう。

　しかし、普通に考えて、今のラッドの一いち撃げきの速度と威い力りよくを『受け流す』事など自分にできるだろうか？

　例え何度修しゆう練れんを積もうとも、実戦の最中に使うには、それこそヤグルマの領りよう域いきに達しなければならないだろう。

　──あいつは、純粋にヤバイぞ。

　──ルノラータの人間か？　何者だ一体……。

　──あんなの、ロニーさんでもなきゃ……。

　カジノの隅すみにいるロニーをチラリと見て、慌あわてて心の雑ざつ念ねんを払う。

　──いやだから、ロニーさんに頼るな俺おれ！

　自分自身を叱咤しつたする間にも、ラッドは笑いながら髭ひげ眼鏡めがねとの距離を詰めていく。

　そして、今度は先せん刻こくよりも速く、しかも細かいステップを繰り返して高速のジャブを数発繰り出した。

　だが、その全てを柳やなぎのようにぬるりと避け、ラッドの胸部を掌しよう底ていで押した。

　軽く触れただけのように見えたその一撃が、ラッドの上半身を勢い良く後ろに押し倒し、そのまま派は手でに転ばせる。

　ラッドを手て玉だまに取るその男を見て、フィーロはポカンと口を開けていたのだが──

　いつの間にか事務所から出てきていたラックが、そんなフィーロに声をかけた。

「フィーロ」

「お？　おお、ラック！　見ろよあいつ、すげえぞ！」

　興こう奮ふんするフィーロに、ラックは冷めた調子で言う。

「どこで覚えてくるんですかね、ああいうの。最近武術にはまってるとは言ってましたが」

「え？」

　まるで知り合いであるかのような物言いをするラックに、フィーロは思わず声を上げた。

　ラックはそんなフィーロの態度に、「……気付いてないんですか？」と驚いたように言うと、少し声を張り上げて、髭眼鏡の男に問いかける。

「またその変装ですか。好きなんですか、それ？」




　すると髭眼鏡の男は、ラックの方をちらりと見て言った。

「前と髭の色と眼鏡を変えたんだが……なんで解わかるんだ？　流石さすがだな、ラック」

　そして、その声を聞いた瞬間、フィーロの全身に電でん撃げきが走る。

「え……ええッ!?」

　髭の山の奥から響いてきた声が、フィーロにとって聞き覚えのあるものだったからだ。

「帽ぼう子しからはみ出てる髪かみの色と髭の色、全然合ってないじゃないですか。せめて髪も髭と同じ色に染めるべきだと思いますよ」

「なるほど、正論だ。だが、それは無む理りだ。無理なんだラック」

　髭ひげ眼鏡めがねの男は、再び起き上がったラッドの方をチラリと見つつ、悲しそうに答える。

　そして『彼』は、帽ぼう子しを脱ぎながらつけ髭と眼鏡を取り外し、言った。




「シャーネがさ、この髪かみの色が綺き麗れいって言ってくれたからな」




「「「「「!?」」」」」

　そこに現れた顔を見て──フィーロとジャグジー、クリストファーとラッドとグラハムの五人が全く同時に絶ぜつ句くした。

　正体を現した赤あか毛げの男は、それまでの静せい居きよな空気はどこへやら、どこにでもいる町の若者といった軽い雰ふん囲い気きで手を上げる。

「よう、フィーロ」

「ふぇッ……フェリックス!?」

「お、やっと俺おれの事、クレアじゃなくて素すでフェリックスって呼んでくれるようになったな！　いいぞいいぞ！　クレアは死に、今は俺の彼女の胸の中でだけ生きてるわけだ」

「いや、いやいや、待て！　どういう事か説明しろフェリックス！」

　フェリックス・ウォーケン。昔の名をクレア・スタンフィールド。

　元は『葡萄酒ヴイーノ』と渾名あだなされる殺し屋であった彼だが、自分が『フライング・プッシーフット号』で死んだという事にした彼は、『便べん利り屋や』フェリックスという名を譲ゆずり受け、新たな人生を歩み始めたのだ。

　その類たぐい希まれな身しん体たい能力と精神力から『天才』『化ばけ物もの』『最強の殺し屋』と称される事が多く、フィーロの知る限りではロニーと並んで敵に回したくない男だ。

　とはいえ、フィーロにとっては幼おさな馴な染じみの友人であり、ガンドール兄弟にとっても盟めい友ゆうである男なのだが──。

「説明か、いやまあ、一言で済むんだけどな」

　するとフェリックスは、少しだけ気まずそうに目を逸そらし──

　笑いながら、あっさりとフィーロに告げた。




「悪いなフィーロ。俺、今回はお前らの敵なんだわ」





⇔






ＮＹ某ぼう所しよ　シャーネの隠かくれ家が




「そういえばシャーネ。恋人ができたようですね」

　シャーネにとって『感動的な再会』が続いていたアパート内。

　既すでに服を着ていた彼女は、父の言葉にビクリと体を震わせた。

　──やっぱり、父とうさんは何でも知っている。

　──隠かくし事などできはしない。

　そう確信すると同時に、シャーネの心の中に不安が訪れる。

　昔なら感じる事の無かった不安だ。

　不安の正体を上う手まく言葉に置き換えられない彼女は、拳こぶしを軽く握りしめながら父の次の言葉を待ち続ける。

　ところが──ヒューイの口からこぼれたのは、シャーネにとって全く予想外の言葉だった。

「彼は、中々に面白い人ですね」

「……？」

　まるで、もう会ったかのような物言いをする父に、シャーネはきょとんと首を傾かしげる。

　そんな彼女の疑問に答えを出すかのように、ヒューイは薄く笑いながらハッキリと告げた。




「シャーネより先に、少し会って、話と……ちょっとした契約をしてきましたよ」





⇔






カジノ内




「いやー、彼女の親父おやじさんとちょっとした契約してさ。俺おれ、そこのメルヴィっつーいけ好かない奴やつのボディーガードなんだよ」

　あっさりと護ご衛えい対たい象しようを『いけ好かない』と言い放つフェリックスに、メルヴィは苦く笑しようしながら肩を竦すくめる。

「いやー、なんかお前らと敵てき対たいするのが心苦しくて、バレないように変へん装そうしたってのになあ。ラックがあっさり見破るんだもんよ」

「待て……色々と待てって」

「ああ、本当にボディーガードだけだから安心してくれ。マルティージョとガンドールを潰つぶせとか殺せとか言われてたら、そりゃいくら彼女の親父の頼みでもさ……なあ？」

「なあ、じゃねえだろ！　なあ、じゃ！　なんだちょっとした契けい約やくって！」

　わけが解わからず、友人を問い詰めるフィーロだが──




「よう……」




　別方向から響ひびいた声の中に圧あつ縮しゆくされたマグマの如ごとき感情の熱量を感じ取り、フィーロは全身を固まらせた。

「てめぇ……覚えてるぜ……その声、その赤あか毛げ、その巫ふ山ざ戯けた目……ああ、忘れるもんかよ」

　声の主は、ラッドだ。

　フェリックスを見た彼の中に渦うず巻まく感情は、歓かん喜き、憤ふん怒ぬ、郷きよう愁しゆう──そして、圧あつ倒とう的、殺さつ意い。

「なんだ……？殺す殺す殺す殺す　　このカジノはマジ殺す殺す殺す殺す殺すでネバーランドか？殺す殺す殺す殺す殺す　なんでこう、殺す殺す殺す次々と俺の目の前に殺す殺す殺す殺す古い知り合いだの殺す殺す殺す殺す殺すダチだの殺す殺す殺す殺す俺が殺したい殺す殺す殺す殺す奴だのが現れる？殺す殺す殺す殺す」

　ギラついた瞳ひとみや声と共に漏もれる息づかい、ほんの僅わずかな挙きよ動どうの全てから煮えたぎる殺意が滲にじみ出し、もはやラッドが何を言っても『殺す』と言っているようにしか聞こえない。

　そんな異常な状態の彼に対して、赤毛の『便べん利り屋や』はきさくな調子で言った。

「よお、お前、生きてたんだな。彼女も元気みたいだし、良かったじゃん」

[image: ]

　当のルーアは、チラリとフェリックスに目を向けられ顔を青くしている。

　どうやら、今の言葉で彼女も気が付いたようだ。

　この赤毛の男が──かつて、列車の屋根の上で遭そう遇ぐうした、赤い怪かい物ぶつであると。

「あの時は脅おどしに使って悪かったな。でもまああれだ、こんな殺人鬼きに惚ほれたって事は、なんかろくな目に遭あわない覚かく悟ごはしてたろ？」

　笑いながら言うフェリックスと怯おびえる女性を見比べ、ラックが友人に告げる。

「事情はよく解わかりませんが、多分貴方あなたはその女性にとても酷ひどい事をしたと思うので、もっと真しん摯しに謝った方がいいですよ」

「ええッ!?　酷いなラック！　俺おれをどんな困ったちゃんだと思って……いやでも、そうかな？　もっとちゃんと詫わびいれた方いいかな？」

　と、そんな気軽な調子でラックに相談しようとしたフェリックスに──




　先せん刻こく真っ二つに割れたルーレット台の、その片側がラッドによって投げ放たれた。




　限界を超えた殺さつ意いが火か事じ場ばの馬ば鹿か力ぢからを引き出したのか、右腕の筋きん肉にくが悲鳴を上げるのも聞かず、20kgを超えるルーレット台の片側を野球ボールのように投げ放つ。

　するとフェリックスは、それを踵かかと落おとしで蹴けり落とし、反動で宙ちゆう高く跳び上がった。

　と、その眼前に、別の顔が迫る。

　やはりフェリックスに因いん縁ねんを持つクリストファーだ。

　手近なバカラ台を踏み台として、空中に跳んだフェリックスに回し蹴りを浴びせようとしたのだが──

　フェリックスは蹴り出されたクリストファーの足を踏み台にして、そのまま更さらに上に跳ぶ。

　さして高くはない天てん井じように釣つり下げられたシャンデリアを掴つかむと、振り子のように揺れる勢いを利用して、サーカスの空中ブランコを思わせる空中ジャンプを繰り出した。

　と、そのまま迫る壁を蹴り、三角飛びの要よう領りようでラッドへと接近する。

　それを横から割り込む形で迎え撃うとうとしたクリストファーに、グラハムが巨きよ大だいレンチを持って襲おそいかかった。

「あれはラッドの兄あに貴きの獲え物ものだ！　邪じや魔ましたら悲しい話にして末まつ代だいまで語るぞ！」

「ああもう、邪魔なのはそっちだってば！」

　再び衝しよう突とつする二人の横で、ラッドはルーレット台のもう片方を持ち上げて、フェリックスに向けて振り回し──

　その暴ぼう威いはやがてクリストファーやグラハムも巻き込み、小さな竜たつ巻まきのようにカジノ内を荒れ狂う結果となった。




「わあ、みなさん、喧けん嘩かしたら駄だ目めなんですよ！」

　悪戯いたずらした子供を責めるような調子で言うカルツェリオを見て、やはり感覚がずれていると判はん断だんするジャグジー達。

　一方で、顔を青くしたフィーロが必死にその暴力の中心部に叫んだ。

「ちょ、ま、お前ら止めろ！　いい加か減げんにしろ！」

「従じゆう業ぎよう員いんを外に逃がした方がいいと思いますよ」

　冷静に言うラックに、フィーロは視線で従業員達に合図する。

「エニスもとりあえず、その子供達を連れて外へ……」

　そう言って階段の方に目を向けると、そこでは一人の男がそそくさと外に逃げていくのが見えた。

　ラッドの紹しよう介かいで来たという、騒そう動どうの最初のきっかけとなった男だ。

　──あいつ、逃げる気か！

　思わず怒ど鳴なりつけて止めようとしたのだが──

「どうでもいいじゃないですか。あんなクズみたいな男は放っておきましょうよ」

　と、すぐ横にまで接近していたメルヴィに小声で話しかけられる。

「……!?　てめえ、いつの間に……！」

　敵意丸出しで噛かみつきそうな声を出すフィーロに顔を近づけ、耳元で挑ちよう発はつ的な言葉を囁ささやくメルヴィ。

「素すが出てますよ？　いけませんね。ディーラーはいつでもポーカーフェイスじゃないと」

「俺おれはあくまで支配人だ。ディーラーじゃねえ」

　すぐ傍そばからルーレット台がバラバラになっていく破は壊かい音が響ひびく中、フィーロは目を細めて言葉を返す。

「あんたがルノラータの人間じゃなかったら、簀す巻まきにしてハドソン川に放り投げてる所だ」

「怖こわい事をおっしゃいますね。私が何かしましたか？」

「いいや？　今日きようの事は、見抜けなかった俺のマヌケって事にしておいてやるさ。だけどな、これで確信したぜ。お前は、イカれた奴やつだ。今度の賭と場ばの会合で、なんかやらかすつもりだって事もな」

　欠片かけらの油ゆ断だんもなく、相手の真しん価かを見み極きわめようとするフィーロだが、やはり青年の顔に見覚えがあり、僅わずかな動どう揺ようが心の中を掻かき乱す。

　──糞くそ、誰だれだ……？

　──俺はこいつを……どこで見たんだ……？

　そんなフィーロとは対たい照しよう的に、メルヴィはマイペースを崩くずさず微笑ほほえみかけた。

「せっかくこうして仲良くなれたわけですから、当日は軽いゲームでもしませんか」

「……ほら来やがった。そう言って何を俺達から掠かすめ取る気だ？　縄なわ張ばりか？　金か？」

　鼻で笑うフィーロに、メルヴィはスゥ、と目を細め──

　更さらにフィーロに顔を近づけ、彼だけに聞こえる声で呟つぶやいた。




「私が欲しいのは……セラード・クェーツの知識。それだけですよ」




「ッ!?」

　同時に、メルヴィは笑ったまま自分の唇くちびるを噛かみ切った。

　口の端はから、僅わずかな血が零こぼれ落ちた。

　ところが数秒後、その血がまるで自分の意思を持っているかのように蠢うごめきだし、唇の傷口へと吸い込まれ──やがて、その傷自体が消え去ってしまった。

「……ッ！」

　目を見開いて黙だまり込むフィーロ。

「それに見合うだけのチップが、こちらにあれば良いのですが」

　メルヴィは先せん刻こくと同じ仮か面めんのような笑えみを浮かべたまま、何事もなかったかのように告げる。




「良い勝負が出来る事を期待していますよ、フィーロ・プロシェンツォさん」





⇔






カジノ外




　──早く、早くここを離れるんだ。

　──糞くそ、なんだってんだあの化ばけ物ものどもは。

　──オマケにルノラータ・ファミリーだと……？　付き合ってられるか！

　ネイダーはスーツの上着を脱いでワイシャツ姿すがたになると、その上着に札さつ束たばを包み込みながら階段を上りきった。

　──でも……いいのか？

　ふと、幼き日の約束が心の中に蘇よみがえる。

　──これは……何か変わるチャンスなんじゃないのか？

　心の奥底の『何か』が、ネイダーをその場に留まらせようとした。

　今の場は、確かに常じよう人じんがいていいような場所ではない。

　だが、常人から脱だつ却きやくできるチャンスの場所でもあるのではないだろうか？

　迷いつつ、その場に立ち止まるネイダー。

　目の前では小さい子供達が話している、平和な光こう景けいが広がっていた。

　その光景を見て、より色濃く幼き日の約束が浮かび上がった。

　──ヒーローに……。

　──いや、でも……あそこで何をすりゃいいんだ……。

　せめて、金を返せば負い目は無くなるのではないか。

　そう考えたネイダーが、迷いつつも振り返りかけた時──

　十代後半と思おぼしき一人の少女が、こちらを睨にらみ付けている事に気が付いた。

「……？」

　知らない顔の少女だ。

　上着を脱いでいるとはいえ、何か変な格かつ好こうをしているだろうか。

　そんな疑問を思い浮かべるネイダーに、少女は静かに近づいて来て、憎にくしみを籠こめた言葉を、ネイダーだけに聞こえる声で口にした。




「……ネイダー・シャズクール……何な故ぜあなたがここにいるのかしら？」




　ゾワリ、と、全身から血の気が引き、代わりに皮ひ膚ふのあちこちから一いつ斉せいに冷や汗あせが滲にじみ出す。

　少女の声に聞き覚えはない。だが──少女の外見に見合わぬ、ネットリとした口く調ちようには覚えがあった。

「もしかして、シカゴの事件も貴方あなたが陰で何かしていたのかしら？」

「……」

　シカゴの件など全く覚えはないのだが、反論する事すらできず、あまりに瞬しゆん間かん的に緊きん張ちようしたため、己おのれの全身の関かん節せつが軋きしむ音が聞こえてくる。

　そんな異音のリズムに合わせたかのように、女は鋭い目つきで自分の名前を名乗りあげた。

「私達は……ヒルトンは……裏切り者は絶対に許さない」




「うあ……うあああぁぁぁぁあああぁぁあぁあッ！」

　ヒーローのイメージとは程ほど遠とおい悲鳴を上げ、一いち目もく散さんに逃げ出すネイダー。

　もはや葛かつ藤とうなどする暇ひまもなく、ただ、本能に従って逃とう走そうを続けた。

　走り続ける事しか、今の彼にはできなかった。







　凄すさまじい勢いでカジノの方から走り去る男を見て、新たにやってきた一人の男が、眼鏡めがねの位置を直しながら眉まゆを顰ひそめる。

「……今のは一体？　やはり、カジノでトラブルが……」

　やや足早となってカジノの入口に向かうのは──

　マルティージョ・ファミリーの出すい納とう係であるマイザー・アヴァーロだ。

　彼はたまたま通りを走っていた取引先の相手から、『あんたの所のカジノに強ごう盗とうが来たぞ！』と言われて、様よう子すを見にこちらに駆かけてきた形となる。

　チェスやアニーの姿すがたを入口付近で見かけたマイザーは、歩みを止めぬまま問いかける。

「二人とも、大だい丈じよう夫ぶですか？　トラブルがあったと聞きましたが」

「あ……マイザー」

　見覚えの無い少女の横で驚くチェス。

「なんだか、さっきから下から凄すごい音が……」

　アニーの顔は既すでにいつも通りのものに戻っており、マイザーはそれを聞くと「君達はここから離れて、すぐに別の建物の中に避難していてください」とだけ言って、足早に階段を降りていった。




　その先で、何を目にする事になるかも知らぬまま。





⇔






数分前　カジノ内




「フェリックスさん。そろそろ行きますので、遊ぶのはその辺にしませんか」

　フィーロに背を向けたメルヴィがそう言うと、クレアは大きく床を蹴けり、一いつ瞬しゆんでラッド達から距離を離した。

　数台のカジノテーブルが壊こわれ、シャンデリアも三つ床に落ちている。

　メルヴィと会話した僅わずか一分前後の間によくもまあこれだけ壊したものだと思ったが、今のフィーロにはショックを受ける余よ裕ゆうも頭を抱える暇ひまも無かった。

　──あいつ……不ふ死し者しやか。

　──しかも、フェリックスクレアの奴やつが護ご衛えいだと？

　それは即すなわち、ギャングらしく『場外戦』で彼をどうこうできるチャンスはゼロという事だ。

「おい……待てよ。まだ終わってねぇぞ？」

　息を切らせたラッドが、無事だったバカラ台の縁ふちに手を置き、ミシリと音を立てて握り込む。

　このまま放っておけば、そのまま台を片手で持ち上げそうな雰ふん囲い気きだ。

　同じように、グラハムとクリストファーもフェリックスの方を注ちゆう視ししている。凄すさまじい暴力を互いに行使しただけあって、呼吸を荒げて額ひたいに汗あせを浮かべている。

　だが──その中心であったフェリックス・ウォーケンは、呼吸一つ乱さず、服の袖そでに汗一つ滲にじませてはいなかった。

「お前らなあ、いいかげんに俺おれには勝てないって学習しろよ。まだ終わってないだと？　勘かん違ちがいするな。始まってすらいないぞ？」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、更さらに挑ちよう発はつするフェリックス。

　彼は退たい屈くつそうな溜ため息いきを吐くと、ラッド達に背を向け、言った。

「文もん句くがあるなら、いつでも来い。何人がかりでもいいぜ。少しは、俺おれを本気にさせてみろ」

　そこまで言った所でピタリと立ち止まり、背後を振り返って言葉を続ける。

「ただし、今日きようは、ここがフィーロのカジノだから、血で汚さないでおいてやっただけだ」

　その顔に浮かんでいたのは、どこまで冷れい酷こくな殺し屋──『葡萄酒ヴイーノ』としての目つきだった。

　うっかり見てしまったジャグジーがフラリと意識を遠のかせ、レイルも冷や汗あせを掻かきつつ表情を強ばらせた。

　普通の者ならばその目を見ただけで動けなくなる程ほどの桁けた違ちがいの威い圧あつ感を前に、ラッドは更さらに殺さつ意いを膨ふくらませ──嗤わらう。

「ハハ……ハハハハハハハハ！　ヒャハハハハハハハハ！　いつでも来いか……ああ、いいねぇ！　いい言葉だ！　自分が死なねえって余よ裕ゆうこいてる奴やつのお得意の台詞せりふだな！　ああ、ああ、ああ！　喜んでそうさせて貰もらうさ！」

　そこでピタリと笑いを止め、バカラ台を本当に片腕で持ち上げかけた。

「なら別に……今行っても構わねえよなぁ？　『線路の影をなぞるものレイルトレーサー』よぉ……っ！」

　だが──

　その視線の先にあるものを見て、ラッドは動きをピタリと止めた。

　メルヴィがいつの間にか懐ふところから拳けん銃じゆうを出しており、ルーアに狙ねらいを定めていたからだ。

「……っ！」

　刹せつ那な、フェリックスに向けていた殺意が一いつ瞬しゆんでメルヴィに分け与えられる。

　膨ぼう大だいな殺意を涼りよう風ふうのように受け流しつつ、メルヴィは笑顔のまま銃をしまった。

「警告の意味、解わかりますよね？　今日はこの辺にしておきましょう」

　微笑ほほえみながら首を傾かしげるメルヴィの言葉に、ラッドは拳こぶしをただ強く握りしめる。

　握あく力りよくのせいで爪つめが自らの掌てのひらを引き裂さき、血がダラダラと滴したたり落ちた。

「俺はなぁ……娑しや婆ばに出たら、絶対に殺すと誓ちかった奴が二人いる。そこの赤あか毛げと、ヒューイ・ラフォレットだ」

　憤ふん怒ぬに満ちた声で紡つむがれるラッドの言葉。ヒューイという言葉に何人かが反応し──特にレイルが露ろ骨こつに表情を変えた。

「メルヴィとか言ったな……てめぇは、三人目だ」

　下を向きながらそんな言葉を吐き出したラッドの目は周囲からは見えず、ただ、口元に覗のぞく凶悪な笑みだけがカジノの中の空気を鋭く凍らせる。

「……。どうぞ御自由に。殺せれば、の話ですけれど」

　メルヴィは一瞬だけ表情を消しかけたが、すぐに笑えみを浮かべ直すと、そう言いながら階段に向かって歩き出した。

　続いてフェリックスが歩き出し、後に続きかけた少年が、何かに気付いたようにハッと目を開き、慌あわててフィーロに向き直る。

「うちのディーラーの護ご衛えいが喧けん嘩かでお店を壊こわしてしまってすみません。修しゆう繕ぜん費ひと損害の請せい求きゆう書しよを頂ければ、ルノラータ・ファミリーができる限りの保証をする事をお約束します」

　真まっ直すぐな瞳ひとみで、カルツェリオがそう宣せん言げんした。

　恐らくそれは本心なのだろうが、フィーロにとっては別種の挑ちよう発はつをされているかのような気分となる。

　その為ため、次のように返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「……それはどうも。気前の良さに感かん謝しやしますよ、お坊ぼつちゃま」




　メルヴィはロニーの横に来た所で歩調を緩め、薄く微笑ほほえみながら囁ささやきかける。

「私とフィーロさんの事は、あくまで『不ふ死し者しや』同士のいざこざです。マルティージョさんと敵てき対たいする気はありませんので、御安心下さいロニーさん」

　まるでロニーの正体を知っているかのような口ぶりのメルヴィに、マルティージョ・ファミリーの秘ひ書しよである男は、淡たん々たんとした調子で答えた。

「どうかな。フィーロを敵てき視しするなら、我々に弓を引くのと同じ事だが……まあいい」

　ロニーはそれ以上は何も言わず、ルノラータの面々を見送った。

　そして、メルヴィが地上に続く階段に一歩足を乗せた時、今さらながらの訪ほう問もん者しやが現れる。




　階段の上から眼鏡めがねをかけた長身の男が顔を出したかと思うと、カジノの中央にいたフィーロと店内の惨さん状じようを確かく認にんし、声をあげた。

「フィーロ！　大だい丈じよう夫ぶですか？　これは……一体何が……」

　そう言いながら、男──マイザーは足早に階段を駆かけ下りる。

　しかし、最後の一段を降りようとした瞬しゆん間かん──

　彼は全身の動きをピタリと止め、メルヴィの顔を凝ぎよう視しした。

「……失礼」

　メルヴィは、そんなマイザーの横を軽い会え釈しやくと共に通り抜けると、後続の面子めんつを連れて階上へと上がって行った。

　マイザーはそんなメルヴィをぎこちない調子で見上げようとしたが、他の者達の陰となって、もはやその姿すがたを確認する事はできない。

　ただ、マイザーは彼らの姿が完全に消えた後に、まるで亡ぼう霊れいでも見るような瞳で、一言だけ呟つぶやいた。




「……グレット……？」
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　その固有名めい詞しを聞いた瞬間──

　ガキリ、と、フィーロは自分のどこかで音が鳴ったような錯さつ覚かくに囚とらわれた。

　それは、鍵かぎが開く音に似ていたような気がする。

　実際、彼の心の奥底で一つの鍵が強制的に開かれ、普段は表おもてに出てこない『記き憶おく』が脳のう内ないで暴れ始めた。

　グレット。

　グレット・アヴァーロ。

　マイザーの弟である新しん米まい錬れん金きん術じゆつ師しで、セラード・クェーツに喰くわれた男。

　つまり、セラードの記憶に内ない包ほうされているグレットの記憶も、確かにフィーロの中に眠っている事となる。

　──そうか……。

　そこで、フィーロはやっと思い出す事ができた。

　あのメルヴィという男に見覚えがあった、その理由を。

　セラード・クェーツは、出会ってそこそこで『喰った』人の顔などろくに覚えてはいない。

　見覚えがあったのは、グレット自身の記憶の中だ。

　即すなわち、あのメルヴィという男は──




　グレットの記憶の中にある、鏡に映ったグレット自身とうり二つの存在だったのだ。





⇔






カジノ外




「あれ？　チェス君？　どこにいったのかな……」

　メリーは不ふ思し議ぎそうに辺りを見渡すが、チェスは階段下からフェリックスが顔を出した瞬しゆん間かんに、悲鳴を上げる暇ひますらなく逃げ出してしまっていた。

　更さらには、チェスと一いつ緒しよにいた筈はずの女性もいつの間にか姿すがたを消してしまっており、メリーは狐きつねにつままれたような顔で首を傾かしげる。

　そんなメリーに、カルツェリオが声をかけた。

「お待たせ、メリーちゃん。それじゃあ、メリーちゃんの家まで送るよ」

「え……あ、うん、ありがとう！　カッツェ君！」

「いいよ。お爺じいちゃんから預かった手紙をマンフレッドさんに渡さないといけないからね」

　カルツェリオはそう言って車にメリーを案内する。




　すると、その車の横に一人の男が立っており、子供達と入れ替わる形で、ゆっくりとメルヴィに近づいた。

「敵への顔見せの為ためだけに、あんな真似を部下にやらせるとはな。どういうつもりだ？」

　スキンヘッドに布を巻まき、顔には眼鏡めがねをかけている。

　双ふた子ごのボディーガードが動かない所を見ると、どうやら顔見知りの人間のようだ。

「怖こわい顔をしないで下さいよ、ティム」

　メルヴィがそう言って笑うと、ティムと呼ばれた青年は苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔になる。

「……少しは、『タイム』のリーダーだって自覚はねえのか？　今回がどんだけ大がかりな実験なのか、知らないわけじゃないだろう？」

「心配は無用ですよ。言われた事は全てこなしますし、禁じられた事はやりません。それ以外は私の自由だ。そうでしょう？　私も、貴方あなた達『妖怪ラルウア』も、『リズム』も『シャム』も『ヒルトン』もね」

　ニヤニヤと笑いながら言うメルヴィに、それ以上は何を言っても無む駄だだと悟さとったのか、表情を消して一言だけ口にした。

「俺おれは、お前の事が嫌きらいだ。それは理解しとけ」

「お気になさらないで下さい。私も貴方が大嫌いですから」

　そう返すと、メルヴィは自らが乗る車に向かい、最後に一言だけ付け加えた。




「私は、主あるじの意志に従う。それだけですよ」













間接章　警察は動けない







カジノ内




「悲しい……悲しい話をしよう……」

　誰だれもが沈ちん黙もくを続けるカジノの中で、最初に口を開いたのはグラハムだった。

「俺おれは、今、迷っていた。ラッドの兄あに貴きと組んで二人がかりであのフェリックスを打ちたおすべきか！　それとも、俺はあくまでラッドの兄貴のタイマンを尊そん重ちようして、それを邪じや魔ましようとする赤あか目め野や郎ろうをバラバラにする事に専せん念ねんするべきか！　その！　迷いの！　結果が！　これだ！　この地じ獄ごくだ！」

　レンチをリズミカルに振り回しながら叫ぶグラハムの目に映るのは、激しく折れた遊ゆう技ぎ台だいや、落ちて拉ひしやげたシャンデリアのフレームなどだ。

「これはただの破は壊かいだ！　解かい体たいじゃない！　全然気持ち良くないぞどうするシャフト！　俺はどうすればいい！　どうすれば俺の罪は償つぐなわれ、壊こわれたものが元に戻ってきちんと解体できるようになって地球に平和が訪れる!?」

「いいから黙だまってて下さい」

「……いいさ、叫ばせといてやれ、シャフト」

　いつも通りのグラハムの叫びを聞いて、ラッドは幾いく分ぶん落ち着きを取り戻したようだ。

　ラッドはつまらなそうに首をゴキリと鳴らした後、フィーロに向かって声をかける。

「店を壊こわした落とし前は俺おれが付けるさ。ルノラータの連れん中ちゆうに借りなんざ作る事ぁねぇ」

　そして、左手の義ぎ手しゆをバシリと右手の平に叩たたきつけ、半分独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「あのメルヴィとかいう糞くそ野や郎ろうは、マルティージョ・ファミリーとは無関係な俺がきっかりぶち殺してやる。それでいいだろ」

　フィーロは自分の中に生まれた様さま々ざまな疑問を整理しようとしているのか、ラッドの言葉には応こたえず、カジノの中心で沈ちん黙もくを守っている。

　エニスはそんなフィーロを遠とお目めに見守っており、ロニーも特に助じよ言げんを出す気はないようだ。

　クリストファーはそんなフィーロに何か言いかけたのだが、後ろからリカルドに腕を引っ張られる。

「落ち着くまで待った方がいいと思うよ、クリストファー」

「そうかな？　僕は合理主義者だからね。あのフェリックスとかいう奴やつの弱点とかそういうのを今の内に聞いておきたいんだけど……」

「うん、クリス、流石さすがにそれは、まだやめておいた方がいいと思うよぉ？」

　レイルにも止められ、肩を竦すくめながらフィーロから離れるクリストファー。

　そんな彼らの様よう子すを、『葡萄酒ヴイーノ』の気き迫はくに気き絶ぜつしかけていたジャグジーはボーっと見つめていたのだが──ふと、ある事に気付いて周囲の面々に声を上げた。

「そ、そんな事より早くカジノを出た方がいいんじゃ……最初に銃じゆう声せいがしてから時間が経たってますし、さっきも凄すごい音とか出してたから、もう警察が来ちゃうんじゃ……」

　ジャグジーがそう言うと、それまで考え事をしていたマイザーが不意に顔を上げ、ジャグジーの不安を否定した。

「ああ、警察なら来ないと思いますよ？」

「えっ……どういう事ですか、マイザーさん」

　マイザーの声を聞いて緊きん張ちようが揺らいだのか、フィーロが警察が来ない理由を問いかける。

「ええ……ラジオでも大おお騒さわぎしていたんですが……。このあたりには、飛んできていないようですね」

「飛んできた……？　何がですか？」

　更さらに首を傾かしげるフィーロに、マイザーは難しい顔をして答えた。




「今、マンハッタンの各地で、妙みような飛行機が町を襲しゆう撃げきしているそうで、警察はそちらにかかり切りだと思います」
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ＮＹ各地




　日が暮れて闇やみが訪れたマンハッタン。

　ネオンの薄明かりに支配された夜空に現れた水上機きは、ビルや建物の間、あるいは公園や大通りの上空を飛び交い、町中に派は手でなエンジン音を響ひびかせる。

　更さらには、機き首しゆの上面に設置された機き関かん銃じゆうから火ひ花ばなが吹き、独特な重い銃じゆう声せいを町中に振りまいていた。




「ひああああああ!?　ふ、副ふく社長！　戦争です！　もうダメです！　いつまでも満点を取れないダメな弟で子しでしたけど、副社長の弟子で本当に良かったですウワアアアアアアン」

　街まち角かどでその飛行機に遭そう遇ぐうしたキャロルが、パニックを起こして上じよう司しの足にしがみついた。

　しかし、その上司──ＤＤ新聞社の副社長であるギュスターヴ・サンジェルマンは、冷静にその水上機を観察し、キャロルの頭をそっと撫なでた。

「静せい居きよたれ、キャロル。……発はつ射しや音はするが破は壊かい音はない。恐らくあれは空くう砲ほうだ」
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ＮＹ　ガンドール・ファミリー事務所内




「……」

「おいおい、キー兄にい、なんか外、ヤバイ事になってねえか？」

　ジャズホールの地下に存在する、ガンドール・ファミリーの事務所。

　その中で部下達とポーカーに興きようじていたキースとベルガの元に、外に様よう子すを見に行っていたチックとマリアが降りてくる。

「えーと、飛行機が飛んでましたー。かっこいいですよね、飛行機」

「すっごいよアミーゴ！　ビルの間を、すっごく低いところまで飛んでたよ！　あれなら、三階ぐらいから跳び上がれば、きっと斬きれるよ！　ねえねえ斬っていいと思う？　アミーゴ！」

　あまり要よう領りようを得ない二人の報告に、ベルガは顔を顰しかめるが、キースは相変わらずの無表情でカードを引く。

　そして、そこに出た数字を見て僅わずかに顔を曇らせた。

「……」

「あぁ？　キー兄にい、珍めずらしいじゃねえかよ、九割がジョーカーのトランプでそんなカード引くなんざよぉ」

　テーブルに置かれた『７』のカードを見て、キースは妙みような胸むな騒さわぎを覚え──そのまま席を立ち上がり、自らも外に足を向けた。




　知らぬ間に、自分達が何かの流れに巻き込まれてしまっているという予感に身を浸ひたし──

　その流れを全て打ち砕くだく覚かく悟ごを固めながら。
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ＮＹ某ぼう所しよ　ヴィクターの捜そう査さ本部




「やりやがったな……とうとうおっぱじめやがったな、ヒューイ！」

　捜査本部の上を通過するエンジン音を聞きながら、ヴィクターは机をバン、と打ち鳴らした。

「畜ちく生しよう！　あの飛行機っつーか水上機きが撃うってるのは空くう砲ほうだ！　ただの囮おとりに過ぎねえ！　捜査員の目を地上に向けさせろ！　きっと、あれで警察の動きを止めてる間に何かデカい事をやらかすつもりだ！」

　彼の読みは、半分だけ当たっていた。

　水上機は、現時点に関しては単なる囮に過ぎない。

　だが、ヴィクターはまだ気付いていなかった。

　これは、警察に邪じや魔まされずにフィーロに『挨あい拶さつ』をする為ためにメルヴィが仕組んだ事で、ヒューイの実験とはなんの関係もないという事に。

　そして、今しがた暴れていた水上機は──ヒューイが大たい西せい洋よう上に用意している『タイム』所有の機体の中の、ほんの一部でしかないという事に。
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ＮＹ某所




「師し匠しよう。凄すごい音が響ひびいてるけど、ここの家、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　顔に幼さを残した少年の言葉に、大量の銃じゆう器きを整備していた男が応える。

「放っておけ弟で子し一号。音で解わかる。空砲だ」

　無数の銃の部品が放つ輝きにだけ目を向けながら、男──スミスは淡たん々たんと言葉を続けた。

「そんな事より、そろそろラッドの奴やつを迎えに行ったグラハムが町に戻ってくる頃だ……。ラッド、ラッド、ラッド。あの腐くされ殺人鬼きも俺おれと同じ狂きよう気きという花に魅み入いられた愚おろかな道どう化けだが、奴の飾る狂気の花には毒どく虫むししか寄りつかない。美び学がくがないからだ。その点、俺の……」

　言葉の続きは、建物のすぐ傍そばを通った航こう空くう機きの音によって完全に掻かき消される。

　話の腰を折られたスミスは、舌した打うちと共に呟つぶやいた。




「くっ……美学の無い連れん中ちゆうめ」
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シャーネの隠かくれ家が




「ほう……」

　部屋に現れた部下からの報告を聞いたヒューイが、窓から外を見つめていたシャーネに語りかける。

「シャーネ、ヒルトンという諜ちよう報ほう員いんが、懐なつかしい男を見つけたそうですよ」

「？」

　──懐かしい男？

　──さてはスパイクの事だろうか。

　──あの男は裏切り者だ。

　──最初から信用はしていなかったが、父とうさんに敵てき対たいするなら始し末まつを……。

　そんな事を考えていたシャーネの耳に入ったのは、彼女がつい先せん刻こく思い出したばかりで、さりとて、この場で聞かされるとは全く思っていなかった名前だった。

「ネイダー・シャズクール」

「!?」

「かつて『幽霊レムレース』を裏切り、あなたに右手を斬きり落とされた男が……生きてこの町にいるとの事です」

　どこか楽しげに告げるヒューイ。

　彼はその言葉で娘むすめの行動を操あやつろうとしているわけではない。

　ただ純じゆん粋すいに、話を聞いたシャーネが次にどう動くかを楽しみにしているといった顔だ。

　シャーネはそんな父に見つめられる中、顔を俯うつむけて考える。

　──そうか。

　──あの時から、私の歯は車ぐるまは狂っていたんだ。

　──ネイダーを、きちんと処理していなかったから。

　だが、もう今となっては関係の無い事だ。

　そう思いつつも、心の底で、シャーネは決意していた。

　昔の自分の鋭さを取り戻す為ために──自分は、ネイダーを殺すべきなのだろうと。




　──もしもこの町で出会ったら、今度こそ確実に切り捨てよう。

　──ゴミを捨てる感覚で、なんの感かん慨がいも抱かずに。
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ＮＹ某ぼう所しよ




「なんなんだよ……何が起こってるってんだよ……！」




　空を飛び交う飛行機を見上げながら、ネイダーは当てもなく走り続ける。

　自分は刑けい務む所しよから出た時に、違う世界に迷い込んでしまったのではないだろうか？

　それとも、これは右腕を失って爆ばく破はされた時から見ている長い長い夢で、本当の自分は今も瓦が礫れきの底で死にかけているのではないだろうか？

　妄もう想そうに囚とらわれかけるが、寧むしろ妄想であって欲しいという願望すら生まれかけていた。

　──ああ、もっと昔の俺おれが見てる夢だったら……もう一回、やり直せるのか？

　幼おさな馴な染じみと交わした約束を思い出し、ネイダーは、気付けば走りながら泣いていた。

　──解わからねえよ。

　──なあおい、誰だれか教えてくれよ。

　──ヒーローってのは、どうやったらなれるんだよ。

　──俺みたいな奴やつが……どうやったらなれるってんだよ……。




　自分が今、シャーネ・ラフォレットから機き械かい的な殺意を向けられているとも知らず──

　彼は約束のヒーローになる事もできずに、ただひたすらに町の中を彷徨さまよい続けた。

　風ふ呂ろ敷しき代わりにした上着の中に、大たい金きんというほんの僅わずかな力を手にして。

　その力の、使い方すら解らずに。




　彼はただ、ただ、彷徨い続ける事しかできなかった。
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ＮＹ某ぼう所しよ




「見ろよミリア！　飛行機だ！」

「チャールズだね！　オーガスタスだね！　リンドバーグだね！」




　モルサから紹しよう介かいされたとある『仕事』に向かう最中──

　アイザックとミリアは、丁ちよう度どＮＹを去ろうとしていた水上機きに遭そう遇ぐうした。

　物もの凄すごい低空飛行でビルの谷間を飛び去った後、星空の彼方かなたに消えて行く航こう空くう機きの影。

　昼間覆おおっていた薄雲はとうに消え去っており、まるで空に向かう機体を祝福しているかのようだった。

　そんなロマンチックな光こう景けいを目にし、アイザック達は興こう奮ふんした様よう子すで語り合う。

「そういや俺おれ達、列車強ごう盗とうはやったけど、飛行機強盗は結局やらなかったなー、俺達。もう足を洗ったからやるつもりもないけどな」

「ねえねえアイザック、飛行機強盗って、何をするの？」

「そりゃあ、あれだろ？　飛行機にとって大事なものを奪うばうのさ」

「大事なものって？」

　根本的な問いかけに、アイザックは暫しばし悩み──

「……空？」

　と、ストレート極きわまりない答えを出した。

「わあ、本当だ！　空がないと一大事だね！」

「そう……つまりあれだ、この世界から空を消す……！」

「壮そう大だいだね！　でもアイザック、どこからどこまでが空なの？」

　再びなされた根本的な質問に、アイザックは今度は悩まずに答えた。

「そりゃ、飛行機が飛ぶ範はん囲いだろ」

「でも、さっきの飛行機、すっごく低いところ飛んでたよ？」

「……なんてこった……つまり、ここはもう空!?　じゃあ、飛行機があんなに低く飛ぶＮＹは、天てん空くう都市って言えるんじゃないか!?」

「マチュピチュだね！　バルニバービのラ・ピュータだね！　リューグージョーだね！」

　興こう奮ふんするミリアだが、例えが半分間違っている事にはアイザック共とも々ども気付かない。

「そうか……飛行機があるから俺達は空を実感できるんだ……。ライトさんちの兄弟は本当に凄かったんだなあ……。ようし、飛行機に感かん謝しやだミリア！　強盗なんかしちゃだめだ……！　俺おれ達、足を洗ってて良かったな！　最高の気分だ！」

「有う頂ちよう天てん、って奴やつだね！」

　子供なのか大人おとななのか解わからない事を言いつつ、ＮＹを包む暗あん雲うんの中を駆かけ出す二人。

　彼らは、自分達が混こん沌とんの渦うずに巻き込まれてしまっている事に気付いていない。

　これからも、気付く事はないだろう。

　彼らにとっては、人生の全てが新しい発見であり、暗くら闇やみと光が同時に溢あふれる混沌そのものと言えるのだから。




　そして、彼らが気付こうと気付くまいと関係なく──

　航こう空くう機きの馬ば鹿か騒さわぎが収まるのと同時に、ＮＹの町に、深い闇の帳とばりが降りようとしていた。
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深夜　暗闇の中で




　ルノラータ・ファミリーの管理する別べつ荘そう。

　メルヴィは中庭に面した個室に入り、全ての灯あかりを消してベッドに身を横たえた。

　護ご衛えいであるフェリックスが同行するのはこの別荘の外に出る時だけであり、現在は数十人のマフィア構成員が闊かつ歩ぽするこの屋や敷しき自体が彼を守る護衛という事になる。

　しかし──




『やあ。今日きようは派は手でにやったね、メルヴィ』




　完全な暗闇となった部屋の隅すみから、メルヴィを呼ぶ声がする。

　カーテンが揺らめく音がする所を見ると、何者かが見張りの目をかいくぐって屋敷に侵しん入にゆうしたのは明らかだ。

　だが、メルヴィは少しも焦あせる事なく、『暗闇』に対して答えを返す。

「大した事じゃありませんよ。我が主様」

『なるほどなるほど。しかし、君の昼間の護衛は凄すごいねぇ。本当に近づく隙すきがなかったよ』

「ええ、私も彼の能力には驚きました」

　そんな彼の答えにくぐもった笑いを聞かせた後、『暗闇』はある事をメルヴィに伝えた。

『僕の方の仕込みもそろそろ動き始める頃なんだけど……結果として、君の動きとかち合うかもしれない。そうなったらまあ、恨うらまないでくれると助かるんだけどね？』

「当然ですとも、主あるじは貴方あなただ。私はただ、貴方の言う事を聞くだけです。死ねと言われれば、大人おとなしく不ふ死し者しやの右手に頭を差し出しましょう」

　ベッドに寝たまま、言葉だけは慇いん懃ぎんに返す。

『……「喜んで」、じゃなくて「大人おとなしく」というのが君らしくて素晴らしい。まあ、私の望みは、君がその立場を利用して、君の思うままの事をして事態を引っかき回してくれる事なんだけどねえ』

「……」

『それと、いつも言っているが、主あるじという呼び方は堅かた苦くるしいから好きじゃないな』

『暗くら闇やみ』はクツクツと笑うと、楽しげに言葉を続けた。




『私の名前はもう知っているんだ。渾名あだなを付けるなり省しよう略りやくするなり、好きなように呼んでくれて構わない。そう言っているだろう？』




「……それでは、主と呼ばせて頂きます」

『ははっ！　ひねくれ者め！』

　そして、沈ちん黙もくが訪れる。

　静かな哄こう笑しようを響ひびかせた後、暗闇はもう、一言も喋しやべらなかった。

　カーテンの揺れる音も消えた事を考えると、部屋から姿すがたを消したのだろう。

　メルヴィはそれを確かく認にんした後、一日中貼はり付けていた顔の笑えみを完全に消し去り──そのまま、深い眠りへと落ちていった。




　まるで、明あ日すに貼り付ける作り笑いの為ために、心そのものを休めるかのように。
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ＮＹ　フレッドの診しん療りよう所じよ




　手を振りながら飛行機を追いかけた結果、道に迷ってしまったアイザックとミリア。

　そんな二人がモルサに紹しよう介かいされた『仕事場』に辿たどり着いたのは、深夜を過ぎてのことだった。

「ねえねえ、アイザック、休きゆう診しんって書いてあるよ？」

「えーと、このまま入っちゃっていいってモルサのおっちゃんが言ってたぜ」

　夜中であるにも関わらず、診療所の中には明かりが灯ともっている。

　二人がどうしたものかと入口の前でウロウロしていると、扉とびらの中から若い男が顔をだした。

「ああ……あんたらが、『蜂の巣アルヴエアーレ』のオーナーが言ってた、仕事の手伝いをしてくれるって連れん中ちゆうかい。連れん絡らくは受けてるが、遅かったな。……？　あれ、あんたら、どっかで……まあいいや」

　暫しばし二人を見つめた後、軽く息を吐きながら言葉を続ける。

「俺おれはフーだ。仕事っつっても医者の真ま似ね事ごとさせるわけじゃねえから、安心して……」

　そこで言葉を止め、フーはアイザック達の後ろに現れた人ひと影かげに向かって声をかけた。

「ああ、丁ちよう度ど良かったぜ、旦だん那な。どこに行ってたんだい？　ああ、紹しよう介かいしとくよ。この二人が、例の仕事を手伝ってくれるそうだ」

　フーの言葉に反応して振り返り、アイザック達はその場に立っていた男に挨あい拶さつをする。

「俺はアイザック！　よろしくな！」

「ミリアだよ、よろしくね！」

　澱よどみの無い声で自己紹介する二人に、その男は柔にゆう和わな笑えみを浮かべて答えた。

「これは御ご丁てい寧ねいにどうも。私はここのフレッドさんにお世せ話わになっている者でして……。名前は、ラ……。……ラ……」

　そこで男は口ごもり、動きを止める。

　まるで、自分の意志とは裏うら腹はらに口が動いてしまったとでもいうように。

　僅わずかに表情を消した後、男は目を覆い隠す厚い前髪の下で微笑み、改まって名乗りを上げる。

「ああいえ、私の名前は、ラブロ・フェルメート・ヴィラレスクです。よろしく」

「……あれ？　あんた、そんな名前だったっけ？」

　首を傾かしげるフーに、男は自信に満ちた声で答えた。

「ええ、前もそう名乗りましたよ」

　暗闇の上に偽いつわりの笑みを貼はり付け──

　男は、自らの計算に、唐とう突とつに現れた二人の『不ふ死し者しや』を組み込み始める。

　その決断が、良かれ悪かれ、今後の運命を大きく狂わせることになるとも知らぬまま。
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　こうして、この日を境さかいに、様さま々ざまな人間が混乱の渦うずへと巻き込まれる。

　同じ空の下にいるという一点において、彼らは、確かに同じ舞ぶ台たいに立っていた。




　人は集まる。

　運命もそれに合わせて煮に詰つまっていく。




　煮詰まった結果として生まれた純じゆん粋すいな欠片なにかを最後に掠かすめ取るのは誰だれなのか。

　あるいは、集まった無数の手て札ふだの中で、誰が誰にとってのジョーカーとなりえるのか。

　それはまだ、このＮＹの町にも、あるいは『悪あく魔ま』にさえ与あずかり知らぬ事だった。




　そして、それぞれの人間がそれぞれのチップを握りこんだまま──

　全ての欲望が渦うず巻まくギャンブルの時間が、静かに幕まくを開けようとしていた。
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成なり田た良りょう悟ご

改めて著者近影を撮影する暇がないので、何枚かストックしていた写真を加工して誤魔化しました。もう32歳になるのに写真のストックがこういう類のものばかりというのはどうなんだろうと、些か不安を覚えつつ、今日も執筆を続ける専業ライトノベル作家。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で様々なキャラデザをこなす実力派。
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